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PROLOGUE I







「……アトランティスは、いつ沈しずむんですか？」

　喉のどから絞しぼり出だすような声で、勇ゆう斗とは問う。

　正直、心が受け付けない。そんなはずがないと否定したくて仕方がない。

　だが一方で、否定しきれないでもいた。

　ユグドラシルが、海に沈んだ伝説の大地アトランティスだとすれば、その地形が現代のどことも一いつ致ちしないことも、勇斗のもたらした知ち恵えがどこにも伝でん播ぱしていないことも、すべて説明がつく。

　なにより、《妖精の銅アールヴキプフアー》――オリハルコンという現代にはないレアメタルの存在が決定的だった。

　数十万という命をその双そう肩けんに預かる身として、勇斗には聞かねばならない責任があった。

「ティマイオスやクリティアスの記述通りに捉とらえるなら、紀元前九五六〇年以降……かしらね」

「……はい？　それって明らかにおかしくないですか？」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しのない数字に、勇斗は思わず問い返す。

　北極星は地球の歳さい差さ運動によって、時代とともに移り変わる。

　勇斗がいたユグドラシルの北極星は、現代で言うところのこぐま座のベータ星、通つう称しようコカブだった。

　この星が北極星だったのは、だいたい紀元前一五〇〇年～西せい暦れき五〇〇年。

　つまり勇斗がユグドラシルにいた時期は、その頃ころだとほぼ特定できている。

　紀元前九五〇〇年など、おそらくこぐま座ベータ星の二つ前、琴こと座ざのベガが北極星だった時期だ。さすがにズレすぎだった。

　沙さ耶やも苦く笑しようとともに頷うなずく。

「そうね。さすがに紀元前九五〇〇年ってのは遠大すぎる。人類がまだ最も初期の文字すら持っていなかった頃よ？　だからね、一説によれば、プラトンは桁けたを一つ間ま違ちがえたのじゃないか、と言われてるわ」

「桁、ですか？　つまり、紀元前九五六年？」

　それならば、ユグドラシルが海に沈むのは数百年先ということになり、とりあえず自分の知り合いたちに危機が及およぶ話ではなくなる。

　安あん堵どしかけた勇斗であったが、沙耶はパタパタと手を振ふる。

「ああ、違ちがう違う。『ティマイオス』や『クリティアス』は、紀元前五六〇年頃に行われたという対談を記述したものなの。そこにはアトランティスと地中海諸国との間で大きな戦争が起きてから、まる九〇〇〇年の歳さい月げつが経たっている、とあるの。九〇〇〇年が実は九〇〇年だったとすると……」

　つまり、紀元前五六〇年の九〇〇年前ということで――

「……紀元前一四六〇年……っ！」

　ピタリと時期が一致する。

　沙耶も頷く。

「そう。ちょうど君がいたと思おぼしき年代ね。その頃には少なくとも、アトランティスはあった、ということね」

「沈むのは!?　肝かん心じんの沈む時期に関してはなんと!?」

　がたっとソファから身を乗り出し、勇斗は声を荒あららげる。

　勇斗は具体的に自分がいた年代を特定できていないが、前述のように、コカブが北極星だった時期は紀元前一五〇〇年からだ。そして、あの世界ではすでにその情報が定着してもいた。それなりの時間の経過があったとみるべきだろう。

　つまり、紀元前一四六〇年は、もうすぐそこかもしれないのだ。あるいは、もう過ぎているかもしれない。

　胸が焦しよう燥そう感に駆かられ、いてもたってもいられなかった。

「ん～、それなんだけどねぇ。アトランティスについての詳しよう細さいが書かれる予定だったクリティアスは未完なのよ。いつ沈むのか、までは残念ながら記されていないわ。ただ、ティマイオスに書かれたあらすじのようなものには、地中海諸国との争いの後、異常な地じ震しんと洪こう水ずいが何度も起こり、海に没ぼつして姿を消した、とあるわね」

「異常な地震と洪水……」

　思わず勇斗は反はん芻すうし、ほっと胸を撫なで下おろした。

　少なくとも、勇斗がユグドラシルに来てからの三年、そんな大きな地震はなかった。

　洪水に関しても、勇斗が計略で行ったもの以外は特に記き憶おくにない。

　決して予断を許す状じよう況きようとは言えないが、今日明日の話ではないというだけで心がやわらいだ。

「ほっとしているところ悪いんだけど、おそらくそんなには時間はないわよ？　北ほく欧おう神話になぞらえるなら、君はすでにフィンブルヴェト……三度の厳しい冬を乗のり越こえ、豊ほう穣じようの神フレイを倒たおし、戦神トールと三み度たび争あらそった」

　沙耶は一つ一つ指折り数えていく。

　そして、あわれみのこもった瞳ひとみで勇斗を見つめ、言った。

「すでに終末の刻ラグナレクは始まっている……」







PROLOGUE II







「まったく面めん倒どうな時に動きやがって」

　赤あか髪がみの青年は、山城を背に布ふ陣じんする《炎ほのお》軍を見み据すえ、苛いら立だたしげに吐はき捨すてた。

　その両手の甲こうには、淡あわく光る紋もん様ようがそれぞれ浮うかぶ。

　紋様はルーンと呼ばれるもので、持つ者は神の戦士エインヘリアルとなり、大きな力を与あたえられる。

　本来、ルーンは万人に一人にしか授さずけられず、これを二つも持つエインヘリアルは、ユグドラシル広しといえど三人といないと言われていた。

　一人はこのユグドラシルをあまねく統すべる神帝テイウダンスであり、そして、もう一人が彼かれ、ヴァナヘイム北部一帯を治める大国《雷いかずち》の宗主パトリアークステインソールである。

　他を隔かく絶ぜつした武勇で、天下無む双そうの名をほしいままにしている男であった。

「おかげであいつと戦いそこねたじゃねえか」

　あいつ――宿敵周す防おう勇ゆう斗とが内外に《豹ひよう》征せい伐ばつを宣言したのは、一月半前のことである。

　今度こそ一いつ矢し報むくいてくれると英気を養っていた矢先、南方の大国《炎》の兵が、《雷》との国境近くのワガネア砦とりでに集結中との報が飛び込んできたのだ。

　間者の報告では、砦には少なく見積もっても二万という途と方ほうも無い大軍が集まっているとのことで、さすがにその危機を捨て置いて《鋼はがね》との戦いを始めるのは愚ぐの骨頂である。

　迎げい撃げきするため、ステインソールは八〇〇〇の兵を率い、南の国境付近にまで出張らざるを得なかったのだ。

「親おや父じ、気持ちはわかりますが、今は目の前の敵に集中してください。決して油断していい相手じゃありません」

　若頭補佐ほさのシャールヴィが諫かん言げんしてくる。

　決して小さくはないステインソールより、さらに頭一つ大きな巨きよ漢かんだが、その体格に似合わず細かいことによく気が付き、「こまけえことはどうでもいい」と何事につけても大おお雑ざつ把ぱなステインソールを縁えんの下したで支える副将である。

「へいへい、わーってるって」

　なんともぞんざいな返しであったが、ステインソールも《炎》が侮あなどれない相手であることは百も承知であった。

《炎》は元々からして長年十大列強の一つに数えられる大国であり、数すうヶか月げつ前には同じく十大列強であった《風》を攻せめ落おとし呑のみ込んでいる。

　単純な国力だけで言えば、おそらく《雷》の倍以上はあろう。それは二万という見たこともないような大軍からもうかがい知れる。

　だが、その威い容ようを目まの当あたりにしてさえ、ステインソールの口元に浮かぶ余よ裕ゆうの笑えみが消えることはない。

　むしろ、その口元は楽しげですらあった。

　興きよう味み津しん々しんなその眼めが映すのは、《炎》の兵士たちが天に向かって衝つき立てる異様なまでの長大さを誇ほこる槍やりである。

　いやがおうにも、《狼おおかみ》の基本戦術『長槍重装歩兵密集陣フアランクス』をほうふつとさせた。

　一見、無用の長物としか思えないあの長槍の集団戦における凄すさまじい有用性を、ステインソールは肌はだで知っている。

　あの男と同じ発想ができる敵。

　期待せずにはいられない。

「そんじゃまあ、お手並み拝見といくとしようか！　者共、俺おれについてこい！」

　檄げきを飛ばすや、ステインソールが馬腹を蹴けって愛馬を駆けさせ、敵てき陣じんへと勢いよく突っ込んでいく。

　ここに、《雷》と《炎》の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされたのである。







ACT 1







　勇ゆう斗とが《豹》征伐を終え族都ギムレーに凱がい旋せんしたのは、日差しも強まり、本格的に夏を迎むかえようかという頃だった。

「「「ジークレギンアーク！　ジークレギンアーク！」」」

　市民たちの熱ねつ狂きよう的てきな声がギムレーの街にこだましている。

　声がするたび、空気が震ふるえるのがわかる。

　街の人全員が叫さけんでいるのではないかとすら思える大音量であった。

「あっ、帰ってきたみたい。しかし、ほんと勇くんってこの世界の人たちに慕したわれているんだね～」

　ギムレーの宮きゆう殿でんの入り口で、美み月つきは今か今かと勇斗の帰りを待ち構えていた。

　ユグドラシルでは極きわめて稀まれな、黒くろ髪かみ黒目の少女である。

　それもそのはずで、彼かの女じよは生まれも育ちも生きつ粋すいの日本人だ。

　一見、柔にゆう和わそうでのほほんとしているように見えるが、愛する少年と一いつ緒しよに生きるため、時空を隔へだてたこのユグドラシルくんだりまで付いてきたという、なかなかにとんでもない気骨の持ち主でもある。

「それはもう！　粘土板の家学校でも、ご主人様の盃さかずきを頂くのが夢だとみんな言ってます！」

　鼻息荒く熱弁を振るうのは、エフィーリアである。

　年は一二歳、肩かた口ぐちあたりで髪を切きり揃そろえた可か愛わいらしい少女である。

　元は奴ど隷れいとして売られていたが、勇斗に買われ、今は美月付きの侍じ女じよを任されている。

「へえ、そうなんだ。ところで新しい粘土板の家はもう慣れた？」

　勇斗の好意と今後の学校制度のテストケースとして、エフィーリアはイアールンヴィズの粘土板の家に通っていたのだが、ギムレーに遷せん都とする際、彼女も転校したのだ。

　勇斗自身はイアールンヴィズに母親とともに残ってもいいとは言ったのだが、ぜひ付いて行きたいと控ひかえめな彼女には珍めずらしく熱弁を振るっていた。

《爪つめ》の双ふた子ごとは年も近いせいか特に仲がよく、一緒に遊んでいる姿をよく見かけるので、彼女たちと離はなれたくなかったのかもしれない。

「はい！　みなさんとてもよくしてくださいます！」

　満面の笑えみでエフィーリアが頷く。

　以前の粘土板の家では、通い始めの頃、軽いいじめにあっていたという話を勇斗から聞いていたが、このまったく陰かげりのない顔を見る限り、その心配はなさそうである。

「そっか、良かったね」

　美月もこの素す直なおで健けな気げな娘むすめがすっかり気に入り、可愛くて仕方がなかったので、ほっと一安心だった。

「あっ、いらっしゃったみたいですよ！」

「えっ？」

　言われて、美月が城門のほうに目を向けると、二頭の黒くろ鹿か毛げの馬に引かれて、ところどころ金で装そう飾しよくを施ほどこされた、ひときわ豪ごう奢しやなチャリオットが現れる。

　荷台に乗っていた黒髪の少年が降り立つや、出で迎むかえのためその場にいた数十からのひとが、一いつ斉せいにその場に片かた膝ひざをつく。

　立っているのが美月だけになり、自然と目が合う。

　少年――周す防おう勇斗が軽く手を上げる。

「ただいま、美月。二ヶか月げつ近く留守にして悪かったな」

「ううん、わかってるから。お疲つかれ様さま、おかえり、勇くん」

「ああ、ありがと」

　美月がねぎらいの言葉をかけると、勇斗は嬉うれしそうに微び笑しようを浮かべる。
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　一見、朗ほがらかで柔和そうな印象だが、その中にもどっしりとした確かな威い厳げんと風格が漂ただよっている。

　決して別人になったわけではない。

　昔の面おも影かげもしっかり残ってはいるのだが、

（一人だけ成長しすぎだっての）

　勇斗ばっかり格好良くなって、こっちばかりドキドキさせられてずるいとも思う。

「ああ、そうだ。約束、覚えてるか？」

「え？」

「帰ったら式を挙げようって」

「……うん、覚えてる」

　顔を真っ赤にして、美月はコクンと小さく頷く。

　勇斗はスッと真顔になり、美月の手を取って、その場に片膝をつく。

「改めて。志し百も家や美月さん、俺と結けつ婚こんして頂けますか？」

　言って、悪戯いたずらっぽくウインクする。

　そういえば昔、こういうプロポーズにすっごい憧あこがれるって話したことがあった。それをしっかり覚えていたのだろう。

　本当に、勇斗はずるいと思う。

　こんなの、あまりに嬉しすぎる。

　嬉しさと、愛いとおしさと、吐き気がこみ上げてくる。

「ごめっ！」

　とても我が慢まんしきれず、美月は勇斗の手を振り払はらい、口元を押おさえて猛もう然ぜんとダッシュする。

　勇斗を始めその場に取り残された人々は、ポカンとその後姿を見送る。

　その日、大宗主レギンアークのプロポーズが断られたことで、宮殿の話題がもちきりだったことは言うまでもない。







「あうあう、ごめんねぇ。勇くんに恥はじかかせてごめんねぇ」

　寝しん台だいで横になりながら、美月は目に大おお粒つぶの涙なみだを浮かべて謝罪を繰くり返かえしていた。

　勇斗の足かせにはならないように。

　そう心に誓ちかっていたはずなのに、よりにもよってあんな大恥をかかせるとは。

　自分で自分が許せなかった。

「ああ、いいっていいって。病気なんだから仕方ないだろ」

　一方、勇斗は軽い調子で言って、ひらひらと手を振る。

　まったく気にしている様子はない。

　なんて心が広い旦だん那な様さまだろう、と改めて惚ほれ直す美月である。

「まあ、そんなことより、ああ、そんなことってのは病気のことじゃなくて、恥かかしたとかそういうことな。俺としては、プロポーズの返事のほうが気になるんだけどな？」

「もちろんオーケーだよぉ！　こんなあたしでよければぜひもらってくださいぃ」

「うん、じゃあ、早く病気治さないとな」

　優やさしく笑って、勇斗は頭を撫でてくれる。

　心に安心感が広がり、気持ちがぽわっと温かくなってくる。

　なのに――

「うぷっ！」

　再びこみ上げてきた吐き気に、美月は思わず口元を押さえる。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　勇斗が土器の容器を差し出してくる。

　気持ちはありがたいが、さすがに好きなひとの前で嘔おう吐とする姿を見せるのは、乙女おとめの意地が許さない。

　幸い吐くまでには今回はいかず、いったんムカムカは収まる。

「何か食べ物に当たったのかもしれないな」

　勇斗が痛ましそうに眉まゆをひそめる。

　ユグドラシルに来たばかりの頃、さんざんそれに苦しめられた彼としては、他人ひと事ごととはとても思えないのだろう。

「うーん、そうなのかな？　でも、お腹なかは全然痛くないよ？」

「ふむ」

　勇斗は思案するように少し首を傾かしげた後、そっと美月の額に手を当てる。

　彼の手はひんやりとしていて、気持ちがよかった。

「ちょっとだけ熱があるな。まあ、軽い風か邪ぜだろ」

「あ～、そうかも。ちょうど季節の変わり目だし」

「うん、とりあえずじゃあ、滋じ養ようのあるもの食って、よく寝ねることだな。風邪にはそれが一番だ」

「そだね」

　美月にも異存はなく、言葉に甘あまえて静養することにした。

　体調不良といっても大したことはなく、勇斗も美月もそれですぐ治るものとばかり思っていたが、二人の意に反して、三日経っても美月の体調は一向に改善の兆きざしを見せなかった。

　微び熱ねつが続き、吐き気をもよおす頻ひん度どにいたってはむしろどんどん上がってすらいる。

　食欲もなく、ほとんど喉を通らない。

　さすがに事ここにいたって、ただごとではないと勇斗も焦あせり、フェリシアを慌あわてて呼びつけた。

　病は悪あく霊りようが取とり憑ついて起こる、と本気で皆みなに信じられている世界である。祈き祷とう師しが、まさに医者の役割を果たしていた。

　神官であり、呪歌ガルドルや秘法セイズを操あやつるフェリシアは、薬草の知識も豊富で、この世界では極めて優ゆう秀しゆうな祈祷師だ。昔はよく病人の往おう診しんに出向いていた。勇斗も幾いく度どとなく世話になっている。

　もっともその非科学的なところがどうにも現代人としては心配で、なるべく頼たよらないようにしていたのだが、そうも言っていられない状況だった。

　フェリシアは美月の熱を計り、喉の奥おくを確かく認にんし、それからいくつか問もん診しんをして、

「お兄様、おめでとうございます！　妹として、《鋼》の一員として、心よりお祝い申し上げます」

　と、なんともにこやかな笑顔で言ったものである。

　その言葉の意味するところは一つである。

　思わず美月は腹部を手で押さえる。

「？　どういうことだ？　病気ではないってことか？」

　一方、勇斗はと言うと、全然ピンとこなかったらしい。

　中学二年という最も多感な時期にユグドラシルに送られた彼である。あまり性に関する知識には触ふれていないせいもあるのだろう。

　フェリシアは笑って、ブンブンと首を振る。

「ふふっ、ご安心ください。いえ、お喜びくださいませ。まだ断言はできませんが、おそらくお姉様はご懐かい妊にんされておられるかと」







「うん、やっぱり妊にん娠しんしてるみたいだね」

　寝しん室しつに戻もどるなり、美月は陽性反応を示す妊娠検査薬を掲かかげて見せる。

　母親の美み代よからいずれ必要になるだろうから、とこっそり渡わたされたものだ。まさかこんなに早く使うことになるとは思わなかったが。

　ユグドラシルの医い療りよう水準は決して高くない。

　病は悪霊が取り憑くことで起きる、なんて考えが普ふ通つうにまかり通っている世界である。

　先ほどの懐妊の言葉も、フェリシアの経験則からの憶おく測そくに過ぎないが、

「ちなみに陽性反応が出た時に妊娠している確率九九％、だって」

　さすがに現代日本の検査薬までそうだというのなら、もうほぼ間違いないと見ていいだろう。

「……そっか」

　寝台に腰こし掛かけ、どこか心ここにあらずといった体で、勇斗が答える。

　その様子に、美月は不安がこみ上げてくる。

「その、もしかして、子供欲ほしくなかった？」

「そ、そんなわけないだろ。いつかは欲しいって思ってた。……ただその、それはもっと遠い先の話だって思ってて、まったく何の心構えも覚かく悟ごもできていなかったっていうか」

　今や大国の大宗主として、泰たい然ぜん自じ若じやくとしてきた勇斗には珍しく、なんともしどろもどろな答えである。

　彼にとって、よほどこの事態は予想外のことだったらしい。

「来月やっと一七歳になるガキな俺が、はたして親になんかなっていいのかって、ちゃんとした父親やれんのかってすっげえ不安になってさ」

「ぷっ」

　そのあまりに深刻な顔つきに、美月は思わず吹ふき出す。

「なんだよ、笑うことないだろ!?」

「だって、勇くんすでに何十人も子供いるじゃん？　立派な親分さんじゃん？」

「それとこれとは話が別だろ！　ほら、子供は社会からの授かりものとか言うじゃないか。やっぱり親になるからには、子供をちゃんとした人間に育てる義務と責任があるっていうかさ」

「あはは」

　美月の口から思わず笑みがこぼれる。

　少なくとも、勇斗はこの子を産むことに反対はしていない。

　むしろ育てる気満々だ。

　そのことが、とにかく嬉しかった。

「だから笑うなよ」

　ますます仏ぶつ頂ちよう面づらになる勇斗。

　最近、とみに大人びた彼だが、こういう表情はまだ子供っぽい。

　自分だけに見せてくれるんだと思うと、愛おしさがこみ上げてくる。

　そんな彼の頬ほおを、美月は両手で優しく包つつみ込み、じっとその目を見つめて言う。

「勇くん、小難しく考えすぎ！　こんなこと、もっとシンプルでいいんだよ。生まれた子を愛せるかどうか。重要なことはそれだけ」

「……そんなもんかな？」

　なんとも自信なさげに勇斗が問い返してくる。

　つい最近まで、勇斗は実の父である哲てつ仁ひとと険悪な関係が続いていた。その辺りの過去も、彼を不安にさせているのかもしれない。

　だから、美月は力強く頷く。

「うん、そんなもんだよ。本当はあと経済力とかもあるかもだけど、勇くんそこは文句なしだからね。だから問題は一つだけ。どう？　愛せる？」

「当たり前だろ！」

　わずかの迷いもない即そく答とうだった。

　その一言で、美月にはもう十分である。

　我わが子こには惜おしみなく愛情を注ぎたいし、勇斗にもこの子を愛して欲しかった。それが叶かなうとわかっただけで、不安はまったくなくなる。

「ありがと。愛してるよ。勇くん♥」

「ああ、俺もだよ」

「……ここで愛してるまで続けられないあたりが、勇くんだよねぇ」

　美月は不満を表明するように、唇くちびるをとがらせる。

「うっせ。恥はずかしいんだよ」

「ぶーぶー。ちゃんと言えよー。あたしは言ったじゃないかぁ」

「あーもう、うるせえ。これで我慢しろ！」

　がしっと後頭部を掴つかまれ、引き寄せられる。

　ついばむ程度に唇を触れ合あわせて、勇斗はふいっとそっぽを向く。

　その顔が真っ赤だ。

「……うん、我慢する」

　美月も真っ赤な顔でうつむいてしまう。

　キスで黙だまらされてしまった。

　やっぱり勇斗はずるいと思った。
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「おい、なに出歩いてんだよ!?」

　翌日、美月が大狼ガルムの仔ヒルドールヴの散歩をしていると、中庭を通りかかったところで上から叱しつ責せきめいた声が降ってきた。

　この街で、美月にそんな乱暴な口ぶりが許されているのは、ただ一人である。

　見上げると、予想通り、テラスの縁ふちから身体からだを乗り出し、勇斗が心配そうにこちらを見ていた。

「もうお前一人の身体じゃないんだぞ。そんな動き回ったら……」

「あはは、心しん配ぱい性しようすぎるよー。病気じゃないんだから。お母さんから聞いたんだけど、散歩はむしろ推すい奨しようされてるんだって」

「そ、そうなのか!?」

「うん、そうなんだよ。それに外にいるほうが空気が爽さわやかでさ、吐き気をあまりもよおさないの」

「な、ならいいけど、あんまり無理はするなよ？」

　すっかり心配性な勇斗である。

　これは間違いなく子こ煩ぼん悩のうな父親になりそうだ、と美月は笑みをこぼしてから、

「あっ、そんなことより勇くん、仕事は一段落したの？　だったら休きゆう憩けいがてらこっちに来て一緒にご飯食べない？」

　勇斗が多た忙ぼうで責任のある立場であるということは、美月も重々承知している。

　だから頑がん張ばってる勇斗の邪じや魔まをしないよう、どれだけ会いたくても日中は執しつ務む室しつに押しかけたりしないようにしているのだが、テラスにいるということは、ちょうど食事休憩中だと見込んだのだ。

「ん、いいな。よし、そっちに運ばせるわ」

「やった。じゃあ、待ってるねー」

　奥に引っ込む勇斗を、美月はひらひらと手を振って見送る。

「さて、勇くんが来るまで、一緒に遊んでいようか」

　言って、美月が取り出したのは、縄なわで作った美月お手製の犬のおもちゃである。

　バタバタバタッと、ヒルドールヴの尻尾しつぽが激しく揺ゆれる。

　最近、彼はこれを使った遊びが大好きなのだ。

　美月は振りかぶり、

「とっといでー」

　思いっきりおもちゃを放ほうり投なげる。

　ダッと物もの凄すごい勢いでヒルドールヴが飛んでいったおもちゃを追いかけていく。

　凄まじく速い。

　あっという間におもちゃを拾って持って帰ってくる。

　そして美月の足あし下もとにおもちゃを置いて、ちんとお座すわりする。

「よしよし、よくできました」

　ご褒ほう美びに炊すい事じ場ばから事前に頂いてきた鶏とり肉にくを与え、食べ終わるのを確認してから再びおもちゃを拾って放り投げる。

　今度は空中でキャッチして、舞まい戻ってくる。

「うわぁ、すごいすごい！　はい、お肉」

「ウォン！」

　嬉しそうに、ヒルドールヴは一ひと吠ほえする。

　ビフレスト一帯でその凶きよう暴ぼうさで畏い怖ふされまくっている猛もう獣じゆうだというのに、すっかり人ひと懐なつっこく飼い慣らされていた。

　この辺りは育ての親であるジークルーネの根気強い訓練の賜たま物ものであろう。

「よぉし、じゃあもう一回！」

　三度、美月は振りかぶり、おもちゃを投げ放つ。

　ヒルドールヴも今まで通りおもちゃを追いかけていき、突とつ如じよ、九〇度急カーブして、あらぬ方向へと駆けていく。

「ん？　おいおい、じゃれつくな。歩きにくいだろ」

　中庭に現れた勇斗の周りを、足に顔を擦すりつけながらぐるぐると回るヒルドールヴ。

　ついでくるんと彼の前で仰あお向むけになり、腹を差し出だす。

　服従のポーズである。

　ヒルドールヴがこの姿を見せるのは、育ての親であるジークルーネを除けば、勇斗だけだった。

　一いつ匹ぴき狼おおかみなんて言葉はあるが、実際には狼は群れで行動する生き物であり、序列意識が強い。

　周りの態度などから、勇斗こそが群れのボスであるとしっかり認にん識しきしているのだ。

　ちょっとうらやましい美月である。

「はいはい、撫でりゃいいんだろ、撫でりゃ」

　口ではそう言いつつも、勇斗は優しく笑ってしゃがみこみ、腹を撫でてあげている。

　ヒルドールヴも気持ちよさそうな恍こう惚こつの表情だ。

　二〇秒ほども撫でると、突如、ヒルドールヴが身体を起こし、お返しとばかりに勇斗にのしかかってその頬を舐なめ始める。

「うわ、おいっ、わぷっ、こらこらこら！」

　すでに大型犬並みの体たい躯くを誇るヒルドールヴである。

　支えきれず勇斗が尻しりもちをつくと、ちょうど舐めやすい高さになったのだろう、これ幸いとばかりに尻尾をバタバタ振りながら嬉しそうに彼の顔を舐め回まわしていく。

　本当に勇斗のことが大好きで仕方ないらしい。

「うあ～、ひでえ目にあった」

　ようやく解放された頃ころには、すっかり勇斗の顔はベトベトにされていた。

「ふふっ、でも『待て』とは言わないんですよね、お兄様♥」

　フェリシアがくすくすとわかってるとばかりに笑う。

　ヒルドールヴは命令には極めて忠実だ。

　勇斗が「待て」と言えば、即そく座ざにやめていたに違いない。

　言わなかったということは、彼も口ではともかく、ヒルドールヴとのスキンシップを楽しんでいたということである。

　微ほほ笑えましくて、美月もくすっと笑う。

「ご、ご主人様、これを」

　息を弾はずませたエフィーリアが、濡ぬれタオルを勇斗に差し出す。

　どうやら勇斗が押し倒された時点でその後の状況を察して、取りに走ったらしい。

「おっ、あんがと。あいからずエフィは気が利きくな」

　言って、勇斗はタオルを受け取り、顔を拭ふいていく。

「いえ、そろそろお仕えして一年になるのですから、これぐらい当然のことです」

「ん、そうか。あれからまだ一年しか経たってないのか。けっこう遠い感じがするなぁ」

　拭き終わったタオルをエフィーリアに戻しつつ、勇斗は感かん慨がい深ぶかげにつぶやく。

　美月が聞いているだけでも、《角つの》と戦い、《蹄ひづめ》と戦い、《雷》と戦い、《豹》と戦い、連合軍との戦い、現代日本に強制送そう還かんされて、やっとの思いで戻ってきたと思ったら、すぐさま攻め込んできた《雷》《豹》との二連戦、そして先日までは《豹》征伐だ。

　戦いずくめの一年であり、渦か中ちゆうの勇斗にとっては、これまでで一番、濃のう密みつで長く感じた一年だったのだろう。

「ふふっ、本当にいろいろありましたものねぇ」

　フェリシアもしみじみと言って、ジッと意味深な瞳を美月へと向ける。

　いや、より正確にはその腹部へと。

「そしてこの度たびは、美月お姉様ご懐妊！」

「「うっ」」

　勇斗と美月、二人揃って顔を引ひき攣つらせる。

　ユグドラシルでは一〇代での出産など珍しくもなく、むしろ普通のことなのだが、現代日本の常識に照らし合わせると、早すぎるというのが一いつ般ぱん的てき認にん識しきであろう。

　生まれ育った価値観や常識はそう簡単に拭ぬぐい去されるものではない。どうにも反射的に気き恥はずかしさが先に来てしまうのだ。

「ああもうほんとおめでたいですわ！　これで《鋼》の未来も安あん泰たいですわね」

「気が早すぎだろう。っつーか、そもそもユグドラシルは世せ襲しゆうじゃないし」

「お兄様とお姉様のお子ですもの。無能なはずがございませんわ！」

　妙みように自信たっぷりに断言されてしまう。

　なんというか、実の親より、叔母おばのほうが親おや馬ば鹿かだなぁ、と美月は苦く笑しようする。

「ああ、もう。ンなことより飯にするぞ、飯」

　勇斗が話をそらすようにふいっと顎あごをしゃくると、その先のテーブルにはすでに、召めし使つかいたちが所ところ狭せましと料理を並べているところだった。

　料理をするのも好きだが、同様に食べるのも大好きな美月である。

　嬉しそうに駆かけ寄より、

「わぁ、美味しそ……うぷっ！」

　漂ってきた焼きたてパンの香かおりに、しかし美月は思わず口元を押さえ、慌てて背を向け距きよ離りを取る。

　匂においがしなくなると、吐き気も収まる。

「おい、大丈夫か？」

　心配そうに勇斗が駆け寄ってくる。

「あー、うん。なんかパンの匂いがどうもダメみたい」

「は？　お前、焼きたてパン気に入ってたじゃないか」

「そのはずなんだけど、うぷっ、なんか今はダメっぽい」

　ブンブンと、美月は大げさに首を左右に振ふる。

　匂いが気に障さわるとか、もうそんなレベルではない。

　嗅かいだだけで、身体が生理的に受けつけなかった。うっと吐き気がこみ上げてくるのだ。

　大好きなはずの食べ物だったというのに、だ。

「あー、妊娠中ってけっこう味覚の好みとか変わるって書いてあったっけ」

　視線を少し上に向け、思い出すように勇斗は言う。

　どうやら忙いそがしい中早さつ速そく、昨夜のうちに調べてくれたらしい。大事にされている感じがして、やはり嬉しい。

「君たち、悪いがパンを全部下げてくれ。皆で分けて食べるといい」

「えええっ!?　ちょっ、悪いよぉ」

　召使いたちに指示を出す勇斗に、美月は仰ぎよう天てんして声をあげるも、

「俺はパンよりお前と一緒に飯を食べたいからな」

　さらりと勇斗は殺し文句を口にする。

　そこまで直球で言われると、美月としては黙って頷うなずくしかない。

「こっちのスープはどうだ？」

　言って、勇斗が勧すすめてきたのは、肉と野菜の煮に込こみである。

　そして漂ってくるのは香こうばしい――

「うっ、ごめん、にんにくの臭においがなんかすごい気持ち悪い！」

　無理無理無理と、手をバタバタと振る美月。

「にんにくがダメ、か。それはちょっときついな」

　勇斗も難しげに眉み間けんにしわを寄せる。

　美月ももう三ヶ月、ユグドラシルで生活しているのでその意味するところはすぐに察することができた。

《狼》や《角》の人間にとってにんにくは、日本人にとっての味み噌そや醤しよう油ゆのようなもので味付けの基本である。だいたいの料理に使用されている。

　にんにくが受け付けないとなると、かなりの料理が食べられないということである。

「うーん、なんか酸すっぱいものない？　それなら食べられそう」

「ああ、なんかそれもネットに書いてあったな。しかし酸っぱいものかぁ。こっちにあんまりないんだよなぁ。梅干しなんかもちろんあるわけないし、柑かん橘きつ系けいの果物もないし」

「あうう……」

　たかが妊娠。されど妊娠。

　人類発はつ祥しよう以来、多くの女性が経験し乗のり越こえてきたことなれど、新たな生命を誕生させるという神秘は決してたやすいものではない。

　嬉しく楽しいことばかりではない。

　それを早速痛感する美月であった。







「今日は日差しが強いね。すっかり夏って感じ。あっ、エフィちゃん、太陽のことをこっちの言葉ではなんて言うの？」

　勇斗たちが仕事に戻ったので、美月は粘土板の家学校から帰ってきたエフィーリアとともにヒルドールヴの散歩にいそしんでいた。

　そのついでに、目についたものの名前を尋たずねるのが美月の日課である。

「太陽ソールです」

「ふむふむ、ソール……と」

　すかさず、手持ちのメモ用紙に音と意味を書き記していく。

《交こう渉しよう》の呪歌ガルドルのおかげで言葉に不自由はしていないが、日に何度もこれを唱えるのはさすがにけっこうしんどいものがある。

　考えていることが意図せず駄だ々だ漏もれになってる時があるのもなかなか困りものだ。

　というわけで、早くユグドラシルの言葉を覚えられるよう、折を見てはこうして自主的に勉強している美月である。

「ちなみにじゃあ月は？」

「月マーニですね」

「マーニ、ね。美しいが確かファグラだから、あたしの名前をこっちの言葉で言うと、ファグラマーニかー。ちょっと変な感じー」

「いえ、とても綺き麗れいなお名前だと思います」

「ふふっ、ありがとー」

　なんて感じに談だん笑しようしながら中庭を通りかかると、知り合いを見かける。

　赤毛の、吊つり目がちのちょっと気の強そうな女の子である。腰こしには中に何かが詰つまっているらしい革かわ袋ぶくろを下げている。

「やっほー、イングリット」

「ああ、おかみさん、ちわっす」

　声をかけると、こちらに気づいたイングリットが片手をあげて軽く応じる。

　イングリットとは何度か話す機会があり、互たがいに勇斗の昔話などを暴ばく露ろし合うことですっかり意気投合し、今ではこうして気さくな挨あい拶さつを交かわせる間あいだ柄がらになっていた。

「こんなところで何してるの？　休憩？」

「はい。ちょっとユウトからある図面を見せられましてね。それを複写してたんですが、スマートフォンだっけ？　あれは小さすぎて目が疲れるんですよねぇ」

　眉間をグリグリと揉もみつつ、イングリットが嘆たん息そくする。

　一見、どこにでもいる可愛い町まち娘むすめといった体のイングリットだが、《剣戟を生む者イーヴアルデイ》のエインヘリアルであり、物づくりにかけては非ひ凡ぼん極きわまりない才能の持ち主である。

　勇斗のアイディアを実際に武器や道具として形にしているのは彼女であり、勇斗の『軍神』『稀き代たいの名君』という評判は、彼かの女じよの尽じん力りよくなしには語れない。

　勇斗にとっては、まさしくなくてはならない片かた腕うで的存在であった。

「あはは、慣れの問題だと思うけどね」

　図面のことが正直、気にはなったが、美月はスルーする。

　イングリットが取り扱あつかっているものが、《鋼はがね》にとって最重要機密事じ項こうであることは、勇斗からも聞かされている。

　自分ごときが訊きいても、イングリットを困らせるだけだとわかっていた。

「そういや妊娠したんですって？　おめでとうございます」

「ありがとう」

　イングリットの祝辞に、美月も軽く頭を下げる。

「今度、護まもり刀打って贈おくりますよ」

「ほんと？　嬉しい！　あたしもイングリットの時には、何か贈らせてもらうね！」

「え、えええっ!?　あ、あたしはまだそんな……」

「なに？　まだ勇くんとギクシャクしてるの？」

「…………はい」

　真っ赤な顔で、コクンとイングリットは頷く。

　勇斗とイングリットは、この三年、男友とも達だちのような関係を続けてきた。

　イングリット自身はかなり前から勇斗のことを異性として好きだったのだが、勇斗は鈍どん感かんにもそれに気づいていなかった。

　イングリットもまた、勇斗に想おもい人がいることを知っており、今の関係を壊こわすことを恐おそれ、想いを内に秘ひめ表に現すことはしてこなかった――

　――が、三ヶ月ほど前、ひょんなことから勇斗にそれがバレてしまったのだ。

　以来、

「今日だって久しぶりに会えたのにさぁ。恥ずかしくて、あいつの目が見られないんですよ～。ガチガチに緊きん張ちようしちゃって、態度もおかしくなっちゃって。こんなんじゃだめだってわかってはいるんですけど、う～～」

　ずっとこんな調子らしい。

　すっかりテンパッてしまい、ろくに話すこともできないんだとか。

　繰り返すが、イングリットは勇斗の時代を先取りした革新的アイディアを形にする上で、絶対に欠かせぬ存在である。

　そんな二人がこんな状態というのは、もはや《鋼》の氏族全体の繁はん栄えいにかかわる一大事とさえ言えた。

　美月も《鋼》の女将おかみとして、この問題を放置してはおけなかった。

「う～ん、機密を扱うから仕方ないんだけど、なまじ二人っきりだから緊張するんじゃないかな？　今度、あたしも間に入って、三人でお茶とかしない？」

　とりあえず自分が一ひと肌はだ脱ぬぐしかないかな、と思いついた案を提案してみる。

　二人っきりだと間が持たなくても、三人なら助け船を出せる。

　結局のところ、これもスマートフォンの画面と一いつ緒しよで、慣れの問題だと美月は思うのだ。

「っ！　お願い！」

　一も二もなく、イングリットが飛びついてくる。

　その必死さに若じやつ干かん表情を引き攣らせつつ、

「わかった。じゃあなるべく近いうちに、機会を設けるね」

「ありがとぉぉぉぉ」

　涙目でうるうるしながら、美月の手を両手で握にぎるイングリット。

　美月の想像以上に、切せつ羽ぱ詰つまっていたらしい。

　なんとかしなければ、と改めて美月は義ぎ憤ふんに燃える。

「それにしても、まったく勇くんってばわかってないよね。イングリットを男友達扱あつかいとかさー」

「そうそう、だいたいあいつがさ～」

　それからしばらく、二人は勇斗を肴さかなに大いに盛り上がった。







「あっ、リネーアさんだ」

　イングリットと別れた帰り道、美月は淡あわい赤毛のなんとも可か愛わいらしい少女の姿を目に留める。

　見た目通りの若さながら、《角》の宗主パトリアークにして、《鋼》の若頭かしらの地位にある才さい媛えんだ。

　美月とはこれまで接点がなく、あまり話したことはないのだが、勇斗からは実務の処理能力がずば抜ぬけて高く、頼りにしていると聞いている。

　先日も、《豹ひよう》征せい伐ばつにおいて後方支し援えんを一手に担にない、敵が焦しよう土ど作戦を仕し掛かけてきたにもかかわらず、自軍の兵はもちろんのこと現地の民たみさえ飢うえさせなかったというその手しゆ腕わんは、今やギムレーの宮きゆう殿でん内部では語り草だそうだ。

　今もなにやら人夫たちに指示を出しているところだった。

　邪魔するのも悪いとは思ったが、通りすがってまったく挨拶をしないというのも失礼な話であろう。

「こんにちは」

　美月は何気ない調子で声をかける。

　リネーアはまったく美月の存在に気づいていなかったようで、

「え？　あ、ああ、母上。ご機き嫌げん麗うるわしゅう。叔母上より聞きました。父上との御み子こをご懐妊されたとのこと、子として心よりお祝い申し上げます」

　慌ててペコリと一礼し、丁てい寧ねいな祝辞を述べてくる。

　どこか硬かたく、距離を感じさせる物もの腰ごしである。

　無理もないと言えば、無理もない。

　リネーアも、勇斗に想いを寄せていた女性の一人だ。その想い人の子を妊娠した相手に、そう心穏おだやかでいられるものではないだろう。

「あれ？」

　不意に視界に入ってきた見覚えのある光景に、美月は目を瞠みはる。

　木の枠わくに囲まれた中に、人夫たちがせっせとスコップで灰色の泥のようなものを放り込んでいく。

　そして、アイロンのようなものを持った人夫が、その表面を平らに均ならしていく。

「もしかしてそれ、コンクリートですか？」

　一〇年ほど前、美月たちが住んでいた八やつ尾お町まちではけっこう大きな地じ震しんがあり、その補修作業でしばしば見かけたので覚えていた。

「ああ、母上もご存知でしたか。やはり天の国の方々というのは皆、博識なので？」

「あ～、あたしはそんなに大したことないから期待しないでくださいね。これがコンクリートってことはわかりますけど、具体的にどうやって作るのかとかまったくわかりませんから」

「けっこう簡単ですよ。火山灰と石せつ灰かいを細かく砕くだいて、水と砂じや利りを一定比率で混ぜ合わせるだけです」

「へ～、材料そんななんですね。初めて知った」

　美月が感かん嘆たんの声をあげる。

　ちなみに、この製法でできるのは、現代のコンクリートではなく、ローマン・コンクリートと呼ばれるものである。

　現代のコンクリートの倍の強度を持ち、寿じゆ命みように至っては現代コンクリートが五〇年～一〇〇年なのに対し、実に数千年というとんでもない優すぐれものだ。

　こんな代しろ物ものが、古代ローマ時代に作られていたというのだから、驚おどろきである。

「ふむ、ではノーフォーク農法や製鉄法などは？」

「だから期待しないでくださいってばぁ。あたしが知ってるのは、せいぜい日本の料理ぐらいなもんです」

「なるほど……やはり父上は天の国でも特別なのですね」

　さもありなんと一人納なつ得とくしたようにリネーアが頷くが、

「ん～、いやけっこう普通だった、かな？」

「普通!?　あれほどの方がですか!?」

　美月の言葉に、心底驚いたかのように声を荒あららげ、目を剥むく。

「うん、もちろんあたしにとっては特別なひとだったけど、特別勉強ができるってわけじゃなかったよ」

　当時を懐なつかしむように、美月はしんみりと言う。

　そう、全然普通の少年だった。

　それが今や、吹けば飛ぶような小国を押おしも押されもせぬ大国へと導いた英えい雄ゆう王である。

　すでにユグドラシルに来て四ヶか月げつ近くになるが、未いまだに美月はそのギャップに慣れない。

「信じられません……」

　リネーアが呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやく。

　どうやら彼女も、フェリシアやジークルーネと同様、勇斗の熱ねつ烈れつな信しん奉ぽう者しやのようだった。

「あくまであたしが言っているのは、この世界に来る前の勇くんですから」

「え？」

「この三年間、勇くんは本当に一いつ生しよう懸けん命めい、頑張ってました」

　勇斗は電子書しよ籍せきを買う際、美月のアカウントを使っているので、何を購こう入にゆうしたかは自然と目につく。

　小難しい本がいくつもいくつも並んでいた。

　あれを全部理解できるまで読み込んだのかと思うと、頭が下がるというしかない。

「実際に会って、仕事している姿も見て、もう見み違ちがえちゃいましたよ。すっごくすっごく成長してるんですもん！　こっちは置いてきぼりを食くらった気分です」

「ははは、確かに父上の成長には、著いちじるしいものがありますね。ボクも追いつこうと必死に頑張ってはいますが、同じくすっかり置いて行かれた感があります。天の国に戻っておられた二ヶ月の間にも、何かを掴まれたのか、威い厳げんと風格が格段に増しておられましたし」

「ん～、あたし的にはそれがな～んか引っかかるんですけどね。妙に悲ひ壮そう感かんがあるというか」

「悲壮感、ですか？」

「うん……」

　難しい顔で、美月も頷く。

　今や飛ぶ鳥を落とす勢いの勇斗には、まったくそぐわぬものではある。

　いったい何を抱かかえ込んでいるのかと心配ではあったが、美月にはそれを問とい質ただすつもりもなかった。

「気に留めておいてくださいね。そして出来れば、支えてあげてください」

　美月はリネーアの目をしっかりと見み据すえて、にこっと笑う。

　完全に虚きよを衝つかれたのか、リネーアが一いつ瞬しゆん呆ぼ然うぜんとなる。

　だが次の瞬しゆん間かん、

「失礼ながら、支えるのは奥おく方がたである貴女あなたの役目では？」

　ややムッとした表情と険のある声でリネーアは言う。

「それをしたいのは山々なんですけど、それが大宗主としての悩なやみなら、あたしにはちょっと無理そうなので」

　苦笑するように美月は肩かたをすくめる。

　大宗主の勇斗は、正直、美月の手に余る。

　もちろんそれも勇斗の一面なんだと受け入れ愛してはいるが、とてもついていけないし、ついていくべきでないとも思っていた。

　そうなった時、きっと自分は勇斗にとってかけがえのないものを失ってしまう気がするのだ。

「あたしにできるのは、美味おいしいごはんを作って、いつも笑え顔がおでいることだけだから。でも大宗主スオウユウトじゃなくて、日本人の、ただの周防勇斗に戻もどれる時間も、勇くんにはきっと必要だと思うから」

　政治や軍事が綺き麗れい事ごとで済まないことぐらい、美月も知っている。

　そして、そういう血ち生なま臭ぐさいものを決して勇斗が好んでいないことも、知っている。

　ずっと張はり詰めたままでは、いつかきっとどこかで限界がくる。

　僅わずかの間でも、そういうことを忘れさせてあげたかった。

　そしてそれができるのは、自分だけだという自負もあった。

　その信念を込めて、美月はリネーアを見据える。

　睨にらみ合うことしばし、先に溜ため息いきをついたのはリネーアのほうだった。

「……仰おつしやっていることはよくわかります。ボクも宗主の責任の重さに、時々、一人の少女に戻りたくなる時がありますから」

「やっぱり、そうですよね」

「だがしかし！　大宗主としての父上も、また父上であることには変わりはありません。王とは孤こ独どくなものです。そのご心労や悩みを奥方たる貴女がわかってあげないのは、あまりに父上が可か哀わい想そうです」

「うん、もっともだと思います。ですから、支えてあげてくださいね、と」

　美月はそう言って、寂さびしそうに笑う。

　リネーアがはっとしたように息を呑のみ、おそるおそるといった体で問う。

「まさか、大宗主としての父上は譲ゆずる、と？」

「ええ、宗主でもあるリネーアさんなら、あたしなんかよりよっぽど勇くんと同じものを見ることができるし、悩みもわかってあげられるし、支えてあげることができるはずです」

　仕事のことを忘れたい時もあれば、仕事の苦労をわかってほしい時もあるだろう。

　後者は残念ながら、自分にはとても無理だと思った。

　美月はまだ、この世界のことにあまりに無知すぎるから。

「……貴女は、本当にそれでよろしいのですか？」

　ゴクリと唾つばを呑み込んだ後、リネーアは念ねん押おしするように尋ねた。

　美月は苦笑いとともに、ポリポリと頬を掻かく。

「あんまりよろしくはないんですけどねー。でも勇くん、背せ負おってるものが大きすぎるから、あたし一人じゃとても支えられそうにないんで。あー、あたしとリネーアさんでもまだちょっと難しいかな？」

「……確かに、大宗主たる父上を支えるのは、ボク一人ではあまりに力不足ですね。さしあたってはフェリシア叔母上あたりもですか？」

「ですね、あの人は絶対必要かな」

　うんうんと美月は頷く。

　勇斗のスケジュールを一番把は握あくし、どこへ行くにも常に付き従うのがフェリシアだ。

　当然、勇斗の疲ひ労ろうや体調不良にいち早く気づけるのも彼女である。

　美月としては、ぜひとも同盟を組んでおきたいところだった。

「……正直、ずっと写真とやらでしか見たことがない貴女のことを、妬ねたましく思っていました。けど、今日ほど強く嫉しつ妬とを覚えたことはありません」

　不意に、リネーアがそんなことを言い出す。

「…………」

　なんと応こたえるべきか、美月は咄とつ嗟さに言葉が出てこない。

　謝あやまるのも、同情するのも、何か違ちがう気がする。

　リネーアは美月の顔をまじまじと見つめ、ふっと晴れ晴れとした笑えみを浮うかべる。

「なるほど、父上の正妻に、貴女以上に相応ふさわしい方はいなそうです」

「っ！　ありがとうございます！」

　思わず美月はガバッと頭を下げる。

　リネーアは《鋼》の若頭かしら、すなわち勇斗の子分の筆頭であり、まとめ役である。

　その彼女に認めてもらえたことは、やはり素す直なおに嬉うれしかった。

「このリネーア、母上のお考えに心底感服つかまつりました。つきましては、ぜひともボクと盃さかずきを交わして頂けませんか？」

「……ほぇ？」







「へ～、それでリネーアと姉妹の盃を交わすことになったのか」

　陽ひも西の空に沈しずみ、美月は仕事から帰ってきた勇斗に今日あったことを話して聞かせていた。

　ほとんどは些さ細さいな、大宗主である勇斗にとってはどうでもいいようなことばかりである。

　忙しく、疲つかれているだろうに、それでも勇斗は興味深げに耳を傾かたむけ、幾いく度どとなく相あい槌づちを打ち、ちゃんと話を聞いてくれる。

　他た愛わいない会話、だがそれが美月にとってはなにより楽しくて、大切な時間だった。

　この時間だけは、勇斗は自分一人のものだから。

「うん、近いうちにちゃんとした席を設けるからそこでって」

「は～～、着々と地じ盤ばん固めてんなぁ、お前……」

　つくづく感心したように、勇斗が大きく息をつくとともに首を左右に振る。

「まあ、人を使うのが上う手まいリネーアは、人を見る目も確かだ。そんなあいつに短時間で認められたってのは大したもんだよ」

「ふふっ、自じ慢まんですかぁ？　そのリネーアさんにキラキラと憧あこがれの瞳ひとみで見られている周防勇斗さん？」

「俺おれのは単なるチートだよ」

　そんなふうに軽口を叩たたき合あっていると、

「お食事をお持ちいたしました」

　コンコンとノックの音とともに、侍じ女じよたちが夕食を運んでくる。

　その中にはエフィーリアの姿もあった。

　並べられていく料理を前に、

「うっ」

　再び吐はき気けがこみ上げてきて、料理から美月は顔を背そむける。

　夕食には、日本から持ち込んだ米を使ったおかゆを用意したのだが、それすら身体からだは受け付けてくれなかったらしい。

　いよいよもって重じゆう症しようである。

「きついのはわかるけど、少しは食べないと身体がもたないぞ？」

　勇斗が心配げに言ってくる。

　自分でもそう思うのだが、どうしても身体が拒きよ絶ぜつするのだ。

　だが、ユグドラシルでは食べ物は貴重である。贅ぜい沢たくを言ってはいられない。無理にでも口の中に押し込もうと覚かく悟ごを決めたその時だった。

　コンコン。

　再び入り口の扉とびらがノックされる。

「お兄様、お姉様、入ってもよろしいでしょうか？」

「フェリシアか。どうした？」

「お姉様に、もしよろしければこちらを、と」

　入ってきたフェリシアが、コトンと美月の前に赤い粒つぶが山と盛られた皿を置く。

　あまり見覚えのない代物だった。

「これは？」

「ざくろでございます」

「へぇ、ざくろってこんなのなんだ」

　名前ぐらいは聞いたことがあるが、目にするのは初めてである。

　田舎いなか育ちといっても、そこは現代日本人。スーパーで普ふ通つうに流通している以外の食べ物とはどうしても疎そ遠えんになりがちだった。

「実際のものは玉ねぎにちょっと似た赤い果実ですわ。これはそれを切って、中の粒を取り出したものです」

「へ～」

「子どものいる婦人に尋ねましたところ、この辺りの妊にん婦ぷはよくこれを食しているのだとか。本来はもう少し収しゆう穫かく時期は先なのですが、南部産のものをちょうど偶ぐう然ぜん、市場バザールを歩いていたら見かけまして」

　そんな偶然があるわけがないと思ったが、言わないでおく。

　問い質すまでもなく、妊婦にはざくろがいいと聞いて、わざわざ市場を探し回ってくれたのだろう。

　その気持ちが、ただただ嬉しい。

「ありがとう、ございます。あむ」

　心から礼を言って、美月はざくろの粒をスプーンですくって口の中に放ほうり込む。

「っ！　ん～～～っ！」

　美月は思わず目ま蓋ぶたを固く閉じ、バタバタと手を振って呻うめく。

　かなり酸っぱかった。

　だが今はなによりそれがいい。

　レモンのような柑橘系の酸っぱさではない。ほのかにベリー系の風味が漂ただよう。

「美味しい！　これめちゃくちゃ美味しいですよ、フェリシアさん！」

「それはようございました」

　感動とともに美月が言うと、フェリシアは上品に微笑むとともに、小さく頭を下げる。

　その所作の一つ一つが美しい。

　自分がまだまだ子どもっぽいという自覚がある美月には、実に大人っぽくとてもうらやましく見えたものだが、

「わざわざありがとな、フェリシア。助かった。やっぱりお前は頼たよりになるわ」

「ありがとうございます！　もったいないお言葉です」

　勇斗の言葉にフェリシアがにっこりと艶あでやかに、それはそれは嬉しそうに微笑む。鼻歌まで口ずさみそうな勢いである。

　先さき程ほどまでのいかにも大人な雰ふん囲い気きは、あっさりと完かん膚ぷなきまで崩ほう壊かいしていた。

　たった一言でこれだ。

（やっぱりフェリシアさん、勇くんのこと、心から好きなんだなぁ）

　その笑顔を見ただけで、嫌いやというほどわかる。

「あっ、お姉様。こちらもどうぞ。デーツでございます」

　ちょっとだけ胸が悶もん々もんとしていたところに、フェリシアがそっと別の皿を差し出だしてきた。中にはラムレーズンを大きくしたようなものが盛られている。

「確かナツメヤシの実を干したもの、でしたっけ？」

「はい。毎日六つ食べると、健康な子が生まれると古くから言い伝えられておりますのでぜひ」

「へ～、六つね」

　無造作に美月は一つ手に取り、かじりつく。

　干ほし柿がきに似た甘あまさが口の中に広がる。

「あっ、ざくろほどじゃないけど、これも食べられそう」

　少々美月には甘みがしつこい感じがするが、幸い吐き気を感じるほどではない。

「なんとか食べられるものが見つかってほっとしたよ～」

　美月は思わず安あん堵どの吐と息いきをつく。

　このまま自分は餓が死ししてしまうのでは……。

　なんて嫌な想像さえ脳のう裏りをよぎっていたのだ。

「ふふっ、お役に立てたようでなによりです。あっ、お姉様。もし宜よろしければ、お腹なかに触さわらせていただけないでしょうか？」

「あ、はい、もちろんいいですよー」

　美月もくすっと笑みをこぼしつつ頷く。

　実は勇斗も、昨夜同じ事を言っていたのを思い出したのだ。

　時代と場所が違っても、赤ちゃんができた時に訊くことはだいたい一緒のようだった。

　まだ蹴けったりは全然しないのだが、それでもやはり触りたくなるものらしい。

「ここにお兄様の……」

　なんとも愛いとおしそうに、お腹をなでられる。

　勇斗に対する彼女の想いまで伝わってくるようだった。

「決めましたわ！　わたくし、今日から産さん婆ばの勉強を致いたします！」

　突とつ如じよすくっと立ち上がり、フェリシアが瞳に決意の炎ほのおを灯ともして宣言する。

　ガシッと力強く美月の手を握りしめ、

「お姉様！　御子はぜひともわたくしに取り上げさせてくださいませ！」

「え、ええと……」

　そのあまりの先走りっぷりに、美月はついていけず返答に詰まる。

　それを早はや合が点てんしたのか、

「……ダメ、でしょうか？　ああ、初めての出産ですもの、それはわたくしなどより、経験豊富な方のほうがいいに決まってますわよね……」

　途と端たん、現実に気づいたようにカクーンと肩を落とすフェリシア。

　よっぽどやりたくて仕方がなかったらしい。

　美月は慌あわてて首を振り、

「いえ、ちょっと驚いただけで。ぜひお願いします。あたしもとりあげてもらうなら、フェリシアさんがいいです」

「ほ、本当でございますか!?」

「はい」

「ありがとうございます！　ふふふ、今から本当に楽しみです。どんなお顔をしていらっしゃるんでしょうか。男の子でしょうか、女の子でしょうか。男の子ならお兄様に似ていらっしゃるのでしょうね。ああ、早くお逢あいしたいです……」

　すっかりごきげんになったフェリシアが、うきうきと夢想を垂れ流し始める。

　これはもう疑う余地すらなく、勇斗に子ができたことを心から喜び、楽しみにしてくれているようだった。

「ふふっ、気が早すぎですよ、フェリシアさん」

　苦く笑しようしつつ、美月はほっと安堵の吐息をつく。

　フェリシアは勇斗にとって、ただの副官ではない。

　役立たずと言われてきた頃ころから彼かれを献けん身しん的てきに支え、尽つくしてきてくれたとても大切なひとだ。

　美月にとっても、ユグドラシルに来てからの一ヶ月、あれこれと世話を焼いてくれた、かけがえのない大恩人だ。

　たとえ勇斗の為ためだったとしても、想い人の恋こい人びとにここまでよくしてくれるひとはそうそういないに違いない。

　だから、美月はフェリシアが好きだった。

　できることなら、親しい友人になりたいと思ってもいる。

　その彼女が祝福してくれていることが、なにより単純に嬉しかった。

　そっと優やさしく、美月は自らのお腹に手を当てる。

「安心して生まれておいで。皆みんな、君のことを待っているよ」







「ワガネア砦とりでが、《雷いかずち》軍の猛もう攻こうにより奪うばわれました！　総大将を務めるカーツ様は討うち死じになされたとのことです」

「で、あるか」

　伝令兵の報告に、《炎》の宗主は頬ほお杖づえを突きつつ、淡たん々たんと返す。

　ユグドラシルでは極きわめて珍めずらしい黒くろ髪かみの壮そう年ねんの男である。

　その声は実に淡々として静かなものであったが、ピシッと周囲の空気が一いつ斉せいに凍こおりつく。

　その場にいたのは大国《炎》の中でも、幹部に列せられる猛も者さたちばかりであったが、その彼らが一様に顔を青ざめさせ、だらだらと脂あぶら汗あせを流しながら、生なま唾つばを飲み込み主あるじの一挙手一投足をうかがっている。

「《雷》の小こわ童つぱめ、やってくれるではないか」

　呟つぶやき、《炎》の宗主はゆらりと頬杖から身体を起こす。

《鋼》が《豹》征伐を行っている間、《雷》軍を引きつけておくという約定に従い、あくまで牽けん制せいだけのつもりだったが、まさか倍以上の兵がいるところに攻せめ込み、あげく打ち破ってくるとは、少々想定外であった。

「天下無む双そうの評判も、まんざら誇こ張ちようではなさそうじゃな」

《炎》の兵は農民あがりの弱兵ではない。職業軍人として鍛きたえに鍛え上あげた常備兵の精せい鋭えい軍団である。

　総大将を任せたカーツも、対《風》戦でも多大な戦果をあげていた《炎》家中でも五指に入るであろう名将だ。

　にもかかわらず、この有様である。

　懐かしい品の数々につい引き受けてしまったが、随ずい分ぶんと高くついてしまったものだった。

「すでに《鋼》も《豹》征伐を終え、役目は果たしたと言えるが、ヤラれっぱなしは性に合わぬなぁ」

　にぃっと《炎》の宗主が、楽しげに口くちの端はしを吊り上げていく。

　これまで《風》をはじめ三つの氏族を滅ほろぼし併へい呑どんしてきたが、どうにもこの世界は文明水準がかなり低いらしく、兵器も戦術も遅おくれていて、正直つまらなく思っていたところだ。

　ゆえに、三間半槍やりによる槍やり衾ぶすま戦術を仕込んだ《炎》軍を完膚なきにまで打ち破る猛者が現れたという話に、立場上あってはならぬことだが《炎》の宗主の心は沸わき躍おどっていた。

　ダンッ！　と板の間を蹴って立ち上がり、《炎》の宗主は叫さけぶ。

「全軍に召しよう集しゆうをかけよ！　虎とら狩がりじゃ！　わし自ら指揮を執とる！」







ACT 2







「さて、どうしたものか」

　眉み間けんにしわを寄せ、リネーアは書類とにらめっこをしていた。

　ここはギムレーの砦内に設けられたリネーアの仮設執しつ務む室しつだ。《角つの》の族都フォールクヴァングのものに比べると随分と質素極まりなく、自らの執しつ務む机づくえ一式とあとは応接用の椅い子す一組でもう手て狭ぜまな感じである。

「明らかに食しよく糧りようが足りん」

　先の《豹》征伐の折、《豹》が取った焦土作戦により、現在《鋼》には、家も蓄たくわえも仕事も失った難民が、実に数万人単位で発生していた。

　また、《雷》・《豹》連合軍をあっさりと追おい払はらい、《豹》を併呑した《鋼》の噂うわさを聞きつけ、周辺各氏族からも多くの民が仕事を求めて続々と流入し続けている。

　食糧の生産自体は、勇ゆう斗との指導と改革により、大おお幅はばに向上してはいるのだが、それでもこのままでは、秋の収穫を前に食糧が尽きる。

　人間、食わねば生きていけない。

《角》の先代宗主パトリアークであった実父からも、「民を飢えさせてはならぬ。飢えさえしなければ、民は大人しく自らのやるべきことに従事するものだ」と口くち酸すっぱく教えられてきた。

　言いい換かえれば、民を飢えさせればそれだけ治安の悪化を招くということである。

　まだ六つの氏族が一つになって間もない《鋼はがね》だ。この難しい時期に民の信しん頼らいを損そこなうのは是ぜが非ひでも避さけたい事態であった。

「家か畜ちくを減らせば済む話ではあるが、それは最終手段だな」

　本来、ユグドラシルでは冬を前に家畜を屠と殺さつして保存食にするのが一いつ般ぱん的てきであったが、《狼おおかみ》や《角》ではノーフォーク農法の導入により、飼料にも余よ裕ゆうが出来、かなりの数の家畜が夏の今も生き残っている。

　だが彼らは、土地を開かい墾こんし農地を、ひいては今後の食糧の生産量そのものを増やすための大事な労働力だ。

　ここで殺してしまっては、食糧の増産が人口の増加に追いつかず、来年も困こん窮きゆうに陥おちいることが目に見えている。

　それではジリ貧である。

「とりあえずまずは、残る六氏族の話も聞いてみてはいかがでしょう？」

　隣となりに立つ初老の男が、提案してくる。

　先代の頃より《角》に仕える重臣で、名をラスムスと言う。

　長年、若頭かしらとして《角》を引っ張ってきたが、最近一線を退き、舎しや弟てい頭がしらとして盃を改め、今はリネーアの相談役を務めている男だ。

「そうだな。我らばかり割を食うのもおかしな話だ」

　現在、支援に回している食糧は、もっぱら《狼》や《角》のものがほとんどである。

　それは勇斗の指導により収しゆう穫かく量りようが格段に増し余よ剰じようがかなりあったからだが、同じ《鋼》の一員なのだ、他の六氏族にも協力してもらうのが本来は筋というものだろう。

「まあ、ちょうどいい機会ではあるか」

　他の宗主の面々とは、先日も《鋼》の結成式で顔を合わせてはいるが、まだだれとも個別にじっくりと話したことはない。

　姉し弟ていとなったのだ。その内情を測るとともに、どのような人物か、今後若頭かしらの仕事をしていく上で、よく見知っておくべきだろう。

「くさっても宗主に上のぼり詰つめるほどの奴やつらだ。海千山千の曲くせ者もの揃ぞろいで、なんとも疲れそうではあるが、な」







「おお、若頭かしら。ご機嫌麗しゅう」

　まず最初にリネーアが足を運んだのは、《鋼》の若頭補佐ほさを務め、現在おりよくこのギムレーに滞たい在ざいしていた《狼》の新宗主ヨルゲンである。

　筋骨隆りゆう々りゆうのがっちりとした体格の持ち主で、リネーアと同じぐらいの部屋が、より一層窮きゆう屈くつそうに見える。

　眉まゆ毛げの下あたりと頬ほおに刀傷があるかなりの強こわ面もてだが、これで温おん厚こうな性格で面めん倒どう見みもよく、部下からの人望厚い男であることをリネーアは知っていた。

　元々は兄きよう妹だい氏族の若頭かしらと宗主だ。慰い安あん温泉旅行の時をはじめ、これまでにも幾度となく話した仲でもある。

　最初の相手としては、気負わずに接することもできるので最適の相手と言えた。

「ちょうど私も貴女のところに顔を出そうと思っていたところでした」

「ん？　何かボクに用があったのか？」

　リネーアは平易な口調で返す。

　二回り以上も年上の相手だが、盃ではこちらのほうが目上である。

　勇斗などは宗主になったばかりの頃、年上に横おう柄へいな口を利きくのにひどくとまどっていたが、彼かの女じよは生まれながらの『姫ひめ』である。

　実父である《角》先代宗主にも、人の上に立つ者は下の者に舐なめられてはならぬと帝てい王おう学がくを叩きこまれており、それがごく自然な振ふる舞まいとして身についていた。

　ヨルゲンも特に気にした風もなく頷うなずき、

「ええ、親おや父じ殿どのからは私が取り仕切るよう命じられたのですが、親父殿の結けつ婚こん式しきともなれば、国をあげた一大行事となりましょう。予算のことなど若頭かしらに話を通しておかぬわけにもいきませんでな。貴女には少々面おも白しろくない話だとは思ったのですが……」

　なんとも申し訳無さそうな顔でポリポリと頬を掻く。

　リネーアが勇斗に懸け想そうしていることは、ヨルゲンも知っている。そのことを言っているのだろう。

「お気き遣づかい痛み入る。だが、お気になさらず」

　リネーアはそっと手で制しつつ答える。

　まったく胸が痛まないと言えば嘘うそになるが、先日美み月つきと話せたことで、ある程度心の整理はついている。

　幸い、正妻の美月は側室の存在に寛かん容ようだ。第二夫人、第三夫人となれるよう頑がん張ばればいいのだと、すでにリネーアは心を切きり替かえている。

「それに兄弟が相談に来た理由には見当が付く。予算だろう？」

　言ってから、リネーアは頬杖を突き、はぁっと重い溜息をついた。

「はい。今の《鋼》の台所事情は、なかなか厳しいものがありますからな」

　ヨルゲンも眉間にしわを寄せ、難しい顔で頷く。

　先の《豹ひよう》の焦しよう土ど作戦は、食糧的な問題に加え、財政面でも《鋼》に暗い影かげを落としていた。

　なにからなにまで焼やき払われたのだ。

　その復興と支し援えんに、食糧以外にもどれだけの物資が必要になるか、そしてそれを取とり揃そろえるための資金がいくらかかるか、考えただけで頭が痛くなるリネーアである。

　そんな中でも、ギムレーの宮きゆう殿でんや聖塔フリズスキヤールヴの建築も同時並行で進めねばならない。

　現状、リネーアやヨルゲンの部屋を見ても分かる通り、狭せますぎて業務に支障をきたしているし、また外国からの使者などを招いた時、これらが貧相なものでは体てい裁さいに関かかわる。

《豹》の騎き兵へい隊たい二〇〇〇をはじめ、《豹》征せい伐ばつを前にかなりの兵を雇やとい入れた。その月々の賃金の支し払はらいもなかなか馬ば鹿かにできない。

　正直、現在の《鋼》の財政事情はいっぱいいっぱいで、これ以上、大規模な何かを行う余裕などどこにもないのだが、

「とは言え、父上の結婚式をあまりみすぼらしいものにするわけにもいかぬ、か」

「然しかり。親父殿はあまり大おお仰ぎようにせずこぢんまりとしたもので良いと仰っていたが、そういうわけにもいきますまい」

「うん、そのとおりだ」

　これは国家としての体面だけの問題ではない。

　どうにも勇斗は自らのことを軽く考えがちだが、現実、不在の二ヶ月間の劣れつ勢せい、そして帰き還かん後のあっという間の大逆転劇もあって、《鋼》の民衆が勇斗に向ける好意や信頼はとどまるところを知らない。

　リネーアやヨルゲンが主導しなくても大宗主レギンアークの呼び名が定着したり、凱がい旋せん時には街全体が揺ゆれるかのような大だい歓かん声せいが巻き起こったことからも、その圧あつ倒とう的てき人気ぶりは推おし量はかれよう。

　そんな偉い大だいな英雄王を射止めた美月にも、民の歓かん心しんが集まっている。

　一目見てみたいとギムレー市内ではそんな話でもちきりだとはクリスティーナの弁だ。

　これで身内だけのこぢんまりとした式など行おうものなら、民衆がまず納得すまい。

「しかし、二ヶ月後となるとちょうど収しゆう穫かく祭さいの時期か。先々月は《鋼》の結成式、今月は祝勝の祭り、こうも連続で大きな祭りが続くと、さすがになかなか厳しいな」

　リネーアはギシッと椅子の背もたれに体重を預け、虚こ空くうを見上げる。

　もちろんめでたいことが続くのは、基本的にいいことではある。

　だが、《鋼》の財さい布ふを預かる身としては、こうも続くと出費を無視できない。

　ただでさえ前述のように、《豹》の焦土作戦による予想外の支出が伸のし掛かかっている現状では特に、だ。

　ヨルゲンもうんうんと困ったように頷く。

「ですなぁ。収穫祭の準備をいくらか流用して、とも考えたのですが、使い古しなどそれはあまりに親父殿に対して僭せん越えつというもの」

「父上はあまり頓とん着ちやくしないとは思うが、だからといって、な。……ん？　いや待て！　そうか。流用などと言わず、それこそ収穫祭と一いつ緒しよにしてしまえばいいのだ！」

　名案とばかりにリネーアは立ち上がって、声を張り上げる。

「一緒に、ですか？」

　意味がわからなかったらしく、ヨルゲンが眉まゆをひそめる。

「うむ。天の配はい剤ざいというべきか、母上は妊にん娠しんしておられる。収穫祭の最後、母上を豊ほう穣じようの女め神がみに見立て、《鋼》そのものとも言うべき父上に嫁とつぐのだ。収穫祭も、結婚式も、個別にやるよりこのほうが相乗効果で最高に盛り上がると思わないか？　それでいて費用は安く済む」

「おお、なるほど！」

　得心が言ったようにヨルゲンが何度も頷く。

「ふぅむ。さすがは親父殿が若頭かしらにと見込んだ方。相談してよかった」

「たまたまだ。では、この線で話を進めてくれ」

「了りよう解かいいたしました」

　すっとリネーアが差し出した手を、ヨルゲンがガシッと握にぎる。

　最近はイアールンヴィズで留守居役ばかりと聞くが、それでもやはり歴戦の武人らしい巌いわおのような力強さが伝わってくる。

「おお、そういえば、私の相談ばかりでしたな。若頭かしらはどのような用件で？」

「兄弟と似た用件、と言えば察しがつくか？」

「食糧の問題、ですか」

　すっと目を細め、声こわ色いろを落としてヨルゲンが言う。

　この辺りはさすがである。

　食糧が不足しているなどという噂が流れようものなら、食糧の買かい占しめなども起こりかねない。そうなれば状じよう況きようはさらに悪化する。

「そうだ。確かく認にんするが、《狼》は今の調子で食しよく糧りよう支し援えんを続けられそうか？」

　事情も察しているようなので、リネーアは単刀直入に尋たずねる。

　ヨルゲンは肩かたをすくめて、

「これ以上は農耕用の家畜を屠殺するしかありませんなぁ。親父殿の命とあらばやらざるをえませぬが、正直、勘かん弁べん願いたいところではあります」

　やれやれと首を振る。

　勇斗の指導により《狼》は灌かん漑がいの技術も格段に向上し、農地にできる土地が格段に増えたと聞いている。

　牛馬には人間数人分の力がある。それらを失えば作業は著いちじるしく滞とどこおる。

　当面、抱かかえる人口を余裕で食わせられるだけの食糧生産力を持つ《狼》であるが、国が潤うるおうのが遅れるのをよしとする宗主はまずいない。

「我わが《角》も同じ状況だ。了解した。なんとか他の五氏族にも融ゆう通ずうしてもらえるよう、出来る限り調整する」

「おお、真まことですか。ぜひお願い致します」

　ヨルゲンがその厳いかつい顔をほころばせ、ギュッとリネーアの手を握ってくる。

　本人はこれでも手加減しているのだろうが、凄すごい力である。けっこう痛い。

　だが、それを表情には出さず、本題を切り出す。

「うむ、それでボドヴィッド殿どのについて、知っていることを教えていただ……」

「……ボドヴィッド？」

「痛っ！」

《爪つめ》の宗主の名を出した瞬しゆん間かん、底冷えするような声とともに握る力が増し、さすがに我が慢まんしきれずリネーアは苦く悶もんの声をあげる。

「あ、ああ。これは申し訳ない」

　慌ててヨルゲンはリネーアの手を離はなすが、その顔は依い然ぜん険しいままだった。どうやら相当、根深い怨えん恨こんがあるらしい。

　静かな怒ど気きをみなぎらせた姿は、普ふ段だんの温厚な彼とはまるで別人のようである。気の弱い者なら腰こしを抜ぬかしかねない迫はく力りよくと威い圧あつ感があった。

　間ま違ちがいなく宗主の器うつわに相応しい一段の傑けつ物ぶつたる貫かん禄ろくだった。

　ゴクリとリネーアは唾を飲み込む。

（少々、舐めていた。ジークルーネやスカーヴィズの兄弟の陰かげに隠かくれてはいるが、ヨルゲンの兄弟もけっこうな化け物だな）

　さもありなん、勇斗が古巣《狼》の自分の後あと釜がまに据すえるほどの男だ。只ただ者ものであろうはずがなかった。

　そして、これほどの人物がわずかの野心も抱いだかず付き従っていることに、勇斗の君主としての器を改めて痛感するリネーアであった。







「ふむ、食糧を上納せよ、と？　それはさすがに……。はぁ、困りましたなぁ」

　力ない溜ため息いきとともに、男はポリポリと後頭部を掻かく。

　年としの頃は四〇を少し越こえたほどか。前まえ髪がみはかなり後退し、白しら髪がも混ざる。太り気味の鈍どん重じゆうな体たい躯く、その顔には愛あい想そ笑わらいが張り付いている。

「もちろん《爪》も大変であろうと思うが、兄弟も《豹》の窮きゆう状じようは聞いていよう？　こういう時に助け合ってこそ兄弟というものではないだろうか？」

　毅き然ぜんと言いつつも、リネーアの口の中は緊きん張ちようにからからに乾かわいていた。

　いかにもうだつのあがらない、冴さえない中年といった体の男であるが、これでもまごうことなき《爪》の宗主である。

　しかも、近きん隣りんでは『毒蛇まむし』の二つ名で恐おそれられる奸かん雄ゆうであり、勇斗が宗主に就任する前、《狼》を滅めつ亡ぼう寸前まで追い詰めたほどの男だ。

　ヨルゲンも、この男に警けい戒かい心しんを露あらわにしていた。

　わずかも油断していい相手ではなかった。

「いやぁ、我が《爪》は、山間の貧しい地。貴女あなたがた《角》のように、肥ひ沃よくな土地に恵めぐまれておりませぬでなぁ」

「ゆえに我が《角》が支援の多くを担になっている。苦しいのは一緒だ」

「そう言われましても、無い袖そでは振れぬとしか。自分たちが食べていくだけで精せい一いつ杯ぱいでございまして」

「交易でかなりの利益を上げていると聞いたぞ？」

　この辺りはヨルゲンからの情報である。

《角》と国境を接していない《爪》は、リネーアにとって少し遠い国で、どうしてもその内情には疎うとくなる。

　その点、隣りん国ごくの《狼》ならば、とヨルゲンから聞き出したのだ。

　リネーアとしては相手の痛いところを突ついた会心の一いち撃げきのつもりだったが、

「う～ん、それも最近はさっぱりでして。親父殿が紙に砂じや利りなしパンにガラスと次々と名産を生み出すものですから、商人がまったく立ち寄らなくなりまして。この二年で族都もすっかり寂さびれて閑かん古こ鳥どりが鳴いてる有様ですわ」

　ボドヴィッドはその顔に悲ひ哀あいを滲にじませて首を左右に振る。

　丸ごと嘘というわけでもなさそうだが、どうも全すべてを話してはいないような気がした。

　明らかに何かを隠している。

　リネーアの政治家としての直感が、そう告げていた。

　だが、理由はもっともで矛む盾じゆんもないので突っ込みにくい。

（話に聞いた通りの古ふる狸だぬきだな）

　一見、低姿勢で気も弱そうなのに、のらりくらりとこちらの要求をいなして、決して尻尾しつぽを掴つかませない。

　まだ《鋼》も結成したばかり、内部事情にも詳くわしくないと見み越こしてもいそうだ。

　なるべくは話し合いで穏おん当とうに支援を引き出すつもりだったが、これでは埒らちが明かない。

　リネーアは伝家の宝刀を抜くことにする。

「《爪》の兄弟。ボクはな、お願いに来ているんじゃないんだ。これは《鋼》の若頭かしらとしての命令だ」

　リネーアは毅然と冷たく言い捨てる。

　全てを話し合いで解決できないことを、彼女は知っている。

　強権を振りかざすのは趣しゆ味みではないが、いざという時に発動を躊躇ためらうほど、彼女は柔にゆう弱じやくな人間ではなかった。

　だが、それすらボドヴィッドのへらへら顔を崩くずすことは敵かなわなかった。

「ふぅむ、《鋼》の政策というなら、ぜひとも親父殿のご意見もうかがいたいところですなぁ」

　ぴくっと自らのこめかみがひくつくのを、リネーアは感じ取った。

　今のボドヴィッドの言葉を意訳するなら、「お前のような小こ娘むすめでは話にならん。勇斗と直接話す」といったところか。

　なんとも舐めてくれたものである。

「ボクの命令は聞けない、と？」

「いやいや、そういうわけではございませんが、何分、自分たちの民を食わせるだけでも精一杯な現状でして。聡そう明めいなる親父殿ならば、なにか我らでは思おもい浮うかばぬお知ち恵えがあるやも、と」

（はぁ……そういうことか）

　リネーアは苦々しげに心の中で嘆たん息そくする。

　ようやくボドヴィッドの狙ねらいが見えてきた。食糧を差し出す見返りに、勇斗の知恵――なにかしら勇斗の発明品を寄よ越こせといったところか。

　勇斗の発明品は、鉄にしても、ノーフォーク農法にしても、たった一つで国力を跳はね上げさせる。

　それだけに、勇斗は技術の秘ひ匿とくにもことさら力を入れている。天の国からの帰還後、その傾けい向こうはむしろ高まってすらいるように感じる。

　今こそそれらを手に入れる絶好の機会と踏ふんだのだろう。実に抜け目めがないが、これぐらいしたたかでなければ宗主は務まらないとも思う。

（ここで父上にご出馬願えば、事は円えん滑かつに進むかもしれないが……傘さん下か宗主たちのとりまとめや内部調整は若頭かしらたるボクの仕事だ）

　そもそも、これはリネーアが売られた喧けん嘩かだ。

　お前みたいな小娘の命令はきけないぞ、と言外にたっぷり含ふくんでもきた。

　子どもの喧嘩に親を呼び出すなど、あまりに情けない。むしろ余計に、勇斗の腰こし巾ぎん着ちやくと侮あなどられかねない。

「この程度のことで、お忙いそがしい父上のお手を煩わずらわせるつもりはない」

　ことさら「この程度」を強調して、リネーアは言い切る。

　貴様の相手など大したことではないという意を込めて。

　もちろん歴戦の古狸はこれぐらいでは表情を崩さない。だが、リネーアの眼めは、組んだ手にわずかに力が入ったことを見み逃のがさない。

　格下と内心思っている小娘に見くびられて、ムッとしたのだろう。

「あいわかった。《爪》の窮状がそこまで厳しいというのなら、他をあたろう。今後も何かを頼たのむということはないから安心していただきたい」

　にっこり微ほほ笑えんで、リネーアはもう用はないとばかりに席から立ち上がる。

「お、お待ちくだされ！」

　慌ててボドヴィッドが手で制してくる。

　かかった、と内心リネーアはほくそ笑えみつつも、表面上はきょとんとした顔を作ることも忘れない。

「ん？　まだなにか？」

「我ら《爪》も《鋼》の一員。何もしないというのはさすがに……」

「いや、無理をして頂かなくても結構だ。まずは自分たちのことを頑張ってくれ」

　リネーアはすげなくボドヴィッドの言葉を切り捨てる。

　全て計算ずくの演技である。

　食糧支援の話を聞いた時、ボドヴィッドは足あし下もとを見て、利をふんだくる好機と踏んだのだろう。

　交こう渉しようにより多少の妥だ協きようはあっても、それなりには得るものを得られるという目算はあったはずだ。

　それがまったくゼロになると、さらに今後は言うことを聞く別の氏族を優ゆう遇ぐうすると通告されれば、それは焦あせりもしようというものだった。

　もちろん、支援を引き出せないと困るのはリネーアも一緒である。内心はけっこうドキドキしていたが、おくびにも出さない。

　年とし端はもいかぬ小娘と侮ったのが、ボドヴィッドの運の尽きであった。

　リネーアは実父より帝王学を叩たたきこまれている。

　まだ兵を用いての戦いくさは不慣れな彼女だが、この手の権力闘とう争そうや駆かけ引ひきは、いくつも修しゆ羅ら場ばをくぐっているのだ。

「では、ボクも忙しいのでここらでお暇いとまさせていただく」

　くるりと踵きびすを返し、部屋を出ていこうとするリネーア。

　ドアの前に差さし掛かったあたりで、背後で溜息がした。

「……思い出しました。昔の蓄えが多少は残っております。それを使えば、いくらかの食糧は支援できましょう」

「おお、真か!?」

　やっぱり隠してやがったか、なんてお首にも出ださない。

　心から驚おどろいた素そ振ぶりを見せる。

「《鋼》の為になるのであれば。しかし、大事な蓄えであり、なんらかの見返りは頂きたく」

「おお、もちろんだ。では小麦一〇〇束に対して、我ら《角》が有する『荷車城塞ワゴンブルク』を一台、《爪》に進しん呈ていしようではないか」

　さらに強権を使い続けるという選せん択たく肢しもあったが、リネーアはここできっちりと代価を提示する。

　しかも下手にけちらず、かなり奮発した代しろ物ものである。

　勇斗が製鉄法を導入したことにより多少価値が下がってはいるが、それでもまだ鉄は金と同等以上の価値を持っている。荷車城塞には、そんな鉄がふんだんに使われている。

　まさしくボドヴィッドが喉のどから手が出るほど欲ほしいものだった。

　この辺りが彼女の政治的センスである。

　勝っている戦をあえて勝ちすぎず、相手にも華はなを持たせ、win-winの関係にする。

　マキャベリも、相手に畏おそれられるべきだが、恨うらみを買うのは避さけるべき、とその著書で述べている。

　それが長期的に良好な関係を築く最良手だと、彼女は肌はだで知っているのだ。

「っ！《豹》の騎き馬ば軍団を幾いく度どとなく撃げき退たいしたというあの!?」

　ボドヴィッドが驚いたように眼を剥むく。

　遠方にありながらきっちり情報を掴んでいたようだった。下手に情報を漏ろう洩えいされると真ま似ねされるので、どうやって勝ったのかは秘密にしていたというのに、だ。

　この辺りは蛇じやの道は蛇へびと言おうか、さすがは《鋼》の諜ちよう報ほう活動を統とう括かつするクリスティーナの実父である。

「ほ、本当によろしいのですか!?」

「ええ、《豹》の脅きよう威いが遠のいた今、《爪》にあるほうが《鋼》の為にもなりましょう」

《豹》を併呑した今、《角つの》が国境を接する氏族は《蹄ひづめ》と《雷》の二つ。

《蹄》はすでに英えい傑けつユングヴィを失い弱体化の一いつ途とを辿たどっているし、《雷》の豪ごう傑けつステインソール相手に『荷車城塞ワゴンブルク』が通用しないのはガシナの戦いで証明済みだ。

　つまり、もはや《角》にあったところで維い持じ費ひだけがかかる無用の長物なのだ。

　もちろん、それでも備えとして軍事力を保持しておくことの必要性を軽かろんじるリネーアではないが、少数を売うり払うぐらいは問題ない。

　なにより、勇斗は《豹》宗主フヴェズルングの処分を決める場で、「天下を統すべる」と口にした。

　ユグドラシル西部をほぼ制圧した今、これは中央への侵しん出しゆつを意図したものに他ほかならない。

《鋼》の東とう端たんの領土を持つ《爪》に戦力を譲ゆずることは、《鋼》全体として見ればなんら不都合はない。

　理り屈くつとしてはそんなところだが、かと言って、自らの保持する貴重な戦力を放出するのはなかなかできるものではない。

　この辺りの思い切りの良さこそ、リネーアの非ひ凡ぼんなところであった。

　後にボドヴィッドは娘むすめクリスティーナにこう語っている。

「小娘と思っていたが、なかなかどうしてあなどれん。敵と認識しにくいあたりが特にな。あの年で味方の作り方、政治の駆け引きというものをようわかっておるわ」

　対してクリスティーナは笑って答えたものである。

「今いま頃ごろ何を言ってるんです？　お父様のおそばに侍はべる女が可か愛わいいのは、たいがいお父様関連の時だけですよ？」







「とりあえずいくらかは確保できたな」

《麦》の宗主ラーガスタヴとの会談を終えたリネーアは、椅子の背もたれに身体からだを預け、ふうっと大きく一息ついた。

　これで《豹》を除く五氏族宗主全すべてとの交渉を終えたことになる。

　結果はおおむね上々といったところである。

《爪》のボドヴィッドの時同様、最初は皆リネーアを舐めてかかってきたものだが、時になだめ、時にすかし、時に脅おどし、その中で相手の望むものをきっちり見み極きわめ、最後は双そう方ほうが納なつ得とくできるラインに見事着地させる。

　自分が大勝せず、相手にも大勝させず、自分がちょっと勝ちつつ、相手も勝たせる。

　実に絶ぜつ妙みようなラインに。

　ゆえに皆、食糧支援を約束させられながら、部屋を出るときは満足顔であった。

「しかし、これでもまだ全然足りないな」

　先さき程ほどまで交渉してきた《鋼》傘さん下かの氏族は、所しよ詮せん、元々は弱小氏族である。それほど余裕があったわけではない。

　数万単位の民を秋まで食べさせるには、まだまだ十分とは言えなかった。

　コンコン。

　不意に、執務室の扉とびらがノックされる。

「若頭かしら、御ご用ようがあるとのことだが、失礼してよいか？」

　響ひびいたのは、なんとも冷たくゾッと心しん胆たんを寒からしめる声である。

「ああ、スカーヴィズの兄弟か。入ってくれ」

「失礼します」

　言葉とともに入ってきたのは、頬もこけ、顔色も悪く、それでいて眼光だけは鋭するどい、剣けん呑のんな気配をまとった男である。

　知り合いでなければ、刺し客かくと勘かん違ちがいして警護の者を呼んでいたかもしれない。

　スカーヴィズ――

　かつて《狼》の若頭補佐ほさを務めていた勇斗の腹心の一人であり、そして今では、新たに《鋼》の傘下となった《豹》の新宗主であった。

「久しぶりだな。息災だったか？」

　親しみを込めて、リネーアは気き易やすく声をかける。

　スカーヴィズは去年《角》西せい端たんの都市ミュルクヴィズの防衛に派は遣けんされてきており、その間に交流があったのだ。

　見た目とは裏腹に、勇斗に忠実で、民や部下思いな彼かれのことをリネーアはけっこう気に入っている。

「おかげ様で。若頭かしらもお元気そうで何よりです」

「まあ、立ち話もなんだ。かけてくれ」

「ではお言葉に甘あまえて」

　小さく頭を下げた後、スカーヴィズは応接の椅子に腰こし掛かける。

　リネーアも対面の椅子に座すわり、世間話の体を装よそおいつつ話を切り出す。

「宗主になってはや一ヶか月げつ。どう、調子は？」

「かんばしいとは言えませぬな。生まれてこの方、戦いばかりに明け暮れてきた無骨な男ゆえ。畑はた違けちがいの場に右も左もわからず、手て探さぐり状態です」

「何かお困りか？　年若の身で頼たよりないかもしれないが、宗主としては一応先達だ。相談ぐらいには乗るぞ」

　スカーヴィズには、ミュルクヴィズ防衛に骨を折ってもらった恩がある。街の見回りなども進んで買って出てくれ、復興にも尽じん力りよくしてくれた。

　偉えらぶるつもりはないが、借りは返しておきたかった。

「ありがとうございます。そうですな。まずもって文化と価値観が大きく違ちがう者達たちの共存は、どうにも難しいですな」

「あ～……それは確かに面めん倒どうくさそうだ。過去の遺い恨こんもあるだろうしなぁ」

　現在、スカーヴィズが宗主を務める《豹》の領土には、元《蹄》の農耕民と、ミズガルズから侵しん攻こうしてきた《豹》の遊牧民が混在している。

　元《蹄》の民にしてみれば、《豹》の民は他所よそから突とつ然ぜん攻せめ込んできて、街や村を焼き、食糧や女を奪うばい、好き放題狼ろう藉ぜきをかまし、その後も支配者としてでかい面して歩いていた連中だ。

《豹》の民にしたところで、遊牧民は農耕民に古くから野や蛮ばん人じんと侮ぶ蔑べつされ続けてきた歴史がある。

　今日からは同じ氏族の民です。全ての遺恨を忘れ手に手を取って仲良く国を盛り立てていきましょう……とはいくまい。

「ええ、いがみ合いや衝しよう突とつが絶えません。法を徹てつ底ていすることでなんとか抑おさえつけておりますが、果たしていつまで保つやら」

「……ふぅむ、いっそ共存など考えなければいいのではないか？」

　少し考えた後、リネーアは思いついたことをそのまま口にする。

「と、言うと？」

「家族を奪われ、圧政を敷しかれた元《蹄》の民の怒いかりが収まるには、どうしたって数十年の時間が必要だ。言い換えるなら、数十年は共存は無理、ときっぱり割りきってしまえばいい」

「むぅ……しかし、御おや館かた様から任された手前、早々に無理と諦あきらめるというのはさすがに」

　わずかに顔をしかめるスカーヴィズ。

　明らかに乗り気ではなさそうである。

　そんな彼に、リネーアはきっぱりと言う。

「兄弟、優先順位を間違えてはいけない。宗主の仕事は、二つの民をまとめることではない。治める民に安あん寧ねいな暮らしと繁はん栄えいを授さずけること、だ。それさえ出来れば、まとめる必要などどこにもないのだ」

「？　しかし、いがみ合い、争いが絶えねば安寧な暮らしなどとても望めぬでしょう？」

「一つところにいれば、な。幸い《豹》の領土は広い。ならばもう完全に生せい活かつ圏けんを切り分けて、必要以上にお互たがい接しないようにしたほうがいいのではないかと思う。やるなら、復興が始まったばかりの今だぞ」

「ははあ。なんとも思い切ったことを考えますなぁ」

　呆あつ気けに取られたように、スカーヴィズの口から感かん嘆たんの声が漏もれる。

「そうか？　だが、どうやったって無理なことに力を注いでも、それは労力と資金と時間の無む駄だというものだろう？」

　けろっとなんでもないことのように言ったものだが、普ふ通つう、人間そこまで割り切れるものではない。

　そして、この彼女の知見は、一面の真理を鋭く突いていた。

　はるか未来において、人種のるつぼと言われたアメリカでも、個人間ではともかく、それぞれの民族で街やグループを作り、他民族と深く交じり合うことはなかなかない。

　戦後七〇年にもなろうかというのに、日本と中国・韓かん国こくの間には、戦争に関して根深い溝みぞが残っている。

　理想主義的でありながら、一方でドライなまでに現実を客観的に見通し、決断を下せる。

　それもまた、為い政せい者しやとして卓たく抜ばつしたリネーアの能力であった。

「今すぐ決断は下せませんが、前向きに検討したいと思います」

「うん。まあ、あくまでボク個人の意見だ。兄弟の氏族だ。兄弟の思うように作ればいい」

「ありがとうございます」

「ああ、そうだ。あくまで今の案を採用した場合だが、おそらく遊牧民の者たちの中には街を追い出され、兄弟を恨みに思う者も少なからず出よう。ちゃんとその分、遊牧民たちには別の優ゆう遇ぐう措そ置ちを与あたえて、鬱うつ憤ぷんを抜いておいたほうがよいかと思う」

「はっ……はははっ」

「ん？　どうした？　何かボク、変なこと言ったか？」

「いや、御館様が若頭かしらのことを、平時であれば稀き代たいの名君だっただろうと絶賛していらっしゃったのを思い出しまして。いや、まさしく、ですな」

「え!?　ち、父上がそのようなことを……」

　リネーアは自らの頬が緩ゆるむのを堪こらえきれなかった。

　宗主同士の会談という重要な場で情けない姿を見せるなどあってはならぬことなのだが、こみ上げてくれる嬉うれしさに頬の制せい御ぎよが利かない。

　本人の口からではお世辞かもと思ってしまうが、他人の口を介かいしての賛辞は、やはり本心からだろうと素す直なおに思える。

「ほ、他に何かボクについて、仰おつしやってはおられなかったか？」

　気が付くと、リネーアの口は勝手にそんなことを口走ってた。

《豹》の内情を知るために呼んだというのに、脱だつ線せんも甚はなはだしい。そう思うのだが、口が止まってくれない。

「ど、どんな些さ細さいなことでもいいのだ。悪口でも構わないぞ。出来る限り改善に努めたいからな」

「ふむ、悪口を聞いたことはございませぬな。《豹》征伐の折にも、難民に食しよく糧りようを配る際、こんな無む茶ちやなことができるのは若頭かしらのおかげだと、随ずい分ぶんと頼みにしているようでした」

「そ、そうか。そこまでボクのことを買って頂けてるのか！」

　嬉しさのあまり、リネーアは声を張り上げる。

　これはやはりご期待に沿うためにもより一層頑張らねば、と気持ちを新たにしていると、

「ああ、そういえば……」

「ま、まだあるのか!?　なんだ!?」

「血を分けた本当の妹のように可愛く思っている、と」

「い、妹のように……か」

　先程までの緩んだ頬ほおが、ひくつくのが自分でもわかった。

　どんな悪口であろうと受け止めてみせると覚かく悟ごを決めていたリネーアだったが、これにはさすがに複雑だった。

　可愛く思ってくれているのは嬉しい。

　嬉しいのだが、妹というのは悩なやましいところである。

　いや実際、妹分ではあったのだが、一人の女としてはやはりそれでは物足りなく思ってしまうのだ。

「他には……申し訳ありません。思い出せませんな。だが総じて、御館様は若頭かしらに強い親愛の情を持っておられるのは間違いございませぬ」

「そ、そうか。でも妹……なのだな。ま、まあ、わかっていたことではある。っと、済まないな。話が脱線してしまった。ボクのことなんかより、《豹》の現状のほうが今は重要だな。他に何か問題はあるか？」

「他……さしあたっては食糧、ですかね。本家からの支援は本当にありがたく思っているのですが、正直、足りていません。厚かましいのは重々承知の上ですが、もう少し増やしていただけないでしょうか？　末まつ端たんにまで行き届かず、飢うえる者も少なくなく……」

「やはり、か」

　リネーアは頬ほお杖づえを突き、苦々しげに溜息をつく。

　そうではないかと薄うす々うす、嫌いやな予感はしていたのだ。

　もちろん、リネーアとしては十分すぎる量を送っている。むしろいくらか余よ裕ゆうさえもたせているほどだ。

　だが、人間には利己心というものがある。

　食糧の配給をがめつく他人の分まで横取りしている人間が出てくるのは、もはや仕方がないことだった。

　先のミュルクヴィズ復興の陣じん頭とう指揮を執とっていた時に、彼かの女じよも嫌というほど味わったことである。

「しかし、期待に添そえず悪いな。食糧支援は今後、縮小する可能性のほうが高い。ボクもすでに他の宗主にかけあって、支し援えんを引き出しそうとはしたのだが、な」

「すでに動いてくださっておりましたか。それでも縮小、なのですね」

　スカーヴィズは眉み間けんにしわを寄せ唸うなる。

　現時点でさえ食糧が足りていないのに、支援が減れば、今後さらに民の生活が苦しくなることは目に見えている。

　相当量の餓が死し者しやも出るかもしれない。

　自らを殺し、民の安寧の為ために尽つくす男である。リネーアも同様なだけに、その苦く悩のうがよくわかった。

「もちろん、父上にもご相談するつもりだが、あまり期待はしないでほしい」

「……そう、ですな。いかな御館様とて、無から有を生み出すことはできないでしょうからなぁ」

　作物は秋の収しゆう穫かくまで、増えることはない。

　今ある量をそれまでいかに配分するか、という問題になる。その絶対量があまりに足りなさすぎるのだ。

　周辺氏族から買い付けるにしても、限界がある。そもそも財政的にも苦しく、そんな余裕もない。

「それでもあっさりなんとかしてしまいそうな気がするから、あの方は恐ろしいのだけどな」

「ははっ、確かに」

　スカーヴィズも思わず肩をすくめて苦く笑しようする。

　リネーアたちの親である周す防おう勇斗は、これまでにも様々な不可能を覆くつがえしてきた。

　辺境の弱小氏族の宗主から、たった二年でユグドラシルでも三指に入る大国へと駆け上のぼるなど、その行程を目まの当あたりにしていてさえ、信じられないほどである。

　彼ならどんな難関もたちどころに解決してしまう。そんな異様なまでの頼もしさがあった。

「遊牧民と農耕民の問題にしても、ボクは無理と断言してしまったが、父上ならばボクなんかには思いもつかない良案も……ん？　そうか！」

「どうされました？」

「遊牧民だ！　彼らをわざわざ食わせてやる必要などなかったのだ！」

「はい？」

　スカーヴィズには極きわめて珍めずらしく、間ま抜ぬけな声が漏れる。

　よほど思いもよらない言葉だったのだろう。

　無理もない。いかに元は敵だったとは言え、食べさせないなどあまりといえばあんまりである。

「つまり、だ。不慣れな復興工事なんかに従事させず、自ら獲とらせればいいのだ。元々彼らは山野で獣けものを狩かるのが本職ではないか」

「っ！　なるほど！」

　ぽんっと、スカーヴィズも得心がいったように手を打つ。

　弓という道具は、習熟までに相当の訓練を要する武器だ。獣の探し方、気配の消し方などにも経験が必要だ。

　ゆえに食糧が足りないからと言って、猟りよう師しを増やそうとしたところで即そつ効こう性せいはない。だが、すでに熟練の猟師がいるなら話が別だった。

　食糧が足りないという時に、そんな連中に別の仕事をさせておくなど、実に馬ば鹿か馬ば鹿かしいことというしかなかった。

　復興工事中にしばしば起こるいさかいも解決できる一石二鳥の良案である。

「待てよ？　そういえば武器庫に弩いしゆみが相当数眠ねむっているではないか。あれなら弓ほど訓練期間はいらん。軍事演習がてら、《狼おおかみ》や《角》で山やま狩がりを実じつ施しするのもよさそうだな」

「おお、いいですな」

「うん……うん……実際にやらせてみねばなんとも言えないが、これならなんとかなりそうだ。早さつ速そく若頭補佐ほさにも声をかけるとしよう！　スカーヴィズの兄弟、ではまた！」

　リネーアは意い気き揚よう々ようと立ち上がるや、部屋を飛び出していく。

　思い立ったら即そく行動、それもまた彼女の有能さの証明である。

　一週間後。

「おい、リネーア。資料見てると周辺氏族からけっこうとんでもない数の流民が入ってきてるみたいだけど、食しよく糧りよう大だい丈じよう夫ぶそうか？　いざとなったら農耕用の牛馬とかを処分してもいいからな？」

　勇斗がリネーアの執しつ務む室しつを訪おとずれ、そんなことを訊きいてくる。

　リネーアはそっとペンを置き、ニッコリと笑ってみせた。

「いえ、父上。まったく問題ありません。そのあたりのことは全てこちらで片付けておきました」







　ワガネア砦とりでの周辺は川もなく、雨もほとんど降ふらないため、砂と砂利に覆おおわれた荒あれ地ちが四方それぞれ地平線の彼方かなたまで広がっている。

　ところどころに短い草ぐらいは生えているが、当然、耕作にはまったく適しておらず、土地を保有しても旨うま味みもないため、永らくこの辺りは《雷いかずち》と《風》の緩かん衝しよう地帯となっていた。

　少なくともこの一〇〇年、ヴァナヘイム北部と南部の氏族は、間にこの不毛で広大な荒こう野やが横たわっていたおかげで、争いあうことなどまったくなかったのである。

　だがここに来て、突とつ如じよ、《雷》と《炎ほのお》の間で立て続けに大規模な戦いが起こっていた。

「ほうっ！　あれが虎心王ドールグスラシルとやらか！」

　ワガネア砦より南に徒歩で一刻ほどにある高台に《炎》の宗主は本ほん陣じんを張り、自軍を切きり裂さき突っ込んでくる赤あか髪がみの青年の姿を見下ろしていた。

　その声が興奮気味に弾はずんでいる。

「敵ながらなんと見事な。あやつが通るだけで軍が真っ二つではないか。鳥無き地の蝙蝠こうもりと侮っておったが、いやいやどうして。あれほどの猛も者さは日ノ本にもおらなんだぞ。呂りよ布ふや項こう羽うすら凌りよう駕がするやもしれん」

「……あれは本当に人なのでしょうか？　たった一人の武勇で倍以上の兵力差を覆すなど、ありえませぬ」

　傍かたわらでは、若頭かしらのランが硬かたい表情で息を呑のんでいる。

《炎》軍二万に対し、《雷》軍は八〇〇〇。

　なんらかの策を弄ろうしてならともかく、真正面から無策で突っ込んできた敵に押おし負けるなど、まったくもって意味がわからない。理り不ふ尽じんにすぎた。

「ありえぬと言ったところで、目の前で実際に起きているのだから、受け入れるしかあるまい。どうせじゃからよく見ておけ。滅めつ多たに見られる光景ではないぞ」

「大おお殿との、楽しんでおられる場合ではございませぬ。押されているのは我わが軍でございますぞ」

「おお、そうであった。もう少しあの者の戦いぶりを眺ながめていたかったが、そうも言っておられぬか。よし、ではいったん退くぞ。あんなのと真正面からまともにやりおうておったら、負けはせぬまでも、かなりの損害を被こうむりそうじゃからな」

《炎》の将兵は、きたるべき天下布武の戦いのため、長年に亘わたり鍛きたえ上あげてきた精せい鋭えいだ。

　こんな辺境の地で失うのは、あまりにもったいない。

　それにこの状じよう況きようは、事前に予想していた範疇でもある。

《雷》の宗主ステインソールの万ばん夫ぷ不当の勇将ぶりは、《炎》の宗主も幾度となく耳にしていた。

　曰いわく、たった一人で砦を落とした。

　曰く、わずか数十の手勢で殿しんがりを申し出て、押し寄よせる大軍を見事追おい払はらった。

　曰く、七人のエインヘリアルに囲まれながら、逆に圧あつ倒とうした。

　どれもこれも、にわかには信じがたいものである。

　そんな化け物を相手に、なんの策も講じておかぬほど《炎》の宗主は愚おろかではなかった。

「正せい攻こう法ほうで勝てぬなら、予定通り搦からめ手てを使うまでのことよ」







「……妙みようだな。撤てつ退たいが整然としすぎている」

《炎》軍との戦いに勝利を収め、勢いに乗って追つい撃げきをしかけようかという矢先のことである。スッと馬を止め、ステインソールは訝いぶかしげにつぶやく。

　敵の歩兵たちが持っている異様に長い槍やりともあいまって、どうにも悪い予感が止まらない。

　いやがおうにも勇斗との初対戦となった『エーリヴァーガル川の戦い』を思い出さずにはいられなかった。

　あの時は、撤退する敵を深追いした結果、敵エインヘリアル七名に包囲され、あげく洪こう水ずいに呑み込まれ死にかけた。

　それに状況が酷こく似じしすぎている。

「これは十中八九、伏ふく兵へいだな。……どこだ？」

　敵の狙いを看破し、ステインソールは頭の中に周辺の地図を思い浮かべる。

　すぐに答えは見つかった。

　脳のう裏りに閃ひらめくのは、『ガシナの戦い』である。

　自分たちを引っ張り出して、防ぼう御ぎよが最も手て薄うすになるところ。

　そして、そこを取られては補給の面で最も困るところ。

「っ！　すぐさま戻もどるぞ。敵の狙いはワガネア砦だ！」







「《雷》軍、引いていきます！」

「で、あるか。ふふふっ、わしの狙いに気づきおったか。ただ突っ込むだけが能の猪いのしし武む者しやと聞いていたが、なかなかどうして知恵も働くようではないか。まっこと素す晴ばらしい。ぜひとも我が部下に欲しいところである」

《炎》の宗主が馬の足を止め、手を打ち鳴らす。

　文字通り手放しの大絶賛であった。

　彼は無能を嫌きらい、有能な者を好む。

　たとえ敵であろうともそれは変わらない。以前の世界でも、強者には常に敬意を払い続けてきた。

「じゃが、さすがに貴様一人では、今のわし相手には力不足じゃなぁ。ワガネア砦には気づいたようじゃが、さて、他の二ヶ所はどうかのう？」

　ワガネア砦さえ、《炎》の宗主にとっては囮おとりであった。

　人は得てして、相手の裏を読んだと思った段階で思考を停止する。

　ならばさらにその裏をついてしまえばいい。

《炎》の宗主率いる二万でもって敵を引きつけ、残る三万の軍を三つに分け、それぞれ別のルートから進軍させていた。

　ワガネア砦を取りこぼしたところで、防御が手薄な残る二つの拠きよ点てんは奪える。

　さらに言えば、《鋼はがね》の宗主にも挙兵を促うながす書簡を送ってある。

　これならいかにステインソールが強かろうと、手は回るまい。

　奇くしくも、『第二次エーリヴァーガル川の戦い』において、スカーヴィズが採った作戦を、《炎》の宗主はより大規模に、広こう範はん囲いを舞ぶ台たいにして行ったのである。

　もちろん、敵と同程度の兵数では、各個撃げき破はされるのが関の山だ。五万というユグドラシルでは群を抜く動員力を保つ《炎》だからこその作戦である。

　敵を圧あつ倒とうする兵力を揃そろえ、兵へい站たんを整え、有能なる指揮官を配置し、危なげなく、勝つべくして勝つ。

　それが《炎》の宗主の基本戦略だった。

　実につまらない、面おも白しろ味みのまったくないやり方だ。

　若かりし頃ころは、わずか二〇〇〇の兵で二五〇〇〇の大軍に奇き襲しゆうを仕し掛かけ、見事大将首さえあげたこともある《炎》の宗主だが、それにいささかも驕おごることなく、以後は二度とそんな危ない橋を渡ろうとはせず、敵より常に多い兵で戦いくさに臨のぞんできた。

　それが逆に、この男の恐おそろしいところであった。

　華はな々ばなしい勝利になんら目を奪われることなく、ひたすら合理性を追求したのだから。

　だからこそ、この男は隙すきがなく、ただ強いのだ。

「王手まで、後三手といったところかのぅ」

　顎あごをさすりつつ、《炎》の宗主は嗤わらう。

　ワガネア砦を襲おそわせた軍には、ステインソールが戻ってきたら即そつ行こうで退くように申し付けてある。

　彼らを追いかけるようなら、《炎》の宗主率いる本隊でもってワガネア砦を奪い、挟はさみ撃うちにする。

　ワガネア砦を守り留とどまるならば、遠方の二軍が《雷》領内を食くい荒らす。

　軍を分けるならこれ幸い、ステインソールのいない部隊を一息に捻ひねり潰つぶすだけだ。

　もはや《雷》軍に、活路はない。

「ふむ、だが、殺すにはどうにも惜おしい男ではあるな」







ACT 3







「ご当家、軒のき下したの仁義、失礼ですがお控ひかえ下すって」

　ヒルデガルドはごくりと唾つばを飲み込むや、すっと腰こしを落とし、手を構え威い勢せいよく声を張り上げる。

　まだ年若い、おさげ髪の少女である。勝ち気で気の強そうな瞳がとても印象的だが、なかなかに可愛らしい容姿をしている。

　裕福な家の出でもあるのだろう、身なりもずいぶんと整っていた。

「早速、お控え下すって有あり難がとう御ご座ざいます。手前、粗そ忽こつ者ものゆえ、仁義、前後を間ま違ちがいましたる節は、平にご容よう赦しや願います。向かいましたるおあにいさんには、初のお目見えと心得ます」

　ヒルデガルドは暗記した仁義を朗々と切っていく。

　何事も最初が肝かん心じんだ。

　ここでしっかりした口上を述べられれば、只ただ者ものではないとぐっと上の覚えもよくなるだろう。

　何がなんでもとちるわけにはいかない。

「手前、生まれは《爪つめ》、ヒミンビョルグ山脈は麓ふもと、緑織りなすザルツ村、名はヒルデガルド。年は一四。昨年、聖塔フリズスキヤールヴを訪れた際、アングルボダ様より祝福を受け、《狼をまとうものウールヴヘジン》のルーンを賜たまわり、これも運命と先の《豹ひよう》征せい伐ばつに馳はせ参さんじましたが、未いまだ盃さかずきの親も持たぬ若じやく輩はいの駆かけ出し者でございます」

　向かいに立つ男が、目を瞠みはる。

　それも当然だろうと、ヒルデガルドは内心ほくそ笑えんだ。

　エインヘリアルは、神より授かったルーンの加護により、常人とは一線を画す戦せん闘とう能力を有する。

　この戦乱渦うず巻まく時代、どの氏族も組も、喉から手が出るほど欲しいに違いない。

　事実、ヒルデガルドはこれまでにもすでに二度ほど、子分にならないかという誘さそいを受けている。

　だが、盃というものは一度交かわせば、おいそれと破は棄きすることはできぬものだ。どうせもらうならば、上り調子の自身の出世に繋つながる盃がいいとヒルデガルドは考える。

　そして選んだのが――

「縁えん持ちましてヨルゲン組が若頭補佐ほさダーヴィド殿どのの食しよつ客かくとしてお世話になっておりましたが、ただ一度の人生なれば、ぜひとも天下に名だたる『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネ様の盃を頂きたく、不ぶ躾しつけにも参った次し第だいです。以後、お見知りおきを」

　なんとか一度も噛かむことなく言い終えることができ、ヒルデガルドは内心ほっと安あん堵どする。

　田舎いなか育ちのため、この手の堅かた苦くるしい口調はどうにも苦手だったのだ。とりあえずは第一関門突とつ破ぱである。

「ご丁てい寧ねいなるお言葉、ありがとうございます。申もうし遅おくれて失礼。手前、当ジークルーネ組組長ジークルーネに従います若い者、名をベムブルと申します」

「っ！」

　今度はヒルデガルドのほうが目を瞠る番だった。

　当然のことながら、これから盃をもらおうという組のことは一通り調べてある。

　ベムブルといえば、ジークルーネ組の若頭かしらにして、精鋭部隊『親衛騎団ムスツペル』の副長も務める重じゆう鎮ちん中の重鎮だ。

　まさかこんな大物がいきなり応対に出てくるとは予想外もいいところである。

（でもこれはむしろ幸運かも）

　さっとヒルデガルドは頭を回転させる。

「ご高名はかねがね。お会いできて光栄です」

　居住まいを正し、もう一度丁てい寧ねいにヒルデガルドはお辞じ儀ぎをする。

　とは言っても形だけだ。

　組のことを調べるまで、ベムブルの名など正直、耳にしたこともなかった。調べたところで、地味な働きばかりで、輝かがやかしい武名は何一つなかった。

　実際、見た目もずんぐりむっくりしていて丸く、鈍どん重じゆうそうだ。威い厳げんの欠かけ片らもなく、なんとも冴さえない中年である。

　おそらくジークルーネに媚こびへつらって取り入って、今の地位を手に入れたとしかヒルデガルドには思えなかった。

　だが、これから厄やつ介かいになろうとしている組の長男だ。今後の出世を考えれば、心象よくしておいて損はない。

「はっはっはっ、お世辞だとわかってはいるが、それでも若い娘に言われると悪い気はしないね」

「あ、いえ、お世辞などでは……」

　あるのだけど、と心の中で付け加えるヒルデガルド。

　だが、そんな彼女の心の声が聞こえたはずもなく、ベムブルは朗ほがらかに笑って、

「いやいや、いいっていいって。ああ、うちに入りたいんだったよね？」

「は、はいっ！」

　正直、この話が続くとボロが出そうだったので、ベムブルのほうから話を変えてくれたのは助かった。

「知ってるとは思うが、うちは生きつ粋すいの武ぶ闘とう派はの組だ。日々の修しゆ行ぎようも厳しいし、死の危険も段だん違ちがいで高い。それでも、かね？」

「その分、手て柄がらも立てやすい、でしょう？」

　ニッとヒルデガルドは口くちの端はしを吊つり上げる。

　円えん滑かつに幹部に取り入るため、礼れい儀ぎ作法を勉強はしたが、ずっとお行ぎよう儀ぎよくしているつもりはない。

　この渡と世せいは力こそ全すべてだ。

　大人しいだけではいいように利用され食い物にされるだけだ。しっかり牙きばも持っていることも示したのである。

「ふっ、なるほど。実にうち向きの人材のようだ。エインヘリアルが我が組に加わってくれるならば願ってもない。心から歓かん迎げいしよう、ヒルデガルド」

　すっとベムブルが手を差し出してくる。

　ヒルデガルドもその手を握にぎり返す。

　こうして、ヒルデガルドの出世街かい道どうが幕を開けた。







　――かに思われたが、世の中そう甘くはなかった。

「なんであたしがこんなことしなくちゃいけないのよ！」

　ヒルデガルドはくわを思いっきり地面に叩たたきつけていた。

　エインヘリアルである自分が持つに相応ふさわしいのは、剣けんであり、槍であり、弓矢であるはずだ。

　だというのに、なぜこんな陽ひも出ない内に叩き起おこされ、獣けもの臭くさい厩きゆう舎しやに連れて行かれ、馬の糞ふんの処理などやらされねばならないというのか。

　まったくもって意味がわからない。

　こんなことは凡ぼん人じんがするべきことであり、神に選ばれた英えい雄ゆうたる自分のすることではないはずである。

「なんでって、昨日入ったばかりの見習いだからだろうが。初日からぐだぐだ言ってねえでとっとと働け」

　二〇歳はたちぐらいの髭ひげ面づらの男が、野太い声で命令してくる。

「むっ」

　思わずカチンとくるヒルデガルド。

　自分はヨルゲン組の若頭補佐ほさ、すなわち《狼》の大幹部から直参子分にと請こわれたほどの人間である。

　なにゆえ二〇を過ぎても見習いをしている奴やつごときに、上から目線で物を言われねばならないのか。

　不ふ愉ゆ快かい極きわまりなかった。

「口のきき方には気をつけたほうが身のためよ？　あたしは《狼をまとうものウールヴヘジン》のエインヘリアル。すぐに上に行く人間なんだから」

　ヒルデガルドは腕うでを組み、傲ごう然ぜんと顎を上げ、威い圧あつの眼まな差ざしとともに吐はき捨すてる。

　所しよ詮せんは見習い、それだけで相手は怯ひるんだようだった。

　天性の嗅きゆう覚かくでそれを嗅かぎとったヒルデガルドはニヤリと口の端を邪じや悪あくに歪ゆがめて、足元のくわを目の前の男のほうへと蹴けり飛とばす。

「な、なにしやがる!?」

「こんな仕事、あんたがやっときなさい。役に立つようなら、今後、目をかけてやらなくもないわよ？」

「～～っ！」

　あまりのことに、男は咄とつ嗟さに言葉が出てこないようであった。

　当然といえば当然か。入ったばかりの新入りにここまで言われて、腹が立たない男はいないだろう。

「てめえっ！　なめんな！」

　男は固く握りしめた拳こぶしで殴なぐりかかってくる。

　こんな武闘派な組に入るだけあって、血の気は多いらしい。それなりに喧けん嘩か慣れもしている気配がある。

　だが、ヒルデガルドにしてみればあくびが出そうなほど遅おそかった。

　軽々と掌てのひらで受け止め、ギリギリと握り締しめる。

「ぐあっ！　や、やめっ！　やめろ！　放せ！　ぐあああ！」

　男が悲鳴じみた声をあげる。

　まだ半分ほどしか力を入れていないというのに、情けない男である。

　激痛に呻うめく男を、ヒルデガルドは冷たく見み据すえ、

「やめろ？　放せ？　まだ自分の立場がわかっていないようね？」

「あぐっ、や、やめてください。お願いします」

「ふふっ、そうよ。自分の立場というものをわきまえなさい」

　ヒルデガルドは侮ぶ蔑べつを露あらわに笑みをこぼす。

　瞬しゆん間かん、男が立ち上がり、顔を真っ赤にして再び腕を振ふり上げかけ、大きな吐と息いきとともにその拳を下ろす。

「馬ば鹿かじゃあないみたいね」

「ぐっ！」

　男は歯を食いしばり、ぐっと堪える。

　相当に苛いら立だっているようだが、戦っても勝てないことは先の一戦で十分に思い知ったようだった。

　どむっ！

「がっ！」

　さらに容赦なく、ヒルデガルドは脇わき腹ばらへと爪つま先さきをめり込ませる。

　腹を押さえ、その場に両りよう膝ひざをつく男をヒルデガルドは見下ろして、ドスのきいた声で吐き捨てる。

「なにグズグズしてんのよ？　さっさと掃そう除じしなさい」

　もう興味もないとばかりに、ヒルデガルドは男に背を向ける。

　背後から襲ってきたところで、この程度の男、どうとでもできる。徹てつ底てい的てきに力の差というものを教えこんでおくのも一興だ。

　はたして、男がくわを拾う音がした。続けて、それを藁わらに突っ込む音。

　どうやらヒルデガルドに歯向かうより、屈くつ服ぷくし従う道を選んだらしい。

　これでわずらわしい下働きから解放されたとヒルデガルドはほくそ笑み、

「おやおや、その馬ば房ぼうはヒルデガルドの担当だろう？　ちゃんとやらせないと」

　聞き覚えのあるのんびりとした声に、ヒルデガルドは思わず振り返かえる。

　若頭かしらのベムブルだった。

　相変わらず緊きん張ちよう感のないヘラヘラした笑いが顔に張り付いている。

　初対面ではそれが冴えない印象だったのに、今は不気味さを感じた。

「あっ、いや、しかし……」

　見習いの男が、おろおろとヒルデガルドとベムブルを交こう互ごに見やる。

　思わず、はあっとヒルデガルドは溜ため息いきをつく。

　これはもう言いい逃のがれはできそうにない。

「あたしにこんな仕事は似合いません。だから、似合う奴にやらせていただけです」

　開き直り、悪びれることなくヒルデガルドは言う。

　ベムブルははあっと大きく溜息をつくと、がしがしと頭を掻かく。

「似合う似合わないの話じゃないんだがな、新入りは下働きから。それがうちの組の家風だ」

「《鋼》最強の武闘派集団という割には、ずいぶんと言うことが堅苦しいですね。ダーヴィド殿はあたしに妹分としての盃を用意し、ゆくゆくはヨルゲン殿の直じか盃さかずきを、とまで仰ってくれました。それを蹴って門を叩いたというのに、この扱あつかいはあんまりです」

　そう、そもそも神の選良たる自分がわざわざ来てやったというのに、下働きの見習いなどというふざけた待たい遇ぐうには、ぜんぜん納なつ得とくがいかなかった。

　まじめになど、とてもやっていられなかった。

「いやいや、私としては貴女あなたのことはけっこう買っているんだがね？　ジークルーネ組といえば、やはり親衛騎団ムスツペル。今から馬と触ふれ合あっておくのは後で君の財産になるはずだよ？」

「はっ、だったら馬術を教えて下さいよ。あたしは戦場で手柄を立てて、とっととのし上がるためにこの組に来たんです。雑用なんかするためじゃありません」

　きっぱりと言い切る。

　追い出されようとかまうものか、という気持ちだった。

　幸い、まだ盃を交かわしたわけではなく、やり直しはきく。

　エインヘリアルの自分になら、子分に欲ほしいと言う人間はいくらでもいるはずだ。

　こんな扱いをする組にもはや未練などなかった。

　てっきり、うちの組から出て行け、とでも言われるものと思ったが、

「くっくっくっ」

　ヒルデガルドの予想に反して、ベムブルは怒おこるどころか楽しそうに笑みをこぼす。

「何がおかしいのよ？」

「ああ、失礼。うちはまあ、君も言う通り武闘派でねぇ。君みたいな跳はねっ返りがけっこう門を叩いてくるんだよ。まあ、さすがに初日からここまで反はん抗こう的てきなのは珍しいが」

「～～っ！」

　有う象ぞう無む象ぞうの雑ざ魚こたちと一いつ緒しよにされるなど、屈くつ辱じよくもいいところである。思わず歯は噛がみするヒルデガルド。

　そんな彼女をからかうように、余裕めいた笑みとともにベムブルは続ける。

「ではユグドラシルの流りゆう儀ぎに従って一いつ騎き打うちで君の扱いを決めようではないか。力こそ全て、弱肉強食がこの渡世の掟おきて。そして、君の流儀にも合うだろう？」

「願ってもない提案だわ」

　舌なめずりするとともに、ヒルデガルドの身体からだからゆらっと闘気が立ち上る。

　まがりなりにも親衛騎団の副長を務めるほどの男だ。

　見た目通りの力量でないことぐらいヒルデガルドにもわかる。だが、それを差し引いても、自分のほうがまだ上だという確信にも似た自信があった。

「で、いつやるの？　あたしは今すぐでもいいわよ？」

「今すぐは無理だなぁ。相手がいない」

「は？　あんたがやるんじゃないの？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようにヒルデガルドは問う。

　新人相手に臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたか、という言外の意味をぷんぷんに含ふくませて。

　しかし、その程度の皮肉では、親衛騎団副長の軽けい薄はくな仮面はわずかも揺ゆるがない。

「君は組のやり方に文句をつけた。ならば相手をするのは組の代表者だろう？」

「っ！　じゃあ相手は……」

「そう、我が親衛騎団のみならず、《鋼》最強の戦士ジークルーネ母上だ」

　ニヤリとベムブルが口の端を吊り上げる。

　その名を聞けば、ヒルデガルドが震ふるえ上がるとでも思っているのだろう。

　確かにそれだけの武名が、ジークルーネにはある。

《蹄ひづめ》のユングヴィをはじめ、名だたる勇者を屠ほふってきた歴戦の猛者だ。

　普ふ通つうに考えて、いかにエインヘリアルであろうと、まだ一四歳になったばかりの新米に勝てる相手ではない。

　だが――

　彼女にとって、『最も強き銀狼マーナガルム』の称しよう号ごうは目標の一つである。

　下したっ端ぱの自分が挑いどむには、それなりの時間を要すると踏ふんでいたが、まさかこうもあっさり実現するとは思わなかった。

「本当につくづく、願ってもない提案だわ」

　そういうヒルデガルドの口元には、獰どう猛もうな笑みが浮うかんでいた。







「お前がヒルデガルドとやらか」

「はい、今日はよろしくお願い致いたします」

　三日後、ギムレーの中庭で、ヒルデガルドは生きた伝説と対たい峙じしていた。

　銀ぎん髪ぱつの髪を乱雑にまとめた、一見なんとも華きや奢しやな少女である。その凛りんとした硬こう質しつの美び貌ぼうは、今評判のガラス細工を彷ほう彿ふつとさせる。

　だが、その見た目とは裏腹に、ヒルデガルドの野性の勘かんは、過去最大級の危険をしっかりと嗅ぎとっていた。

　こうして面と向かっているだけでも、恐ろしい力を感じる。その立ち姿にも、特に警けい戒かいしている素そ振ぶりはないのに、一分の隙もない。

　練れん磨まに練磨を重ねた重じゆう厚こうさに押しつぶされそうだった。

（これが歴代最強の『最も強き銀狼マーナガルム』、ジークルーネ……ッ！）

　正直、舐なめていたというしかない。

　だからといって、戦う前から気負されていては、勝てる勝負も勝てない。腹にぐっと力を込め、ヒルデガルドは睨にらみ返す。

　ジークルーネは少しだけ興味深げに目を瞠り、

「ほう。なかなか向こうっ気が強いようだな」

「ふん、その余よ裕ゆう、すぐに消し去ってあげます」

「それは楽しみだ。ベムブル、合図を頼たのむ」

　ジークルーネがチラリと視線を副長に向け、顎をしゃくる。

　心得たように、ベムブルが右手を上げ、振ふり下ろす。

「はじめっ！」

　その合図とほぼ同時に、ヒルデガルドは全力で左へと跳ね飛ぶ。

《狼をまとうものウールヴヘジン》のルーンのもたらす力は、その名の示す通り、野性の狼じみた身体能力である。

　その全速力での移動である。常人ならばまさしく視界から掻かき消えたようにしか見えなかっただろう。

　ダンッ！　ともう一度大地を蹴って方向転てん換かん、側面よりジークルーネへと襲いかかる。

「はあっ！」

　木刀を思いっきり振り下ろす。

　猪すら屠ったであろうその強きよう烈れつな一いち撃げきを、しかしジークルーネは軽々と手に持った木刀で受け止める。

「速いな。身のこなしはアルベルティーナ並か。まあ、あいつの真の恐ろしさは殺気のなさだが」

「くっ。せああっ！」

　元より一撃で倒せるとは思っていない。

　ヒルデガルドは怯むことなく、そして一いつ切さいの容赦もなく剣撃の雨をジークルーネに降らせる。

　寸止めなどまるで考えていない、掛かけ値ねなしの本気の攻こう撃げきだったが、

「ふむ、ただがむしゃらではなく、基本もできているな。なかなか良い師に恵めぐまれたな」

　その全てを捌さばきつつ、ヒルデガルドの力量まで分ぶん析せきする余裕を見せるジークルーネ。

　あくまで受けの姿勢で、自分から攻せめてくる気はないらしい。

　そして、そのつもりなら、もうとっくに試合が終わっていたであろうことぐらい、相対しているヒルデガルドが一番わかっていた。

（舐めるな！）

　自じ慢まんの脚きやく力りよくでもって次々と位置を変え、幻げん惑わくし、虚きよ実じつ織り交ぜ、ヒルデガルドは持てる限りを尽つくして攻撃を繰くり返す。

「～～っ！」

　が、かすりもしない。

　否いな、氷のような表情を、わずかも揺るがすことさえできない。

「さて、こちらからも行くぞ」

「っ！」

　ヒュン！　ガッ！

　ヒルデガルドの剣撃の間を縫ぬって、横薙なぎの一撃が飛んでくる。

　なんとか受け止めることができたが、正直、前もって言われてなければとても反応できなかったであろう。

　その事実が、またヒルデガルドの矜きよう持じを傷つける。

「そら」

「くっ！　ぬぅっ！」

　ジークルーネが攻めに転ずると、たちまち攻こう守しゆが逆転する。

　ヒルデガルドはあっという間に防戦一方に追い詰つめられていた。

　しかも腹立たしいことに、相手は未だに本気ではないということだ。いざというとき、寸止めできるよう加減していることが、剣からありありと伝わってくる。

「攻撃に比べると、防御はまだまだだな」

　手を休めることなく、淡たん々たんと呟つぶやくジークルーネ。

　まったく本気ではなく、彼かの女じよはこちらの力量を調べるだけが目的なのだ。

　完全無欠に、弄もてあそばれていた。

「この程度か。うん、だいたいわかった。そろそろ終わらせるか」

「っ！」

　ぷちんと、ヒルデガルドの中で何かが切れる音がした。

　村長の娘むすめとして、常にかしずかれて生きてきた。

　ダーヴィド組でも、自分に敵かなう者など一人もいなかった。

　自分は常に見下ろす側だった。

　その自分を軽くあしらい、あげく見下すなど許せるはずがなかった。

「この程度、とは言ってくれますね。じゃあ、本気を見せてあげます」

「ほう？　そんなものがあるのならさっさと出すといい。遠えん慮りよはいらん」

「後こう悔かい、しても知りませんよ？」

　言って、ヒルデガルドは理性を手放し、その心の内に潜ひそむ『獣けもの』にその身を委ゆだねる。

　ルーンを賜って以来、ヒルデガルドは自分の身に『獣』が棲すみ始めたことを感じていた。

　戦わせろ、食わせろ、殺させろ。

　そうがなりたてる『獣』を、これまでヒルデガルドはなんとか理性で抑おさえ込んでいた。

　その『獣』を今、彼女は初めて解き放った。







「むっ！」

　突とつ如じよ、ヒルデガルドの身体より爆ばく発はつ的てきに噴ふき出す闘気に、ジークルーネはすかさず飛び離れた。

《月を食らう狼ハテイ》の恩おん恵けいの一つである勘が、危機だとうるさく騒さわいでいる。

　ヒルデガルドと視線が合うや、ゾクッと背筋を寒気が疾はしった。

　身体能力と技量だけは歳としの割にはずば抜けているが、精神的にはまだまだ慢まん心しんが強く甘あまさが多分に残る新人。

　それが実際に相対したジークルーネのヒルデガルド評である。

　だが、今、目の前にいる者は、まったくの別人だった。

　ヒルデガルドの姿形をした『何か』だ。

「があっ！」

　ヒルデガルドが飛びかかってくる。

　先さき程ほどまでとは打って変わって、素人しろうと丸出しの大おお振ぶりの一撃だ。

　だが、今までとは比べ物にならないほどに速い。

「くっ」

　咄嗟に受け止めるも、手に痺しびれが疾る。

　速度だけでなく、一撃の重さも跳ね上あがっていた。

「ぐるるるる……があああああっ！」

　咆ほう哮こうとともに、次々と攻撃が飛んでくる。

　木刀のみならず、拳や蹴りまで飛んで来る。

　もはやそこに「型」と呼べるものは何もない。規則性もない。

　ただがむしゃらに、その圧あつ倒とう的てきな身体能力に任せての乱らん撃げきだった。

「ぬぅっ！」

　だが、そこは歳は若くても百ひやく戦せん錬れん磨ま、様々な強敵と渡わたり合ってきたジークルーネである。

　最初こそその速度に戸と惑まどったものの、冷静に大振りの一撃を見切って『柳やなぎの技法』で受け流す。

　ヒルデガルドの身体が大きく流れて体勢が崩くずれる。

「せいっ！」

　すかさずその背中に、ジークルーネは木刀を叩き込む。

　吹っ飛んだヒルデガルドは地面に顔面から突っ込みかけるも、両手を突ついてくるりと猫ねこのように回転して事なきを得る。

「とりあえず試合としてはわたしの一本勝ちなのだが……」

　背中に文句の付けようのない一撃をお見み舞まいしたのだ。

　これが実戦だったならば、間違いなく致ち命めい傷しようであり、勝負はついたと言える。

「う～っ！」

　が、ジークルーネを睨みつけてくるその眼めには、憤ふん怒どの炎ほのおが燃えていた。

　明らかにこのまま終わりそうにはない雰ふん囲い気きである。

　そもそもこちらの言葉が聞こえているのかすら定かではなかった。

「《狼をまとうものウールヴヘジン》、か。まさしく、だな」

「ぐるぁっ！」

　木刀を拾う事も忘れ、ヒルデガルドは素す手でで飛びかかってくる。

　もはや獣そのものである。

　木刀で迎げい撃げきするのは簡単だが、手加減したものでは止まりそうにない。

　かといって、本気で打ち込んで期待の新人を大おお怪け我がさせるのも、出来れば避さけたいところだ。

「やれやれだ」

　ジークルーネも木刀を放ほうり捨て、殴りつけてきたヒルデガルドの右手首を掴つかむ。

　ついでその手を引っ張りつつ足を払はらった。

　ドスンッ！　うつ伏ぶせに転てん倒とうさせたところをすかさず背中に回りこみ、腕を極きわめつつ馬乗りになる。

「がああああああっ！　ああああっ！」

　当然、ヒルデガルドは暴れるが、ジークルーネは極めた右みぎ腕うでを捻り上げる。

　ギリギリギリ……。

「ぐあぅぅっ！」

　激痛に、ヒルデガルドの口から苦く悶もんの声が漏もれる。

　この調子でとりあえず落ち着くのを待とうとしたジークルーネだったが、

「ううう……うあああっ！」

「なっ!?」

　力任せに、ジークルーネを身体ごと押おしのけるヒルデガルド。

　華奢な体たい躯くをしているが、ジークルーネの腕わん力りよくはエインヘリアルの中でも上位である。

　ヒルデガルドは、体勢的にも力が入りにくいはずだ。

　にもかかわらず、力負けした。その事実に、ジークルーネは目を見開く。

「ぐるぁ！」

「ちぃっ！」

　ジークルーネの驚きよう愕がくさめやらぬ中、倒たおれたところに、体勢を立て直したヒルデガルドが拳を振り下おろしてくる。

　慌あわてて首を振ってよけたジークルーネだが、今度は蹴りが飛んでくる。

　両りよう腕うででなんとか防ぐも、吹き飛ばされた。

　地面を転がりつつ、その勢いを利用して立ち上がり構える。

「ふーっ！　ふーっ！」

　鼻息荒あらく、ヒルデガルドがこちらを睨みつけ、威い嚇かくしている。

　まだまだ戦う気満々のようだった。

　このまま戦い続けたところで負ける気はしないが、さすがのジークルーネも怪け我がをさせずに取とり押さえられる気がしなかった。

「本当にやれやれだ。骨の一本か二本は折らんとこれは止まらんな」

　ふうっと小さく息を吐くとともに、ジークルーネは意識を切きり替かえる。

　これは訓練ではなく、戦闘だ、と。

「っ！」

　今度はヒルデガルドが飛び離れる番だった。

　ジークルーネから発せられた殺気を、その野性の勘で鋭えい敏びんに感じ取ったのだろう。

　一歩ジークルーネが踏み込むと、ヒルデガルドも一歩下がる。

「おーい、ルーネ」

　そこに不意に、聞き覚えのある男性の声が降ふってきた。

　瞬間、ヒルデガルドの身体が跳ねる。

　それは考えての行動ではなく、反射的なものだったのだろう。

　野性の本能かジークルーネに勝てないことを悟さとり、彼女の気がわずかに自分から逸それたこの一いつ瞬しゆんを逃すことなく、この場からの離り脱だつを図はかったのかもしれない。

　だが、跳とんだ方向が最悪だった。

「くせも……きゃっ!?」

　咄嗟に勇ゆう斗との前に立ちふさがり、剣を抜ぬこうとしたフェリシアだったが、間に合わず蹴り飛ばされる。

「父上っ！」

　最愛にして心からの忠誠を捧ささげる少年の危機に、ジークルーネは慌てて駆け寄よろうとする。

　もはやいやおうもない。

　ジークルーネは刀の柄つかに手をかけたが、

「っ！」

　予想に反して、勇斗から飛びすさったのはヒルデガルドのほうだった。

　その顔には脂あぶら汗あせがぶわっと滲にじみ出し、ガタガタとその身体を震わせている。

　ジークルーネも、周囲の空気が変わったことに表情を険しくする。

「刺し客かくか？　誰だれの差さし金がねだ？」

　底冷えするような勇斗の声に、ヒルデガルドの身体がびくぅっ！　と痙けい攣れんする。

　勇斗の眼からは、明らかな怒いかりがほとばしっている。大事な副官をいきなり蹴り飛ばされれば、当然といえば当然のことだろう。

「く、くぅぅん」

　その視線の圧力に耐たえ切れなかったのか、ヒルデガルドがなんとも情けない声とともにその場に転がり、手足を曲げつつ腹を見せる。

　それはまさしく、犬が主人に対してよくやる服従の姿勢だった。







「はっ!?」

　気が付くと、ヒルデガルドは大地に寝ねそべって空を見上げていた。

　獣を解き放った後のことは記き憶おくが定かではない。

　ただ、今まで感じたこともないような強烈な恐きよう怖ふ感だけは、おぼろげに覚えている。身体の節々もズキズキと痛む。

「あいたた、お兄様！　お怪我はございませんか!?」

「俺おれはなんともない。フェリシアこそ大だい丈じよう夫ぶか？」

　聞き覚えのない男女の声が降ってくる。

　視線をずらしてそちらのほうに眼を向けると、見覚えのない男女が何やら話しているようだった。

　一人は金きん髪ぱつの、とんでもなく美しい女性だ。

　そしてもう一人は、黒くろ髪かみの少年である。

（って黒髪!?）

「し、失礼しました！」

　慌ててヒルデガルドは飛び起き、その場に片かた膝ひざをつき、頭を垂れる。

　この《鋼はがね》で黒髪の男と言えば、大宗主レギンアークの周す防おう勇斗以外に存在しない。

「今いま更さら取とり繕つくろったところでもう遅い。もう一度訊きく。誰の差金だ？」

　ゾクゥッ！

　静かながら、有う無むを言わさぬ威圧感を秘ひめた声だった。

　その凍いてつくような眼光に見据えられるだけで、身体がすくんで動けなくなる。

　自分を見下す人間は許せないとか、もはやそんなことはどうでも良かった。

　ただただ、目の前の少年が恐おそろしかった。

　ジークルーネと対峙した時も、それは強い重圧を感じたものだが、はっきりいって桁けたが違ちがう。

　カチカチカチカチと歯が鳴る。

「答えろ」

「あ、あわわ……」

　息苦しく呼吸さえ困難な有様で、声などろくに発せられなかった。

　しかも何を答えればいいのかもわからない。

　獣はいったい何をやらかしたのか。

　この場から逃にげ出したくて仕方がなかった。

　だというのに、自分を包つつむ空気がまるで鉛なまりのようで、足が大地に縫い付つけられたかのようにまったく動かない。

　あまりの恐怖に、頭がどうにかなりそうだった。

「うわっ!?」

　黒髪の少年が何か驚おどろいたようにたじろいだ。

　そこで初めて、自分の身を縛しばっていた視線の圧力が緩ゆるむ。

　慌てて口を開く。またあの視線で見据えられては、弁明さえできなくなる。

「あ、あたし、は、ジ、ジークルーネ組の新入りで、ヒ、ヒルデガルドと申します。ご、ご無礼を働きました。ひ、平にご容よう赦しや、を」

　たどたどしく噛かみながら言って、ヒルデガルドは地面に頭を擦すり付ける。

　状じよう況きようはよくわからないが、今はとにかく頭を下げ、許してもらうことが先決だった。

　それしか考えられなかった。

「ヒルデガルド？　ああ、ダーヴィド組に入ったというエインヘリアルだったな。ルーネのところに移っていたのか？」

「はっ。四日ほど前に」

　これはジークルーネの声だ。

　どうやら彼女も近くにいるらしい。

「父上に手を上げようとするなど、言語道断。うちの新入りがご迷めい惑わくをおかけ致しました」

「っ!?」

　ヒルデガルドの頭からサーッと血の気が引いていく。

　大宗主に手を上げようとした？

　そんな大それたこと、一発で死し刑けい確定の所業ではないか！

（終わった。あたしの人生、ここで終わった……）

　絶望に打ちひしがれるヒルデガルドであったが、

「本来ならば、その罪、死をもって償つぐなわせるべきではございますが、その責は監かん督とくしきれなかったわたしにあります。罰ばつするならまずはわたしを」

　ジークルーネの言葉に、はっとヒルデガルドは顔をあげ目を向ける。

　我ながら、組に入ってからの態度はひどかったと思うが、それでも自分を助けようとしてくれているらしい。

　さすがにこれにはヒルデガルドも感動を覚える中、勇斗が小さく嘆たん息そくする。

「お前を罰せられるわけないだろう。いまいち事態が掴めないけど、この娘こ、敵じゃあないんだな？」

「はっ。それは間ま違ちがいなく」

「そっか。んじゃとりあえず身み柄がらはお前に預けるわ」

「寛かん大だいなご判断、ありがとうございます」

「でも、なんで俺に襲おそいかかってきたんだ？」

「実力を測るため少々揉もんでやっていたのですが、どうもこの娘、ルーンの力を最大限に発揮すると、我を忘れるようでして」

「はぁ？　そりゃまた面めん倒どうなルーンだな」

「御ぎよ意い。ただ身体能力には目を瞠みはるものがあります。制せい御ぎよできるようになれば、わたしに匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がするやもしれません」

「へえ。ルーネにそこまで言わせしめるとは、相当な逸いつ材ざいじゃないか」

　興味深げに、勇斗がこちらを見つめてくる。

　先程までのような重く鋭するどい威圧感はない。

　だが、弱小氏族に過ぎなかった《狼おおかみ》の出ながら、瞬またたく間まに大国《鋼》を築き上げた英えい傑けつらしく、思わずひれ伏ふさずにはいられない貫かん禄ろくと風格が漂ただよっていた。

「まあ、さっきのことは気にするな。失敗は誰にでもある。俺も気にしてない」

　ぽんっと頭に手を置かれ、わしゃわしゃと撫なでられる。

　他の誰かにこんなことをされたら烈れつ火かのごとく怒っていたに違いないが、不思議とこの少年にはわずかの怒りも湧わかなかった。

　むしろ安心感と心ここ地ちよさが心の中に広がっていく。

「頑がん張ばれよ。期待している」

「は、はは、はいぃっ！」

　裏返った甲かん高だかい声で、ヒルデガルドは叫さけぶ。

　その声に大宗主は少々驚いたようだったが、小さく微ほほ笑えんでくれた。

　その顔を見た瞬間、ドクンッ！　とヒルデガルドの心臓が大きく脈打つ。

　胸に何かがこみ上げてくるのを感じながら、ヒルデガルドはうっとりと恍こう惚こつとした表情で勇斗を見上げていたが、

「あ～、もう行っていいぞ？」

　やや引ひき攣つった顔で、そっぽを向きつつ大宗主が言う。

「えっ!?　あっ！　お、お忙いそがしい中、お手間をとらせて申し訳ございませんでした」

「いや、そういうことじゃなくて、な。その、な。濡ぬれた服は気持ち悪いだろう？」

「へ……？　～～っ!?」

　言われて、股こ間かんのあたりに張り付く濡れた生温かい感かん触しよくに気づく。

　足あし下もとにはなぜか水たまりめいたものもできていた。

　こ、これはまさか……。

　そういえば、勇斗の威い圧あつが突とつ然ぜん緩ゆるんだ時があったが、まさかあの時に？

　思わずヒルデガルドは右を振り向むく。

　見物の親衛騎団の面々がいた。

　左も振り向く。

　やはり親衛騎団の面々がいた。

　恐怖に下がっていた血の気が、カーッと顔に逆流していく。

「し、失礼致します！」

　いてもたってもいられず、ヒルデガルドは全速力で脱だつ兎とのごとくその場を走り去ったのだった。







　聖塔フリズスキヤールヴの頂上に佇たたずみながら、ヒルデガルドはぼんやりと夕日に染まるギムレーの町並みを眺ながめていた。

　カーカーとカラスの鳴き声が、妙みように物もの寂さびしく耳に響ひびく。

　とりあえずさすがに服は着き替がえた。

　だが、狭せまい部屋に一人でいることに耐えられず、すぐさま飛び出だし、あてもなくふらふらうろついた果てに、ここにたどり着いていた。

「いっそここから飛び降りてしまえたら、楽になるのかな……」

　物ぶつ騒そうな呟きが漏れる。

「でも、そうしたらあたしは、公衆の面前でおしっこ漏らしてそれを苦に自殺した女、で終わる、のよね」

　不意に脳のう裏りに、足下に広がる水みず溜たまりの光景が浮かび、ジタバタジタバタ足を踏み鳴ならし頭を掻きむしる。

「よりにもよって、大宗主様の前で、あんな……あんな……っ！　わーっ！　わーっ！　わーっ！」

　意味もなくただ叫ぶ。

　そうせずにはいられないのだ。

　思い出しては身み悶もだえ、思い出しては身悶え、ここへ来てからずっと、そんなことを繰り返していた。

「そうだ！　旅に出よう。誰もあたしのことを知らない土地で再起をはかろう。うん、それがいい」

「いやいや、よくはないぞ」

「ジークルーネ……様」

　制止の声に振ふり返かえると、銀髪の少女がうんと頷うなずき、隣となりに腰こし掛かけてくる。

「こんなところにいたのか。捜さがしたぞ」

「放っておいてくれればよかったのに」

「そういうわけにもゆかぬ。お前はうちの期待の新人だからな」

「慰なぐさめはいりません」

　ほっぺたを膨ふくらませ、ヒルデガルドはぷいっとそっぽを向く。

「別にそんなつもりはない。わたしは世辞は言わぬ。というか言えぬ」

　むっつりとした顔で、淡々とジークルーネは言う。

　確かにその無愛想さからは、世辞が言える人物には思えない。

　だが、納得もいかなかった。

「あたし、ぜんぜん手も足も出なかったじゃないですか！」

　記憶に残っている限りでは、まさしく赤子の手を捻ひねるがごとく簡単にあしらわれていた。

　顔色一つ変えさせることが出来なかった。

「そうでもない」

　言って、ジークルーネが肘ひじほどまでもある籠こ手ても兼かねた革かわ手て袋ぶくろを取ると、肘と手首のちょうど真ん中あたりに、くっきりと青あお痣あざが出来ていた。

「お前に蹴けられてこうなった」

「す、すみません」

　咄とつ嗟さに謝あやまりつつも、そんな記憶が頭のどこにもない。

　おそらくは『獣』を解き放っていた間のことだろう。

　木刀での模も擬ぎ戦せんだったというのに、蹴ってどうする？　とヒルデガルドは頭を抱かかえたくなる。

「謝ることはない。訓練中の怪我など日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。とは言え、うちの組で、わたしに手傷を負わせたのはお前が初めてだが、な。誇ほこるがいい」

　ポンッと頭に手を置かれ、わしゃわしゃと撫でくり回される。

「や、やめてください」

　思わずヒルデガルドは身体を反らして、ジークルーネの手から逃のがれる。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たに虚こ空くうに手を置きつつ、ジークルーネがきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「ん？　気に入らなかったか？　わたしは父上に褒ほめられる時、こうされると気持ちいいので真ま似ねてみたのだが」

「た、確かに大宗主様のはとても心地よかったですが……今のは子供扱あつかいされたようで不快です」

「ふむ、難しいな。撫で方かた一つとっても、やはり父上は偉い大だいであったのだな」







[image: ]







　自らの手を凝ぎよう視ししつつ、ジークルーネはうむと感心したように頷いている。

　その様子に、ぷっと思わずヒルデガルドは吹き出す。

　冷れい徹てつで無愛想で遠えん慮りよ呵か責しやくなく、勇斗を除く誰に対してもそんな態度から『氷の華はな』と謳うたわれる彼女が、そんなしょうもないことで悩なやんでいる姿が、少々滑こつ稽けいだったのだ。

「ん？　何かおかしなことでもあったか？」

「ああいえ、当代の『最も強き銀狼マーナガルム』に手傷を負わせた栄えい誉よを噛み締しめていたのです」

　さすがに正直に理由を説明するわけにもいかず、ヒルデガルドは言い訳する。

　と言っても、これも嘘うそというわけではない。

　これまで誰も成なし遂とげたことがないことを叶かなえた、というのはやはり誇らしかった。

「うむ。本当に大したものだぞ。だからこそ、わたしとしてはお前をよそにやるわけにはいかんのだ。さすがに今すぐにというわけにはいかんが、いずれ父上の直じか盃さかずきをいただけるよう取り計ってやってもいいと思ってるぐらいだ」

「ま、真まことにございますかっ!?」

　ぐりんっとムチ打ちになりそうな勢いで首を振り、ヒルデガルドは叫ぶ。

「うむ、わたしは嘘は言わぬ」

「ふぁぁ」

　思わず感動のため息が漏れる。

　大宗主周防勇斗の直盃と言えば、傘さん下か氏族の宗主と肩かたを並べるということである。とんでもない出世だ。

　他所へ行っても、まずこれほど破格の盃さかずきはもらえまい。

　それに、先程見た大宗主は、それはもう凛り々りしくて、格好良かった。

　あのひとのそばに仕えられるなら、多少の恥はじは目をつぶろう。

　ヒルデガルドはそう心に誓ちかう。

「わ、わかりました。今後共、よろしくお願い致します。ジークルーネ様！」

「うん、そうか。それはよかった。だが、それはそれとして、だ」

　ジークルーネがうんうんと頷いた後、ピッと人差し指を立てる。

　ついで有無を言わさぬ口調でこう言った。

「父上に手を上げようとした罪は、贖あがなってもらわねばならん。フェリシアも怪我をしたしな」







「おい、ヒルダ！　水もってこい水！」

「は、はい。ただいまーっ！」

　返事をして、ヒルデガルドは詰め所しよを飛び出す。

　そのまま近くの井い戸どまで駆かけ寄り、せっせと縄なわをたぐって水を汲くみ上げ、桶おけへと移し、詰め所に戻もどる。

　土器で水をすくっては先せん輩ぱい方がたの前に置き、すくっては置く。

　ようやく皆みなに配り終えたところで、

「馬小屋の掃そう除じ、ちゃんとしとけよ。便所掃除も。わかったな？　お漏らし娘」

「くっ！　……わ、わかりました」

　恥ち辱じよくに顔が真っ赤に染まるも、ヒルデガルドはグッと堪こらえて頷く。

　お漏らし娘。

　わずか一日で、その呼び名はジークルーネ組に定着していた。あの試合の場には、組の主だったものがいたのだから、当然といえば当然のことである。

（覚えてろよ。絶対に見返してやるからなー！）

　心の中で憤怒の炎を燃やし、今日もヒルデガルドはバラ色の明日を夢見て下したっ端ぱな日々を送る。







「お久しぶりです、陛下！　病に臥ふせっていると聞き、心配いたしましたが、お元気そうな姿を拝見でき、臣、心より安あん堵どいたしました」

　ファグラヴェールは片膝と拳こぶしを床ゆかに突き、口上を述べる。

　神都グラズヘイムの北を守る十大列強の一、《剣》の宗主パトリアークである。現神帝シグルドリーファの乳兄弟であり、帝国への忠誠心にかけては右に出る者なしと言われている。

　その見る者全てがはっと息を呑む美貌と、そこからは想像もつかぬ戦場での苛烈にして巧みな采配から、『光武王』の二つ名で西の『虎心王ドールグスラシル』と並び称される名将だった。

「うむ、よく来た。遠いところはるばる大義である」

　御み簾すの向こうで、神帝リーファが鷹おう揚ように頷き言う。

　その声に、ファグラヴェールはわずかの違い和わ感かんを覚えた。

　リーファの声であることは、間違いない。共に育った自分が聞き間違うはずもない。

　だが、まるで別人のように遠い感じがしたのだ。

「そういえば、ハールバルズ殿どのとの結けつ婚こんが延期になったと聞きましたが……」

「ああ、まだ身体からだが本調子ではなくてのぅ」

「っ!?」

　ファグラヴェールはうつむきつつ眉まゆをひそめる。

　リーファの声には、無念そうな響きがあった。

　リーファは心からこの結婚を嫌いやがっていた。

　蛇だ蝎かつのごとく、婚こん約やく者しやであるハールバルズのことを嫌きらっていた。

　その彼女が結婚の延期を喜びこそすれ、残念がるなどありえないことである。

「そんなことより、おぬしの治める地の西のあたりが、にわかに騒がしいみたいじゃの？」

「はっ。ここ最近、《鋼》は躍やく進しん著いちじるしいようですね」

「うむ、まったくもって鬱うつ陶とうしい限りよ」

「……はっ」

　わずかの逡しゆん巡じゆんの後、ファグラヴェールはとりあえず頷いておく。

　いよいよもっておかしいと、疑念がうずまく。

　イアールンヴィズでのことは、部下から報告を受けている。

　宗主周防勇斗のことを、リーファはにくからず想おもっていたはずだ。

　それがいったいどうしたというのだ!?

「このままでは、我わが帝てい国こくの大いなる脅きよう威いとなる。もはや一刻の猶ゆう予よもない。早々に手を打たねばならぬ。そうは思わぬか？」







ACT 4







　最初に彼が自分の前に舞まい降おりてきてくれた時から、フェリシアは何か特別なものを感じていた。

　もはやそれは理り屈くつではなかった。

　言葉もろくに話せず、戦う術すべも知らず、身体も弱く寝込んでばかり。

　皆が彼かれを『無駄飯喰らいスコル』と嘲あざ笑わらうようになっても、フェリシアの想いはわずかも揺ゆらがなかった。

　大きな声ではとても言えないが、むしろその頃ころのほうが良かったと思う時さえしばしばある。

　少なくともまだあの時は、勇ゆう斗とを自分が独ひとり占じめできた。

　優やさしく誇らしい兄がいた。

　今から思えば、あの頃が一番幸せな時間だったような気がしてならない。

　だが、そんな穏おだやかな日々は、長くは続かなかった。

　皆が蔑さげすんでいた少年は瞬く間に出世を遂げ宗主パトリアークとなり、自分は大罪人の妹となった。

　侮ぶ蔑べつ、嘲ちよう笑しよう、憐れん憫びん、疑ぎ惑わく……様々な嫌な視線を向けられた。

　勇斗の床とこに侍はべって今の地位を得たのだとあらぬ噂うわさも立てられた（そうだったらどれほど良かったことか！）。

　しかし、この時さえも、彼かの女じよにとっては決して悪くはなかった。

　副官として、彼の最も側そば近くにいられたのだから。

　やがて勇斗は敵の手により天の国へ強制送そう還かんされ、予期していなかった別れが訪おとずれたが、それでも彼はこの世界を選び、戻ってきてくれた。

　多少時期は前後するが、幼おさな馴な染じみの少女を連れて。

　その少女は、実にかわいいひとだった。

　それでいて、王の隣に立つのに相応ふさわしい器うつわの持ち主だった。

　認めることは、できた。

　笑え顔がおも作れたと思う。

　優しくも、出来たと思う。

　子が出来たと聞いた時には、心から喜びもした。

　覚かく悟ごも、していた。

　自分ではダメなのだと、諦あきらめてもいた。

　この胸の痛みも、いつかは収まると思っていた。

　だが、日を追うごとに、苦しくなるばかりだ。







「フェリシア、ちょっといいか？」

　朝、フェリシアが自室で身み支じ度たくを整えていると、隣の主あるじの部屋より声が響いた。

　いつもより随ずい分ぶんと早い。

　少々驚きつつも、フェリシアは櫛くしを机に置き答える。

「おはようございます、お兄様。どうされました？」

「美み月つきが熱があるみたいなんだ。ちょっと診みてもらえるか？」

「っ！　わかりました」

　寝ね間ま着きのまま、フェリシアは勇斗たちの部屋へと駆け込む。

　主の婚約者の大事に、しかも御み子こまで授さずかっているのだ、格好など気にはしていられなかった。

　寝しん台だいでは、赤くほてった顔の美月が、苦しそうに荒い息をついていた。

「あー、フェリシアさん、朝からなんかすみません」

「お気になさらず。誰しも病ぐらいかかります」

　言いつつ、フェリシアは寝台に駆け寄り、美月のおでこに手を添そえる。

　熱い。

　妊にん娠しん中は体温が上がるものだが、それを差し引いてもかなりの高温である。

「それでは診させてもらいます」

　目ま蓋ぶたを閉じ、心の目で神力アースメギンの流れを観みる。

　とりあえず他の者の神力アースメギンは感じない。いや、正確にはフェリシアの《グレイプニル》の気配は感じるがそれだけで、他の何者かに呪のろいの秘法をかけられたというわけではなさそうである。

「美月様、頷くだけでけっこうです。喉のどがお痛くありませんか？　あと、おそらく頭も」

「っ！」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔の後、美月がコクコクと頷く。

　なんでわかったのか、とその顔に書いてあった。

「頭と喉の神力アースメギンの流れに乱れが見えます」

　神力アースメギンとは、エインヘリアルの神秘的な力の源であり、かつ、生命を生命足らしめている力でもある。







[image: ]







　エインヘリアルは格段にこの神力アースメギンの量が多いが、一いつ般ぱんの人々も、生きている以上、微び弱じやくながら誰しも持っているものだ。

　その流れが乱れているところは、自然、不調が現れるのである。

「へぇ、神力アースメギンからそんなこともわかるんだ～」

　感心したように美月は目をパチクリさせている。

　彼女自身、双そう紋もんのエインヘリアルであり、まだまだ技量的には未熟ながら、秘法使いでもある。

　神力アースメギンの使用法に興味があるのだろう。

「何かが悪さをしているのでしょう。まあ、大した感じではありませんので、二～三日もすれば治るかと」

「何かが悪さを、ですか？　怖こわいなぁ、なんだろ」

「ははっ、心配するな。大したことないって話だし、多分、普ふ通つうに単なる風か邪ぜのウィルスだろ」

「ああ、なるほど、そういうことかぁ」

　美月が納なつ得とくしたように、安堵の吐と息いきをつく。

　フェリシアも以前、勇斗から病気というのは、目にも見えない小さな小さな生物が身体の中に入って悪さをしているからだ、と教えられていたのを思い出す。

　その時まで、悪あく霊りようの類たぐいだとフェリシアは思っていたので、とても驚いたものだ。

「だいたい症しよう状じようはわかりました。すぐに薬を煎せんじて参ります」

　万ばん事じに精通するフェリシアだが、薬草の知識は中でも得意分野である。

　勇斗が病気になった時、あるいは毒が塗ぬられた武器などで傷つけられた時のため、その手のことが書かれた粘ねん土ど板ばんは折りに触ふれ読よみ漁あさっていた。

　症状からみるに、クワの根を乾かん燥そうさせたものが良さそうである。フェリシアの部屋の薬草箱の中にあったはずだ。

「あ、待って！　待ってください」

「はい？」

　早さつ速そく取りに行こうとしたところで、美月に強く呼び止められる。

「お薬は、その、できれば飲みたくないんです」

　美月は何かを守るように、自らのお腹なかに手を置く。

　少しだけ、チクリとフェリシアの胸が痛む。

　だが、それ以上に、自らの苦しみより勇斗の子を優先する、美月の心意気を好ましいとも思った。

「なるほど。確かに大人向けのお薬は、赤あかん坊ぼうには薬効が強すぎる時もありますからね」

「はい。気にしすぎかもしれませんけど」

「いえ、お気持ちはよくわかります。では、祈き祷とうのみで」

「へ？」

　美月がきょとんとした顔をする。

　ついで、何かを訴うつたえかけるような目を勇斗に向ける。

　彼は苦く笑しようとともに肩をすくめ、

「まあ、気持ちはわかる。けど、呪歌ガルドルとか秘法セイズがあるんだ。インチキじゃないから安心しろ。けっこう痛みが引いて楽になるぞ。俺も体験してるからな」

　ポンポンと自らのお腹を叩たたく。

　ユグドラシルに来た当時、彼も幾いく度どとなくお腹を壊こわし、その度たびに祈祷を行っていたのがフェリシアだった。

　勇斗がフェリシアがいなければ自分は死んでいた、と言う所以ゆえんである。

「え、ええと、じゃあ、そのお願いします」

　おそるおそるといった体で美月。

　半信半疑だが、勇斗が言うのなら、といったところか。

　なんとなく昔の勇斗を思い出す。

　彼も最初の頃は、祈祷をうさんくさい目で見ていたものだ。

「はい。では力を抜ぬいてくださいませ。あまり硬かたくならずに、心安らかに」

　言って、フェリシアは美月の頭と喉に手のひらをかざす。

　前述のように、神力アースメギンの流れが乱れているから、そこに不調が発生するのである。

　ならば、それを整えてしまえば、そのウィルスとやらまでは取とり除のぞけなくても、痛みは和やわらぐはずである。

「大いなる父ユミルよ。母なるアングルボダよ。清き流れに……くっ!?」

　誓せい詞しとともに、フェリシアは美月の神力アースメギンに自らの神力アースメギンを同調させようとして、すぐさま中断して飛とび退のいた。

「はあ……はあ……はあ……はあ……」

「ど、どうしたフェリシア!?　顔が真っ青だぞ。も、もしかして重い病気だったのか!?」

「い、いえ、違います。それはご心配なく。ただその、ミツキお姉様の神力アースメギンが圧あつ倒とう的てきすぎて、呑み込まれそうになりまして……」

　正直、かなり危なかった。

　未熟とは言え、美月は双紋のエインヘリアルだ。その体内を巡めぐる神力アースメギンの量は膨ぼう大だい極きわまりない。

　まさしくそれは激流以外の何物でもなく、寄より添おうとした瞬しゆん間かん、意識全すべてを持って行かれそうな、そんな恐怖に襲われた。

　あと一秒、中断するのが遅おくれていたら、まさしくその通りになっていただろう。

「申し訳ございません。わたくしごときの力では、どうも無理なようです」







「はぁ……」

「また溜ため息いきか。あんまり気にするなよ。相手が双紋のエインヘリアルじゃ仕方ねえだろ」

「わかっては、いるのですが……」

　勇斗の労いたわりの言葉をありがたくは感じつつも、フェリシアの心は晴れなかった。

　ここのところ、自らの力不足を痛感させられることばかりである。

　勇斗の再召喚に失敗し、模擬戦とは言え、スカーヴィズにまったく手も足も出ずという完敗を喫きつし、先日は新米のエインヘリアルに不覚を取り、今日は本来さほど難しくないはずの病の苦しみを和らげることさえ出来なかった。

　フェリシアは自らが器き用よう貧びん乏ぼうであり、その道の達人にはまるで及およばぬことぐらい、もちろん自覚している。

　とは言え、それなりの域には到とう達たつしているはず、という自負はあったのだ。それがポッキリと折られ、どうにも自己嫌けん悪おが止まらなかった。

「とりあえず今は仕事に集中しようぜ。美月からもそう言われたしな」

「……はい」

　勇くんが休むと困る人がたくさんいるでしょ、と半ば無理やり美月に寝しん室しつから追い出された二人である。

　エフィーリアは学校なので、今は他の侍じ女じよが付いていてくれるはずだが、やはり心配ではあった。

「よしっ、がんばりましょう」

　ピシャッと両りよう頬ほおを叩き、フェリシアは気合を入れ直して、粘土板に目を通す。

　日々、勇斗宛あてに送られてくる書簡は数多い。

　それらの内容を確かく認にんし、勇斗に伝えるのが副官たるフェリシアの今の仕事である。

「《炎ほのお》からの書簡ですね」

「あー、そういや《豹ひよう》征せい伐ばつ中、《雷いかずち》とやりあってたらしいな」

　勇斗がわずかに顔をしかめる。

　結果は《雷》の勝利、《炎》はワガネア砦とりでを奪うばわれたと報告を受けている。

　義ぎ理り堅がたい勇斗のことである。あの程度の贈おくり物もので、ずいぶん割に合わない目に遭あわせてしまったと罪悪感があるのだろう。

「読み上げます。『近々我ら《炎》は《雷》に対し戦いくさを起こす。その折には貴き殿でんらにも兵を起こしていただきたい。牽けん制せいだけでけっこう。矛ほこを交まじえまでする必要はなし。《炎》の宗主』……あ～、なんと読むのでしょう、これ？」

「ん、どうした？　字が潰つぶれたりしてたか？」

「いえ、そういうわけではなく、何かの意い匠しようでしょうか？　書かれてる文章もひどくおかしかったですし。どうやら《炎》の宗主は突とつ飛ぴなことがお好きな方のようですね」

「あー、そういや、例のなになにに伝えよ、我、なになには言う、って枕まくら詞ことばなかったな」

「はい。でも正直、失礼すぎるかと思います」

　ムッと眉をひそめ、不ふ機き嫌げんを露あらわに語気を強めてフェリシアは言う。

　名実ともに大宗主レギンアークとなった勇斗に、こんな無礼な書簡を送ってくるなど馬ば鹿かにしているようなものである。

　温和な彼女には珍めずらしく、本気で怒いかりを覚えていた。

「まあまあ。《炎》に借りがあるのは確かだ」

　一方の勇斗は、まったく気にした風もなく、書簡の内容の検討に入っている。

　この度量の広さにフェリシアは王の器を見るが、それだけに余計にますます《炎》の宗主への怒りも募つのる。

「ことがことだ。フェリシア、ギムレーにいる幹部たちを招集しろ。評定を行う」







「《雷》を《炎》と挟きよう撃げきですか。いいですね。腕うでが鳴ります」

《炎》からの援えん軍ぐん要よう請せいを伝えると、そう勇ましく賛成を表明したのはジークルーネである。

　先の《雷》との戦いでは、勇斗の空城計により辛からくも追おい払はらったものの、『第一次エーリヴァーガル川の戦い』で奪った土地は軒のき並なみ取り返されてしまった。

　結果だけを見れば、ギムレーにまで攻せめこまれ、土地を荒あらされた分、こちらの負けが込んでいるとも言える。

　特にジークルーネはステインソールと三み度たび矛ほこを交え、その度に完敗を喫している。

　その鬱うつ憤ぷんを晴らす絶好の機会と思ったのだろう。

「そうだな。いい加減、あの馬鹿とやりあうのにも飽あきた。黙だまらせるいいチャンスだとは思ったんだが……」

　勇斗も同意とばかりに頷きつつも言葉を濁にごし、視線を若頭かしらのリネーアへと向ける。

　自然、周囲の視線も彼女へと向かう。

　リネーアは考えこむように深刻な顔で机の一点を凝視していたが、キッと顔を上げ毅き然ぜんと言う。

「ボクは、反対です。今の《鋼はがね》の食しよく糧りよう事情で、大規模な軍事行動を起こすのは民たみに相当の負担を強しいることとなります」

「やはり苦しいか」

「はい。現時点でもぎりぎりです。今、市場に流通している食糧を買かい占しめれば、飢うえる者が続出します。財政的にも、正直、かなり厳しいかと」

「ここのところ、戦続きだったからな」

　苦々しげに、勇斗が溜息をつく。

　武器・食糧を揃そろえ、連れて行く兵士たちにも、命をかける以上それなりの報ほう酬しゆうを支し払はらわねばならない。戦をするには、莫ばく大だいな費用がかかるのだ。

　この春からこっち、短期間の間に三度も大規模な戦争があったにもかかわらず、得たものがほとんどないというのが実情だ。

　一応、アールヴヘイム西部の広大な土地を手に入れはしたが、焦しよう土ど作戦により現状、負担が増しているだけな感がある。

　いかに《鋼》がガラス工芸や紙など他にはない特産で儲もうけているといっても、いい加減、限界というものだった。

「うーむ。とは言え、この好機をみすみす見み逃のがすのも、もったいありませんなぁ」

　腕を組み、眉み間けんにしわを寄せて難しい顔で言うのは、ヨルゲンである。

《狼おおかみ》では勇斗の右みぎ腕うでとして政務に辣らつ腕わんを振るい、今も《鋼》の若頭補佐ほさの要職にある男である。リネーア同様、今の《狼》の現状を知り抜いているはずだが、それでもなお、この話の旨うま味みに心動かされているようだった。

「……そうなんだよなぁ」

　言って、勇斗は頬ほお杖づえを突つき、悩ましげに嘆たん息そくする。

　戦場でのステインソールはまさに無敵の存在だ。あの化け物と真正面からやりあって勝つのは、至難の業わざと言える。

　ゆえに多方面から攻めこみ、戦場の規模を広げ、その影えい響きよう力りよくを落とす。

　それが対《雷》の基本方針である。

《炎》との共同作戦は、その意味では渡わたりに船と言えた。

「会議中のところ、失礼致いたします！」

　緊きん張ちよう気味な声とともに、若い兵士が駆け込んでくる。

　彼は一目散にフェリシアの下もとへ行き、手に持っていた紙し片へんを渡すと、一礼してそそくさと退室していく。

「っ！」

　ざっと目を通し、フェリシアはぎょっと目を剥むく。

「なんと書いてあった？」

　頬杖から身体を起こし、勇斗が問う。

　そのまとう空気の鋭するどさが増している。フェリシアの様子から、ただごとでないことをある程度、察したようだった。

「《炎》に滞たい在ざい中のギンナル殿からです。《炎》が再び《雷》に対して兵を起こした、と」

「ぷっ、ははっ、そりゃまた随分とせっかちなことだ」

　勇斗は目を丸くし、ついで吹ふき出す。

　一方、怒りを露わにしたのがヨルゲンである。

「笑い事ではございませんぞ、親おや父じ殿どの！　返答も待たずに進しん撃げきするなど、我らを舐なめているというしかございません！」

　その言に、フェリシアも大いに頷いたものである。

　先に届いた書簡と言い、まったくもって失礼極きわまりないというしかない。

「まあまあ、落ち着け、ヨルゲン」

「これが落ち着いていられますか!?　事は《鋼》の面メン子ツに関かかわることですぞ」

「いや、落ち着いたほうがいいと思うぞ。俺おれたちの返答を待たずに兵を起こしたということは、すなわち、俺たちの助力を当てにしていないということだ」

「だから、それが我らを軽かろんじていると……」

「《炎》はすでに《雷》と一戦交えている。つまり、ステインソールあの馬鹿の力を目まの当あたりにしているということだ。それでも、俺らの力はいらないというんだ」

「っ！」

　ヨルゲンがはっと目を見開く。

　静まり返った室内に、ヨルゲンをはじめ、幾いく人にんかのゴクリと唾つばを飲み込む音が妙みように響ひびき渡る。

　おそるおそるフェリシアが挙手しつつ言う。

「……この書簡同様、自分たちの力を過信し、虎心王ドールグスラシルの力を侮あなどっているだけでは？」

　ステインソールの人じん智ちを超ちよう越えつした強さを、フェリシアは戦場で嫌というほど思い知らされている。

　新旧二人の『最も強き銀狼マーナガルム』を含ふくむエインヘリアル七人がかりでもあっさり跳はね返されたことは、もはやトラウマにさえなっていた。

　あの怪かい物ぶつが、勇斗以外の誰だれかに戦場で敗れるなど、正直、想像すらつかない。

「その可能性も否定できないな。まあ幸い、牽制だけでいいという話だ。こっちとしてもそれで借りを返せる。《炎》が勝とうと負けようと、《雷》が消しよう耗もうすることは間ま違ちがいない。けっこうなことじゃないか」

　勇斗がニヤリと口くちの端はしを吊つり上あげる。

　基本的には優しく温和で戦いとは縁えん遠どおそうな性格の勇斗だが、時折こういうしたたかな面を覗のぞかせる。

　でなければ、この年で、ビフレストからアールヴヘイム一帯を支配する覇は者しやになどなれようはずがない。

「リネーア！」

「はいっ！」

「どれだけなら、兵を動かしても問題ない？」

「え～っと、そうですね。二〇〇〇、いえ、三〇〇〇までならなんとかしてみせます」

　少し考えこんだあと、リネーアは言う。

　声には出ださなかったものの、フェリシアは思わず舌を巻く。

　国内の食糧事情に関する資料には、フェリシアも一通り目を通している。ギリギリどころか、むしろ足りなかったぐらいである。

　そんな状態から三〇〇〇もの兵を養う食糧を捻出するなど、正直信じられない。

　だが、強がりを言う少女ではない。

　出来るというからには出来るのだろう。

「よし、ではルーネ！」

「はっ！」

「兵三〇〇〇を率いて《雷》領へと攻め入いれ。ただしあくまで牽制だ。深入りはするなよ。特にあの馬鹿が出てきたら即そつ行こうで逃にげろ」

「はっ！」

　きびきびとした返事であったが、ほんのわずかだがジークルーネの返事が遅れていたことに、フェリシアは耳みみ聡ざとく気づく。

　彼ひ我がの戦力差がわからぬジークルーネではない。彼女とて、ステインソールに敵かなわないことは百も承知であろう。

　そう頭ではわかっていても、納得できるかどうかは別である。

　他でもない勇斗に、ステインソールには敵わないと言われたのだ。勇斗の剣を自じ認にんする彼女には、忸じく怩じたるものがあったのだろう。

　勇斗もそんな彼女の心情を察したようだ。近づき、くしゃくしゃっと頭を撫なでる。

「お前を信しん頼らいしていないわけじゃない。むしろ頼たのみにしているからこそ、万が一にもこんな小こ競ぜり合あいでお前を失いたくないんだ」

「はいっ！」

　威い勢せいよくジークルーネは返事をする。

　傍はた目めにはいつも通りの無表情だが、付き合いの長いフェリシアにはわかる。すっかり機き嫌げんが直っている。

　現金なものだとフェリシアは思う。もっとも彼女も勇斗の言葉で一いつ喜き一いち憂ゆうしているので、あまりひとのことは言えないが。

「あ、あの、兄、じゃなかった、父上！」

　不意にリネーアが、慌あわてたように、裏返った声をあげる。

「ん、どうした？」

「そ、その、兵三〇〇〇の糧りよう食しよくを捻ひねり出すのは、けっこう大変なのです」
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「ああ、じゃあ二〇〇〇とかに減らしたほうがいいか？」

「あ、いえ、そういうわけではなく、その、ボク、頑がん張ばります！」

「うん、お前には苦労をかけるが、なんとか頑張ってくれ」

「……はい」

　シュンと先さき程ほどまでの威勢はどこへやら、リネーアががっくりと肩を落とす。

　意味がわからず首を傾かしげる勇斗に、フェリシアはふふっと笑えみをこぼしつつ言う。

「お兄様。リネーア殿も頭を撫でてもらいたいのですよ」

「へ？」

　言われて、勇斗がもう一度リネーアのほうを振ふり向むくと、彼女はカーッと顔を真っ赤にしつつうつむく。

　だが、すぐにキッと意を決したように顔を上げ勇斗を見つめて叫さけぶ。

「ぜ、ぜひお願い致します！」

「あ、ああ。まあ、別にいいけどさぁ。ねだるなら、他にもっといいものあるだろうに」

　なんとも不思議そうに首をかしげつつも、勇斗はスタスタとリネーアへと歩み寄り、ぐしゃぐしゃっと頭を撫で回まわす。

　勇斗の位置からは見えないが、その手の下では、リネーアがなんとも嬉うれしそうに顔をはにかませている。

「これもお兄様の王者の資質、なのでしょうね」

　微ほほ笑えましげにそれを見つめ、フェリシアはつぶやく。

　リネーアにジークルーネ、それぞれ《鋼》の文武の頂点に立つ二人が、たかだか頭を撫でてもらうだけで大張り切りになるのだから。

　本来、褒ほう美びには金銀財宝や領地、地位を与あたえて報むくいるものだが、なんとも安上がりにも程ほどがあった。







　会議を終えた後、時間が少し空いたので、勇斗とフェリシアは美月の見み舞まいに訪れていた。

　そーっと扉とびらを開けて、フェリシアが寝台をうかがう。美月が寝ねていたなら起こさないようにという配はい慮りよだ。

　室内は薄うす暗ぐらいが、エインヘリアルであるフェリシアは夜目がきく。

「どうやらお眠ねむりのようですね」

「そうか。じゃあ静かに、な」

　勇斗もちらりと部屋の中を覗きつつ、ひそひそ声で言う。

　病は寝るのがなによりの薬だ。

　寝ているところを起こしてしまっては、本ほん末まつ転てん倒とうもいいところである。

「？」

　物音に気づいたのだろう、看病のため付つき添っていた者が振り返かえり、ペコリと一礼する。

　年としの頃は二〇代後半ぐらいだろうか。落ち着いた雰ふん囲い気きの、なかなかの美女である。

「ラフィーナ、美月の様子はどうだ？」

　歩み寄り、勇斗は小声で問いかける。

「まだかなり熱がございますね。お食事を済ませられ、先程お眠りになられたばかりにございます」

「そうか。ずっと付いていてくれたのか？　看病ありがとな」

「いえ、奥おく方がた様にはありがたくも娘むすめを寵ちよう愛あいしていただいておりますし、このくらい当然のことにございます」

　そういうラフィーナの顔には、どこかエフィーリアの面おも影かげがある。

　いや、この場合、娘であるエフィーリアのほうが母であるラフィーナによく似ているというべきか。

　エフィーリアも将来はこのような美人に育つのかと思うと、一〇年後が恐おそろしいフェリシアである。

「とりあえず食欲はあるみたいだな」

　脇わきに置かれた茶ちや碗わんを見やり、ほっとしたように勇斗はつぶやく。

　ラフィーナの言う通り、本当に先程食べたばかりなのだろう。空っぽの茶碗に濡ぬれた跡あとが残っている。

　つわりに苦しんでいた美月だが、最近は普通に一人前食べられるようになっていた。

「はい、ただやはり冷めたものはあまり美味おいしくはないようで……」

「まあ、そりゃ、な」

　勇斗も苦笑して肩かたをすくめる。

　いろいろ試し行こう錯さく誤ごした結果、美月のつわりを引き起こす原因は「湯気」だと突き止とめてはいた。

　もわっとした感じがとにかく吐はき気けをもよおさせるらしい。

　なので最近の美月は出来立てではなく、もっぱら冷ましたものばかり食べている。

　仕方ないということはわかっているし、残さず食べてもいるが、元々、料理好きな少女である。つまり美味しいものを食べるのが好きで、それが口にできないことはやはりストレスにはなっているようだった。

「日本にいれば、冷たくてさっぱりしたものもいっぱいあったのにな。いきなり苦労させてるなぁ、俺は」

　自じ嘲ちようめいた笑みとともに勇斗は美月のそばに膝ひざをつき、美月の顔を心配そうにじっと見つめ、そっとその頭を撫でる。

　それを見た瞬間、ズキンッ！　と、フェリシアは胸が締しめ付けられるような強い痛みを感じた。

　誰かを労る時、頭を撫でるのは勇斗の癖くせだ。

　しばしば目にする光景で、特段、おかしいことではない。つい先程も、ジークルーネやリネーアにもしていた。

　その時は痛みを感じるどころか、微笑ましささえ感じていたというのに、今は胸が苦しくて仕方がない。

　フェリシアはこの三年、勇斗の最も側近くに仕え、彼を見続けてきた人間だ。だからこそ、わかってしまうのだ。

　その撫で方かたにも、向ける眼まな差ざしにも、その表情にも、いつもとは違ちがう愛いとおしさがにじみ出ていることが。

「なぜ、わたくしでは……」

「えっ？」

　振り返る勇斗の声に、フェリシアははっと我に返る。

　自分は今、いったい何を呟つぶやこうとしていた!?

「あ、ああ、いえ。わたくしにもう少し力があれば、苦しみを取り除いて差し上げれたのに、と」

　慌てて取り繕つくろったが、嘘うそもいいところであった。

　そんなこと、まったく考えていなかった。

「まだそんなこと気にしてたのか？　こんなもん寝てりゃ治るんだから、あんまり思いつめなくていいからな」

　だから、そんな優しく笑いかけてこないで欲ほしかった。

　頭を撫でないで欲しかった。

　違いがわかってしまうから。

　また、嫌いやな考えが頭をもたげる。

　なぜ自分ではダメなのか。

　美月より自分のほうが今の勇斗のことをわかっている。

　美月より自分のほうが、今の勇斗の役に立てる。

　自分のほうが、勇斗を愛し、一心に尽つくしてきた。

　ぶんぶんと頭を振って追い払おうとするも、どうしても消えてくれない。

　その自らの浅ましさに、フェリシアは戦せん慄りつする。

　頭ではわかっているのだ。

　勇斗がこの三年、一いち途ずに美月のことを想おもっていたことを。

　心から、祝福しているつもりだった。

　できるとも、思っていた。

　だが、いざ美月と接する勇斗を見ていると、心がどうしようもなくざわついた。







　松明たいまつの明かりを頼たよりに、フェリシアは薄暗い階段をのぼっていく。

　ギムレー宮きゆう殿でんの北の外れにあるここナリの塔とうは、身分の高い人間専用の牢ろう獄ごくである。

　高位の人間を捕ほ虜りよにした際、あまり粗そ末まつな扱あつかいをしては氏族の体面に関わる。そのため、牢ろうといっても、一いつ般ぱん庶しよ民みんが住む家などより、よっぽど調度品や差し出される食事は整っている。もちろん、出入り自体は厳重に管理されているが。

　その最上階、三階の一角に、彼はいた。

「やあ、お仕事お疲つかれ様さま、フェリシア」

　木の柵さくごしに、仮面の男が気さくに声をかけてくる。

《豹》の先代宗主フヴェズルング。

　幾度となく勇斗率いる《狼》に仇あだをなし、今はこの塔に幽ゆう閉へいされている男である。

　本名をロプトと言い、フェリシアの血を分けた実の兄であった。

　仕事が終わると、彼かれの下に顔を出すのが最近のフェリシアの日課となっていた。

「牢の中は退たい屈くつでね。お前の顔を見ることだけが楽しみだよ」

　以前、まだ彼が《狼》の若頭かしらを務めていた頃ころと同じ穏おだやかな優やさしい声こわ色いろだ。

　その仮面の奥おくから覗く双そう眸ぼうは、以前、ナーストレンドで遭そう遇ぐうした時には血走り狂きよう気きと憤ふん怒どに満ちていたが、今は憑つき物ものが取れたかのように実に穏やかなものである。

　それがなんとも、癇かんに障さわる。

「そうですか。わたくしは全然楽しくありません」

　フェリシアは眉まゆをひそめ、冷たく吐き捨すてる。

　この兄の身勝手な行動のせいで、自分がどれだけ肩かた身みの狭せまい想いをしたか。

　勇斗が自じ虐ぎやくと悔かい恨こんの日々を送ってきたか。

　だというのに、当の本人は呑のん気きに笑っているのだ。腹が立たないわけがなかった。

「それでも来てくれるんだね」

「貴方あなたのようなひとでも、この世に残った唯ゆい一いつの肉親ですから。わたくしが面めん倒どうを見るしかないじゃないですか」

「ふむ？　今日はいつにも増して刺とげ々とげしいね。顔色も冴さえない。何か嫌なことでもあったのかい？」

「なにもありません！」

　反射的に否定したが、感情的すぎる声だ。これでは嘘だと言っているようなものである。

　一五年も一いつ緒しよに暮らしてきた兄が、それに気づかぬはずもない。

「どうせ勇斗と何かあったんだろう？　あいつは一途と言えば聞こえはいいが、朴ぼく念ねん仁じんだったからな」

「お兄様のことを悪く言うと許しませんよ!?」

「おお、怖い。だが、図星だったろう？」

「大外れですわ」

　ハッと馬鹿にするように、フェリシアは鼻を鳴らす。

　そう、外れも外れ、見けん当とう違ちがいもいいところであった。

「お兄様は関係ございません。あくまでわたくし自身の問題です」

「ふむ、自身の、ね。となると、勇斗が天の国より連れてきたという正せい妃ひを受け入れられない狭きよう量りようさ、嫉しつ妬としてしまう自分の醜みにくさ、といったところかな？」

「なっ!?」

　ずばり言い当てられ、フェリシアは絶句する。

　さすがは勇斗をして、「弱点を見み抜ぬくのは抜ばつ群ぐんに上う手まい」と言わせしめた男である。その業は、戦いくさ場ば以外でも冴え渡っているようだった。

　声を発することもできず、陸にあがった魚のようにフェリシアが口をパクパクさせていると、フヴェズルングは察したようにクスリと笑う。

「くくっ、どうやら当たりのようだね。先達として助言させてもらえば、無理にいいひとぶって、自分の感情に蓋ふたをしないことだ」

「蓋なんて、別に……」

「しているだろう？　そういうドロドロとした暗い感情を許せず、認められず、なかったことにしようとしている」

「～～っ！」

　咄とつ嗟さに言い返す言葉が浮うかばない。

　これまた図星だったからだ。

「そんなことをしてもろくなことはないよ。余計に淀よどみ、濁り、やがて腐ふ臭しゆうを放ち始めるのがオチというものだ。もう少し自分の心に素す直なおになったほうがいい」

「……なんのつもり、です？　おおかた、わたくしの心の隙すきを突き、惑まどわせ、ここを出る手引でもさせようといったところですか？」

「ん？　そんなこと考えたこともないな。ここはなかなかに快適だよ」

「先程、退屈と言っていたではないですか」

「ああ、だから自分を見つめ直すのにちょうどいい。それしかすることがないからね」

　苦笑とともに、フヴェズルングは肩をすくめる。

　暖の簾れんに腕うで押おしとはまさにこのことであった。

　ロプトと名乗っていた頃から、飄ひよう々ひようとして掴つかみどころのない男であったが、それでも内に野心の炎をたぎらせていたことを、妹のフェリシアは感じていた。

　だが、今の彼はすっかり燃もえ尽き、老成し、世捨て人のような雰囲気さえ漂ただよわせていた。

「やはり兄きよう妹だいだな。今のお前は、当時の私によく似ているよ」

「わたくしは貴方のように、お兄様を裏切るようなことは致しません！」

「お前が嫉妬しているのは勇斗じゃないだろう？」

「っ！」

　三度心の内を暴あばかれ、フェリシアは言葉を失う。

　どうしようもなく、自覚してしまう。

　そんな簡単なことすら気づかず、すり替かえて、無意識のうちに美月の存在から目を逸そらそうとしていた自分に。

　無理やりに自分の心を捻ねじ曲まげようとしていたことに。

　悔くやしいが、フヴェズルングの言うとおりだった。

　こんなことをしていては、いずれ現実との差異が次し第だいに増していき、やがて破は綻たんすることは目に見えている。

「まあ、私の苦い経験から言わせてもらえば、ちゃんと話をすることだ。閉め切っているから淀むのだ。時には換かん気きすることも重要だよ？」

「……頭の片かた隅すみにでも、とどめておきます」

　さすがに全面的に受け入れるのはどうにも癪しやくで、素直になれず、こんな言い方になってしまう。

　察しの良い兄のことだ。

　そんなしょうもない妹の強がりなどどうせお見通しなのだろうが。







　気が付くと、フェリシアは自室に戻もどってきていた。

　無意識なあたり、日々の習慣というものは便利なものである。

　誘さそわれるように寝しん台だいへと近づき、トスンと腰こしを下ろす。

「話をしろ、と言われても、ね」

　途と方ほうに暮れたように、フェリシアは天てん井じようを見上げる。

　天の国からの帰き還かん以来、勇斗は何か深く思おもい悩なやんでいる。

　この胸の想いを告げることは、ただでさえ重責を背せ負おう勇斗の重荷になるかもしれない。

　美月は勇斗が側室を持つことを許容しているが、やはり実際にそうなったとき、面おも白しろくはないはずだ。

　妊にん娠しん中の大事な時である。心労は出来る限り与えるべきではない。

　そう、言うにしてももう少し時期を見計らうべきだ。

「……って、言い訳もいいところね。こんな調子じゃ、いつまで経たったって言えるわけがない。結局、わたくしは優ゆう柔じゆう不ふ断だんで意い気く地じがないだけ」

　自嘲するように、フェリシアは乾かわいた笑みをこぼす。

　怖こわいのだ。

　今の勇斗との関係が壊こわれるのが。

　この気持ちを押おし隠かくしてさえいれば、第一の腹心として、副官として、ずっとそばにいることができる。

　もし想いを告げて、ぎくしゃくしてしまったら、近くにいることさえ、話しかけることさえできなくなってしまうかもしれない。

　だが、勇斗と美月が仲睦むつまじくしている姿を見るのも、つらかった。

　胸が引き千切られそうな痛みと、どす黒い感情が心の中で渦うず巻まいて、日を追うごとにどんどん苦しくなってくる。

　このまま黙っていても、早晩、勇斗のそばにいられなくなりそうだった。

「どうしろって言うのよ……」

　普ふ段だん落ち着いた物もの腰ごしのフェリシアらしくない、苛いら立だちのこもった声で吐き捨てる。

　答えは、わかっている。

　兄の言うとおり、胸の内を洗いざらい打ち明けて、今後どうしていくかきちんと話し合うしかない。

　だが、やはり関係を壊すのは怖かった。

　どうしても、勇気が出なかった。

　出来る限り、今のぬるま湯のような関係を続けたい。

　少しでも勇斗と一緒にいたい。

　離はなれたくない。

　そんな葛かつ藤とうを堂どう々どう巡めぐりさせていると、

「あっ、フェリシアさん、帰ってたんですか？」

　隣となりの勇斗の寝室の扉が開き、寝ね間ま着き姿の美月が声をかけてくる。

「ええ、つい先程。お体のほうは大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「はい。おかげ様で。すっかり元気いっぱいです」

　力こぶを作るように両りよう腕うでを曲げ、美月が快活に笑う。

　その言葉通り、顔のほてりも消え、すっかり調子を取とり戻したように見える。

　その脳天気に幸せそうな顔に、フェリシアは少しだけムカッとくる。だがもちろん、そんな感情は表には全く出さない。

「何か御ご用ようですか？」

「あっ、ちょっとこっちへ来て頂けますか？　勇くん寝かすの手伝って欲しくて」

「お兄様を？」

　訝いぶかしげに返しつつ、フェリシアは立ち上がる。

　美月の様子からして緊きん急きゆう性せいはなさそうではあるが、敬愛する兄のことは何をおいても最優先事じ項こうである。

　何事かと寝しん室しつに入ると、勇斗は椅い子すに腰こし掛かけ、寝台にうつ伏ぶせになってすやすやと寝ね息いきを立てていた。

　おそらく美月の看病をしているうちに、そのまま眠りに落ちてしまったのだろう。

「このままじゃ、どっか身体からだを痛めそうでしょう？　でも起こすのは忍しのびなくて」

「そうですね」

　頷うなずき、フェリシアは優しく勇斗の身体を起こし、脚あしをかかえて抱だきあげる。

　表情一つ変えることなく、猫ねこのように軽々と。

　細身でもれっきとしたエインヘリアルのフェリシアだ。その腕わん力りよくは常人をはるかに上回るのである。

「ぷっ、あはは。逆お姫ひめ様さま抱っこだーっ！」

　美月が突とつ然ぜん吹ふき出したかと思うと、スマートフォンを取り出しパシャパシャと音を鳴らし始める。

　確かあの音は、写真といって、その瞬しゆん間かんの映像を保存しておくものだったはずだ。

　恋こい人びとが自分以外と触ふれ合ってるところをわざわざ絵として残しておきたいなど、やはりよくわからない女性だとフェリシアは思う。

「とりあえず寝台に寝かせますね」

「あっ、はい。お願いします」

　慌てて美月はスマートフォンをズボンのポケットに仕し舞まい、毛布をどかす。

　その空いた場所に、そっと優しくフェリシアは勇斗を横たえると、美月がふわっと毛布をかけ直す。

「ぜんぜん起きないですね」

「やはり疲れておられるのかと。もともと仕事熱心な方ではありましたが、最近は特に鬼き気き迫せまるものがございます」

「フェリシアさんから見ても、そうですか」

「ミツキお姉様にも、理由がわからないのですか？」

　少しだけ意外だった。

　てっきり美月にぐらいは話しているとばかり思っていた。

「はい。なんにも教えてくれないんです。勇くん、責任感強いから。なんでも抱かかえ込んじゃうんですよねぇ」

　唇くちびるを尖とがらせつつ、美月はぷにぷにっと勇斗の頬ほおを突っつく。

　二人の普段の仲の良さを象しよう徴ちようするような、じゃれあいめいたしぐさだ。

　にもかかわらず、フェリシアは妙にカチンとくる。

　とても大事なことではないか。

　そんな冗じよう談だんっぽく済ましていいことでは決してない。

「悩みも分かち合えないで、それで夫ふう婦ふと言えるんですか!?」

　叫んでから、しまったと後こう悔かいする。

　普段であれば、微笑んで適当に空気を読んで相あい槌づちを打っている場面である。

　兄ロプトと妙な話をしたせいで、少々、感情のタガが外れてしまっていたらしい。

　すぐに「出すぎたことを申しました」と謝あやまるべきだ。頭ではわかっているのに、漏もれいでたのは、さらなる叱しつ責せきの言葉だった。

「ちゃんと支えてあげてください。そんなんじゃ、わたくしのお兄様を任せられません！」

　相手は大宗主の正妃になろうという女性である。

　フェリシアなどよりはるかに目上の存在だ。こんな口をきいて許されるはずがない。

　だというのに、美月は神しん妙みような顔になり、逆に深々とこちらに頭を下げてくる。

「ありがとうございます。やっぱりフェリシアさんは優しいです。ご忠告、しかと胸に刻んでおきます」

　顔をあげるや、キラキラと尊敬の眼差しを向けられる。

　チクチクと、良心が痛む。

　決して、美月が思っているような親切からの諫かん言げんではなかった。

　今から思えば、勇斗に選ばれていながらなんだその体ていたらくは、という嫉妬からの言葉だった。

「わ、わかっていただけたのなら、いいです」

　罪悪感から目を合わせていられず、フェリシアはぷいっとそっぽを向く。

　そんなフェリシアの手を、美月がそっと握にぎってくる。

「この世界に来てからずっと、フェリシアさんにはお世話になりっぱなしですね」

「べ、べつにわたくしは何も……」

「いいえ！　言語や神力アースメギンの使い方、日々の細々したことまで本当に色々教えてもらって、つわりでご飯が食べられなくなった時も親身に食べられるものを探してきてくれて、こうして叱しつ咤た激げき励れいまでしてくれるひとなんて、他にはいません。本当にいくら感謝してもし足りません」

「や、やめてください。感謝なんてしなくていいです」

　謙けん遜そんではなく、心からフェリシアは言う。

　そう、感謝などされるいわれはない。

　美月のためにしたことではない。ほとんどは勇斗のためにしたことだ。

「そんなわけにはいきません。あたしに出来ることがあれば、なんでも言ってください。こうしてあたしが勇くんと一緒にいられるのは、フェリシアさんのおかげみたいなものですから」

「っ！」

　その瞬間、フェリシアの心の堤てい防ぼうが決壊する。

　想い人が別の女と一緒になる手助けをしていたなど、まったく道どう化けもいいところではないか。

　それを恋こい敵がたきの口から言われるなど、これほどみじめなことはない。「じゃあ、お兄様をください」

「えっ？」

「わたくしが欲しいのは、お兄様だけです。お兄様さえいれば、他に何もいりません。なのに、なのにっ！　お兄様の心にいるのは、ずっとお姉様だけ。ずるいじゃないですか。わたくしだってお兄様を愛しているのに！　想いの強さなら、決してお姉様にだって負けないのに！」

　我ながら、とんでもないことを言っているという自覚はあった。

　だが、不思議と心はすっきりしている。

　心に溜ため込んでいたものを全すべて出し切った、そんな感覚だ。

　これが嘘うそ偽いつわりない本心なのだ。

　後は野となれ山となれ、とフェリシアは沙さ汰たを待つ。

「ごめん、な」

　その声は美月の口からではなく、下から響いた。

　ぎょっと目を見開いて、フェリシアが下を向くと、勇斗と視線が合う。

「お、お兄様、起きてらっしゃったんですかっ!?」

「そりゃ枕まくら元もとであんだけ騒さわがれりゃ、な」

　ポリポリと頬を掻かきつつ、勇斗が身体を起こす。

「も、申し訳ございません。お休みのところ……」

「いや、謝るのは俺おれの方だ。お前の気持ちにはずっと前から気づいていた。応こたえられないくせに、そばにはいて欲しくて、ずっと曖あい昧まいなままにして、お前に甘あまえてた。ずるいよな、俺」

「うん、ずるい。徹てつ頭とう徹てつ尾び、男の風上に置けないぐらいずるい！」

　横からきっぱりはっきり言い切ったのは、美月である。

　腕うでを組み、したり顔でうんうんと頷いている。

「こんな綺き麗れいなひとに、ここまで想われて何が不満だ。ちゃんと応えてあげなさいよ」

「お前がそれを言うか!?」

「あたしが言うから意味があるんでしょ。正妻のお墨すみ付つきだよ！」

「ずっと幼おさな馴な染じみやってきたが、最近、お前がわからない……」

　勇斗が頭を抱える。

　来月、結けつ婚こん式しきを控ひかえる婚こん約やく者しやから、他の女と浮うわ気きしろと言われているのだ。

　政略結けつ婚こんならいざしらず、恋れん愛あい結けつ婚こんの相手から。

　それは混乱もしようというものだった。

「本当に、それでいいのですか、お姉様？」

　半ば呆ぼう然ぜんと、フェリシアは美月に問いかける。

　フェリシアとしては、成じよう就じゆすることはないと悲観していた恋こいだ。二番目でも三番目でも、叶かなうならば贅ぜい沢たくを言える立場ではない。

　美月はクスリと笑みをこぼして、

「うん。ずっと前からそう言ってるじゃないですか。ああでも、一つだけ条件があるかな」

「なんですか!?」

　思わずフェリシアは食いつく。

　この想いが遂とげられるなら、どんなことでも受け入れるつもりだった。

　スッと目の前に美月の手が差し出される。

「あたしと姉妹盃さかずきを交かわしてくれますか？」

「えっ？」

「正直に言うと、フェリシアさん。あたし、貴女あなたが一番怖いです。貴女の話を聞く度たび、勇くんをとられるんじゃないかってずっとヒヤヒヤしてました。実際に会ってみて、さらに怖くなりました。勝てる気がしないですもん」

「何を言っているのです？」

　意味がわからず、フェリシアは目を丸くする。

　いったいどこに、彼かの女じよが怖がる要素があるというのだろう？

　勇斗とは物心つく前から一緒に育ち、彼から一途に想われているというのに。

　自分が入り込む余地など、どこにもないようにしか見えないというのに。

「わたくしごときが、お姉様に勝てるわけがないじゃないですか!?」

「そっちこそ何を言ってるんですか。こんな美人で、スタイルも抜群で、めちゃくちゃ優しくて、勇くんを公私両面から支えられる力まで持ってる。勇くんの周りには、可か愛わいい子いっぱいいますけど、こんな強敵、他にいませんよ。実際、わかるもん。勇くん、けっこう揺ゆれてるの」

「揺れてるって、お兄様が、わたくしにですか!?」

　まさしく寝ね耳みみに水みずもいいところであった。

　勇斗が一途に美月のことを想っていたことを、一番知っているのがフェリシアだ。とても信じられなかった。

「今はあたしのほうを向いていてくれても、そのうちとられるんじゃないかって、いつもすっごい不安なんです」

「お姉様、も？」

　美月のことは、泰たい然ぜん自じ若じやくとした王の妻に相応ふさわしい度量の持ち主だと思っていた。

　だからこそ敵かなわないと思い、嫉妬もした。

　だが、彼女もまた恋する一人の女の子にすぎないのだと今いま更さらのように理解する。

「わたくしも、貴女の存在が、ずっと怖かったです。お兄様をとられるんじゃないかって、貴女の影かげにずっと怯おびえていました。妬ねたましくて、羨うらやましくて、時には貴女なんていなければ、なんてことまで考えました」

　フェリシアも、美月にならって胸の内を吐と露ろする。

　これは儀ぎ式しきだ。

　二人が、気のおけない戦友になるための。

「でも……」

　クスッとフェリシアはそこで笑みをこぼす。

　今まで告げたことは、本当のことだ。

　そしてこれから言うことも、紛まぎれもない本心だと胸を張れる。

「どうしてもミツキお姉様のこと、嫌きらいにはなれませんでした」

「あたしもフェリシアさんのこと、嫌いじゃないですよ。勇くんの幸せがあたしのなによりの望み。その一点に関して、あたしたちにはなんらズレはありません。貴女となら、共に戦えるなって」

「そう、ですね。わたくしもお姉様だけは敵に回したくない。お互たがい一番の脅きよう威いだからこそ、逆に手を取り合う価値があるかもしれません」

「でしょう？　あたしたちが組めば、もう無敵だと思うです。何人足りとも、恐るるに足らず、です！」

　ニッと美月がイタズラっぽく口くちの端はしを吊つり上あげる。

　ついに我が慢まんできず、フェリシアも吹ふき出だした。

「ぷっ、あはは、確かにその通りですわね。わかりました。盃を交わしましょう」

　言って、フェリシアは差し出された美月の手を握り締める。

　美月もギュッと握り返してくる。

「……なんか俺のこと話してるのに、俺だけ蚊か帳やの外な感じなのは気のせいか？」

　話がまとまったところで、勇斗が呆あきれたように口を挟はさんでくる。

　その顔が赤い。どうやら照れているらしい。

　美月がにまぁっと何かを思いついたように笑う。

「じゃあ、そんな勇くんに大事な役目をあげる。今ここで、あたしたちの盃の、取り持ち人になってよ」

「俺が？」

「うん。勇くんほどの適任者は、いないでしょう？」

　あっさりと言い切る美月に、フェリシアも同意とばかりに頷く。

　これは勇斗を守るための同盟なのだから。

　勇斗ははあっとため息をつく。

「わぁったよ。でも、妊娠中って酒はご法度じゃなかったっけ？」

「あー、そういえば。でも、別のもので代用するからいいよ」

「ああ、じゃあ水でも汲んでくればいいのか？」

「そんなのじゃないよ。勇くん！　目、閉じて！」

「はぁ？」

　意味がわからず、勇斗が素っ頓狂な声をあげる。

「いいから！」

「なんだよ、俺には見せられないものなのか？」

「うん。乙女おとめの秘密。ほら、さっさと閉じる！」

「へいへい。なんだってんだ」

　ぶつぶつ言いつつも、勇斗は目ま蓋ぶたを閉じる。

　それを確かく認にんしてから、美月はフェリシアに視線を向けて、人差し指で自らの唇をトントンと軽く叩たたいてみせ、片目を閉じる。

「えっと、まさ、か？」

「うん、そのまさか。あたしたちの交わす盃に、これほど相応ふさわしいものはないでしょう？」

「……まったくですね」

　思わず笑えみがこぼれる。

　寝台に膝をかけ、前かがみになりつつ、フェリシアはゆっくりと想い人に顔を近づけていく。

　ドキドキとうるさいぐらいに心臓の音が鳴り響ひびいている。勇斗に聞こえないか心配になったが、まったく気づいている素そ振ぶりはない。

　チラリと、最後に確認するように美月へと視線を向ける。

　うんと力強く頷かれた。

　フェリシアも頷き返して、自らの唇を勇斗の唇へと押し当てる。

「ん!?　んんんっ!?」

　驚おどろいたように勇斗が目を見開く。

　咄嗟に彼は後ろに身を反らそうとするが、フェリシアは腕を彼の後頭部へと回して抱き締め、更に強く唇を押し付ける。

「んんっ!?」

　たっぷり三〇秒ほども唇の感かん触しよくを堪能してから、ゆっくりとフェリシアは唇を離す。

「ちょっ、えっ、なっ……!?」

　事態が把は握あくできないらしく、勇斗が目を白黒させている。

　その姿がなんとも可愛らしくて、胸に愛おしさが溢れてきて、両頬に、額に、鼻先に、何度も何度もキスの雨を降ふらせる。

　それでも、ぜんぜん気持ちが収まらない。もっともっと深く触れ合いたくて、仕方なくなる。

　三年間、ずっとずっと我慢して押し殺してきたのだ。

　もう、我慢の限界だった。

「お兄様、わたくしにもお姉様と同じように、お情けを頂きとうございます」

「うぇ、えええっ!?　ちょっ、フェリシア、お前、なにズボンずり下げ!?」

「はーい、もうここまできたら観念しようね、勇くん」

　ガシッと、いつのまにやら勇斗の背後に回りこんでいた美月が、勇斗の両りよう脇わきから手を回して押さえつける。

「美月、お、おま、なにを!?　むぐっ」

　文句を言おうとした勇斗の唇を、今度は美月が塞ぐ。

　それだけに飽あきたらず、勇斗の唇をこじ開けて、舌を絡ませる。

「ぷはっ、これで姉妹盃完了、だね」

　つ～っと唾だ液えきの糸を連ならせて、美月が艶美に笑う。

　ドクンと、フェリシアの目の前でソレが跳はね、更に膨張する。

　プチンと、何かが切れる音がした。

「……上等だ。ただでさえ禁欲中だったってのに、ここまでされて、もう我慢なんてしてられっかーっ！」

　何かを吹っ切ったように、勇斗が荒々しく吼ほえる。

　その後、幾いく度どとなくフェリシアの嬌きよう声せいが寝室に響き渡ったという。

　こうして、美月とフェリシアは、名実ともに姉妹となったのである。







「ん、んん……」

　明かり窓より差し込んできた陽光に、フェリシアは意識を覚醒させる。

　おそるおそる目蓋を開くと、隣では勇斗と美月が、二人仲良く気持ちよさそうにスヤスヤと寝息を立てている。

　ズキンッと下腹部に痛みが疾はしり、ほ～～っとフェリシアは長い長い安あん堵どの吐と息いきをつく。

「夢じゃ、ないんですよね」

　自分に言い聞かせるように呟いて、そっと傍かたわらに眠る勇斗の髪かみを梳く。

　昨夜のことは、はっきりと覚えている。

　ただ幸せすぎて、まさしく夢のような一時だっただけに、現実感がなかったのだ。

「お兄様、愛しております」

　目蓋を閉じ、そっと顔を寄せ、その頬に唇を触れさせる。

　これからは遠えん慮りよしなくてもいい。

　それが嬉うれしかった。

　不意に、視線を感じた。

「お、お姉様!?　起きてらっしゃったのですか!?」

「うん、今さっき。おはようございます」

「お、おはようござっ、っつ～～!?」

　反射的に焦ってしまい、挨あい拶さつの途と中ちゆうで舌を噛んでしまうフェリシア。

　口を押さえ、涙なみ目だめで悶える。

「だ、大丈夫ですか!?」

「だ、大丈夫です！　それよりお姉様のほうこそ大丈夫なのですか!?」

「あたし？　あたしは普ふ通つうに元気いっぱいだよ？」

「いえ、あの、わたくしとしては望みが叶い、素す晴ばらしい一夜でしたが、その……お姉様は本当によろしかったのか、と……」

　昨夜はその場の勢いもあって突っ走ってしまったが、一夜明け冷静になってみると、やはり色々心配になった。

　ドキドキと死し刑けい囚しゆうの気分で、審判の時を待つ。

「え、うん、まあ、そりゃちょっともやっとするけど、あたし、フェリシアさんのこと大好きだし、幸せになって欲ほしかったんだよね。で、それができるのが勇くんだけなんだから、仕方ないじゃん」

　言って、あははっと美月が笑う。

　フェリシアはきゅうっと胸が締しめ付つけられるような想おもいだった。自分がくだらない嫉妬に身を焦がしていたというのにこのひとはそんな自分のことをここまで……。

　自分などが勝てるはずもなかった。

　その器うつわに心から感服し、フェリシアは身体を起こすとその場に正座し、指を突ついて深々と頭を下げる。

　自分の身も心も、盃とともに勇斗に捧げたものではあるが、このひとにも誠心誠意、お仕えしよう。

　そう心に固く誓ちかう。

「ありがとうございます、お姉様。わたくしも貴女のこと、大好きです！」







「東のタマノス砦とりで、西のリモエス砦、ともに陥落したとのことです！　敵はそれぞれ一万の大軍とのこと！」

「馬ば鹿かな！　今、このワガネア砦周辺には、《炎ほのお》軍三万が展開しているのだぞ。それだけでもありえないのに、さらにあと二万!?　なんだ、そのふざけた動員力は!?」

《雷いかずち》の若頭補佐ほさシャールヴィが、頭を掻きむしり、苛いら立だたしげに吐はき捨すてる。

　毎度毎度、自由奔放な親分ステインソールの無む茶ちやに付き合わされ、今や滅多なことでは表情一つ変えぬこの男が、狼ろう狽ばいを露あらわにしていた。

　さもありなん。「細けえことはどうでもいい」が口くち癖ぐせの宗主に代わって、規律の引き締めや行軍計画、部隊指揮官への指示などなど東奔西走し、実質的に軍を統とう括かつしているのが彼かれである。

　五万もの兵を動員することの難しさを、彼は知り抜ぬいていた。

「それだけの食しよく糧りようを、どうやって用意したというのだ!?」

　ケルムト川の多大なる恩おん恵けいを受けている《雷》ですら、八〇〇〇が限界なのだ。

《豹ひよう》を呑み込み、広大な版図を築くに至った《鋼はがね》にしたところで、おそらく二万には届くまい。

　だいたい、《雷》と《炎》の間には、広大にして不毛な荒あれ地ちが広がっている。現地調達も厳しいはずだ。

「しかも農民に武器をもたせただけの数合わせの雑兵ではなく、しっかり訓練された精せい鋭えい揃ぞろいなど、いったいどうなっているのだ……」

　二度戦っただけだが、その練度にシャールヴィは正直舌を巻いていた。

　かつての《狼おおかみ》軍も実に高い練度と統率を誇っていたが、それさえ上回る。

　一応、二度とも追い払えはしたものの、それらは全て天下無む双そうの豪ごう傑けつであるステインソールがいたおかげにすぎない。

「正直、対処のしようがないぞ！」

　思わずシャールヴィは下唇を噛かみ締める。

　中央軍、東軍、西軍、それぞれがステインソール抜きでは到底対処できぬ戦力を備えている。

　しかし、ステインソールの身体は一つしかない。

　一つの軍に対処している間に、残る二つの軍が好き放題に《雷》領内を暴れ回るのは目に見えている。

　さらに言えば、《鋼》も動き出したとの報告も受けている。正直お手上げもいいところだ。

「ほ、若頭補佐ほさ！　《炎》より使者が参っております！」

「……通せ」

　伝令の報告に、シャールヴィは眉み間けんにしわを寄せ、唸うなるように返す。

　しばらくして現れたのは、齢よわい六〇は越しているであろう、腰の曲がった白はく髪はつの老人である。

「降伏勧告に参りました」

「チッ」

　口を開くやまずそうのたまった老人に、シャールヴィは苦々しげに舌打ちする。

　あまりの屈くつ辱じよくに思わず叩き斬ってやりたくなったが、なんとか自制した。とりあえずそれは話を聞いた後だ。

　条件次第で、とシャールヴィが考えてしまうほど、今の《雷》は追おい詰つめられていたのだ。多少の領地の割譲は、この際、仕方がない。弟分の盃も、だ。

　ステインソールは反対するだろうが、ここはなんとしても呑ませ、再起を目指すのが最良に思えた。

「我わが主あるじは、ステインソール殿どのの武勇にいたく感心され、ぜひとも子分に迎えたい、との仰おおせにございます」

「子分、だとぉ!?」

　ピクピクッとシャールヴィのこめかみが痙けい攣れんする。

　子分盃を受けるということは、奴ど隷れい状態を受け入れるということに他ほかならない。

　ユグドラシルにおける親子盃は、絶対だ。

　親の命令には何が何でも従わねばならない。それこそ死を命じられたなら、自ら命を絶たねばならないほどに。

　兄弟盃ならともかく、さすがにそんな盃は呑めるわけがなかった。

「はい、もしお受けいただけるなら我が《炎》の幹部の地位を与あたえると……」

「くっくくく、ははははははっ！」

　使者の口上は、突とつ然ぜん、その場に響き渡った哄こう笑しように掻き消される。

　ひとしきり笑い尽つくすと、玉座にふんぞり返っていた赤髪の青年は、ゆらりとその身体を起こした。

「ここまで舐なめられたのは、さすがに生まれて初めてだな」

　言うや、ステインソールは使者に歩み寄り、す～っと足を上げ、そして振り下ろした。

　ドォン！　凄すさまじい轟音とともに、煉瓦を敷き詰めた床ゆかに同心円上にひびが疾っていく。

　こんな敵地にまで交こう渉しように赴いたほどである。この老人も相当肝は据わっているはずだが、さすがにこれには腰が抜けたらしく、老人はストンとみっともなくその場に尻しりもちをつく。

「はっ、この程度で俺を封じ込めたつもりだったか？　せいぜい好きなだけ領内を食くい荒らすがいい。だが、どれだけ満身創痍になろうと、貴様ら一匹残らずこの俺が喉のど笛ぶえ、噛み切ってくれるわ！」

　圧あつ倒とう的てきな闘気をみなぎらせ、ステインソールは喝破する。

　実に虎とらの心を持つと称された男らしい言葉であった。

　身体を震ふるわし、カチカチと歯を鳴らし自らを見上げる老人に、ステインソールは獰どう猛もうな獣けものの貌かおを露わにして続ける。

「帰って《炎》の宗主に伝えろ。犬猫ならいざしらず、虎を飼い慣らせるなどとは思わんことだとなっ！」

　ステインソールのこの言をもって、交渉は決裂となった。

　ことのあらましを使者より伝え聞いた《炎》の宗主はつまらなさげにこうつぶやいたという。

「で、あるか。是非もなし」







ACT 5







「う～ん」

《鋼》の大宗主レギンアーク周す防おう勇ゆう斗とといえば、戦場においては軍神の化身とまで謳うたわれる戦いくさ上手であり、内政にあっても革新的な改革や発明を数々行い、その智性は千年に一人の大天才ともっぱらの評判である。

　勝利の御子グレイプジークとして『イアールンヴィズ籠城戦』より歴史に華はな々ばなしく登場して以来、襲い来る様々な苦境を易々と撥はね除のけてきた彼が、今、深い苦く悩のうの淵にあった。

「もしかしなくても、俺は浮気してしまったんだろうか……」

　組んだ手の上に額を置いて、机を凝ぎよう視ししつつため息まじりに漏らす。

　子どもも出来、結婚式を間近に控えているというのに、別の女と関係を持つなど、人として、男として、果たして許されるのか。

　少なくとも、昨夜までの勇斗であれば、婚約者という最も大事にしなければならない女性がいながら、他の女性に手を出すなど言語道断だと言い切っていたであろう。

　しかし、事はそう単純ではない。

　そう浮気するようけしかけてきたのが、他でもない婚約者なのである。

　わけがわからなかった。

「お兄様？」

　耳によく馴染んだ、しかしこれまでにないほど悲しげな呼びかけに、勇斗ははっと顔をあげる。

　そこには申し訳なさそうな顔のフェリシアが、今にも泣き出しそうな瞳ひとみでこちらを見つめていた。

「やはり昨夜のこと、後悔しておいでですか？　わたくしが想いを抑おさえきれず、無理を言ったばかりに……」

「違ちがう！　お前のせいじゃない！」

　慌あわてて勇斗は否定の言葉を叫さけぶ。

　そう、断じてフェリシアのせいではない。

　どちらかと言えば、元凶は明らかに美み月つきである。

　いや、それもあくまできっかけだ。

　乗せられたとはいえ、最後は自分の意志でフェリシアを抱いたのだから。

　そして、フェリシアとこういう関係になれたことを、心のどこかで嬉しいと感じてしまっているのだから。

　それがまた自己嫌けん悪おを加速させていた。

「俺、このまま結婚していいんだろうか」

　いわゆるマリッジブルーというには、少々事情が複雑であった。

　その夜。

「あっ、ごめん。勇くん。今夜はあたし、フェリシアさんの部屋で寝ねるから」

「へ？」

「男子禁制のパジャマパーティなんだから、盗み聞きとかしちゃダメだよ？」

　そう言って鼻歌混じりの美月を呆然と見送り、

「俺か!?　俺がおかしいのか!?」

　勇斗の苦悩は深まるばかりであった。







「昨夜フェリシアと何を話したかって？　そんなの秘密に決まってるよ。ねー？」

　文字通り朝帰りした美月は、悪びれることなくそうのたまった。

　しかもさん付けから呼び捨てになり、すっかり親密度が上がっている感じである。

　色々気になって気になって、結局、勇斗はほとんど眠れなかったというのに、よろしくやっていたようで、正直ムカつく。

　いや、仲良くやっているのならそれはとてもいいことなのだが、どうにももやっとはしてしまう。

「はい、申し訳ございませんが、こればっかりはお兄様にも秘密です」

　フェリシアが胸に手を当て、恥はじらいつつ美月に同調する。

　勇斗に対して、絶対の忠誠を誓うフェリシアが、だ。

　いったいどんな内容だったのか、俄が然ぜん気になる勇斗である。

「ああ、一つだけ教えてあげる」

「っ!?」

「あんまりギクシャクした態度、とらないであげてね。けっこう気にしてるよ、フェリシア」

「お、お姉様、それは……」

「ううん、これはちゃんと言っとかないと。日中ずっと一いつ緒しよにいるんだし」

　ピッと人差し指を立て、したり顔で美月が言う。

　指摘自体は、悔くやしいが正しいと言わざるを得なかった。

　さすがにあんなことがあった翌日ということもあって、昨日はフェリシアとはろくに話すことができなかった。

　口をきいても、どこか硬かたくて、普ふ段だんのようにとは到底言えなかった。

　大宗主と副官という、一緒に仕事をしている関係でもある。

　昨日はお世辞にも仕事が捗はかどったとは言えなかった。

　プライベートの事情を持ち込んで、公務を滞らせては、多くの者に迷めい惑わくがかかる。それは是ぜが非ひでも避けねばならない事態だ。

「わかった。出来る限り善処する」

「フェリシアは表で笑って裏で泣く娘こなんだから、ちゃんと気にかけてあげるんだよ？」

「お姉様、そのへんで。お兄様も困ってらっしゃいます」

　フェリシアがおろおろと止めに入る。

　事実、勇斗は本当に困っていた。

　婚約者に他の女を気にかけろと言われて、どう答えろというのだ!?

「あっ、ふたりとも、そろそろ時間じゃない？」

「そうですね。ではお姉様、お兄様をお借りいたしますね」

「うん、任せた！」

「はい、任されました」

「仲いいな、お前ら」

　げっそりとため息まじりに勇斗は言う。

「そりゃあ、姉妹だからね」

「はい」

　にっこり微笑み合う二人に、勇斗は妙みような疎外感を覚える。

　まだ朝だというのに、なぜかドッと疲れた気がした。







「ふむ。で、何が問題なのですか？」

　思おもい悩なやんだ勇斗は、フェリシアに適当な用事を言いつけ、一人ヨルゲンの部屋を訪おとずれ相談を持ちかけていた。

　妻帯者であり、人間関係の機微にも敏さとい彼ならば、適切な助言をもらえるのではないかと期待してのことだったが、結果は冒頭の通りである。

「女たちの仲が良い。けっこうなことではございませんか。私など妻たちの機き嫌げんを取るのにいつも苦労のしっぱなしですぞ。まったく羨ましい限りです」

「その出来過ぎ感が、逆に怖こわいんだ」

　自分で口にしてから、はっと気づく。

　まさしくそれこそが、勇斗の不安の大本であった。

　ヨルゲンの言うとおり、今の状じよう況きようは自分に都合が良すぎる。なまじ苦労人なだけに、後で大きなしっぺ返しがあるのではないかと思えて仕方がないのだ。

「はっ、もしや美月のやつ、俺のこと、好きじゃなくなったのか!?」

　好きな人間が、異性と仲良く触ふれ合あっていたら、普通は嫉しつ妬とするものである。

　少なくとも、勇斗はそうだった。

　現世に残るか、ユグドラシルに戻もどるか悩んでいた時、美月が他の男と結ばれることを想像しただけで、胸がムカムカしたものだ。

　あんなことをして、美月は何も感じないのだろうか。

「ぶふっ」

　突とつ如じよ、ヨルゲンが笑いをこらえそこなったように、盛大に吹き出す。

　こちらは深刻に悩んでいるというのに、と勇斗は半眼で睨めつける。

「何がおかしいんだよ？」

「いや、失礼。案外当人はわからぬものなのだな、と」

「あん？」

「田んぼの一件もあり、お袋殿とは何度か歓談させていただいておりますが、あの方の頭の中は親おや父じ殿どののことばかりですよ」

「そ、そうなのか？」

「ええ。何をするにも親父殿の為ためといった感じですし、世間話をする際も、親父殿の話だけ食いつきがまるで違いますからなぁ」

　ヨルゲンが腕を組み、うんうんと頷うなずいている。

　その言葉に、嘘うそがあるようには思えなかった。

　フェリシアとの一件で疑心暗鬼に囚われはしたが、思い返してみれば、それまで仲睦むつまじくやっていたと思うし、今朝だって、満面の笑えみで仕事に送り出してくれた。

　あの笑顔に、裏があるとは思えない。

「まあ、それでも何か心にしこりがあるのでしたら、よく話しあってみることですな。それが夫ふう婦ふというものでしょう？」

「まあ、それしかないか」

　とりあえずここは、年長者の言葉に従うのが得策のようだった。







「ただいま！　美月、正直に答えてくれ！」

　仕事を終え、自室に戻るや、勇斗は単刀直入に切り出す。

　正味、ここ二日というもの、悶もん々もんとしすぎてまるで仕事に集中出来ない。

　勇斗の業務が滞れば、《鋼》の行政そのものが滞り、結果、かなりの人間が迷惑を被る。

　可及的速やかに、この問題を解決する必要があった。

「はい？　いきなり何？」

　美月はきょとんとした顔で、目をパチクリさせている。

　その手にはタブレット。

　どうやら電子書しよ籍せきを読んでいたらしい。

　勇斗はツカツカと大股で美月へと歩み寄り、真しん剣けんそのものな顔で彼女を見つめて問う。

「なんか溜ため込んでるものとかないのか？　あるなら、ちゃんと言って欲しい」

「ん？　いや別に、特にはないけど。あ～、しいてあげれば、梅干しが食べられないこと、かなぁ。無性に最近、あれが食べたくて仕方ないんだよねぇ」

　のほほんと言って、美月は思い出したようにゴクリと唾を飲み込む。

　勇斗ははぁっとため息をつく。

　抽象的に聞いても、きりがなさそうだった。

「いや、そういうんじゃなくて、だな。その、フェリシアのことだ。本当に、良かったのか？」

「ああ、そゆこと」

　得心が言ったように、美月がくすりと笑みをこぼす。

「まあ普通なら、すっごく嫉妬するか、遠ざけようとするんだろうね」

「ああ。そうしないで、仲良くしてるとか、正直わけわからねえよ」

「うん、あたしもよくわかんない」

「おいっ!?」

　思わず突っ込む勇斗に、美月は笑みをこぼす。

「あはは。そういうドロドロした感情も、ないわけじゃないんだよ？　勇くんを独ひとり占じめしたいとも思うの」

「……だよな」

　頷き、ほっとする勇斗。

　まったく嫉妬していない、独占欲も覚えないとか言われると、本当に好かれているのかわからなくなってしまうところだ。

「ただ、フェリシアのことはずっとずっと昔から知ってるような、そんな気がするの。だからなのかな。他の女官さんとかが勇くんに色目使ってるとムカッとくるんだけど、あのひとだと不思議と許せちゃうんだ」

「んん？　デジャヴとかいうやつか？」

「うん、なんかそんな感じ、かな？　フェリシアだけじゃなくて、ジークルーネさんとかイングリットさん、リネーアさんとかにも、妙な懐なつかしさを感じたんだよね。そういう人たちが勇くんと仲良くしていても、あまり嫉妬を感じないの」

「懐かしい……か」

　そう言われて、勇斗の脳のう裏りをよぎったのは、美月と瓜二つの少女、神聖アースガルズ帝てい国こく神帝テイウダンスシグルドリーファのことである。

　先さき程ほど、美月があげた女性たちとは、共に鍋を囲んだことがある。

　たった一夜のことではあるが、その時のことをリーファは生涯一番の想い出だと語っていた。

　思い出すだけで、涙ぐむほどに。

「案外リーファって、お前の前世なのかもな」

「あー、あたしもそんな気がちょっとしてる。なんか他人な気がしないんだよね。……最近はコンタクトとれなくて、すっごく心配なんだけど」

　視線を落とし、表情を暗くする美月。

　美月とリーファには不思議な縁えんがあり、なぜか夢で逢あえるのだという。

　それが勇斗再召喚のきっかけとなった。

　だが、その勇斗召喚の儀以降、リーファの夢に美月がお邪じや魔ますることは出来なくなったのだと言う。

「生きてはいるみたいだけど、な。崩御の報は届いていないし、潜りこませた風の妖精団ヴインダールヴスからの報告によれば、拝謁してちゃんと声を聞いたひともけっこういるそうだ」

　風の妖精団ヴインダールヴスは、旅芸人一座を装った《鋼》の諜ちよう報ほう組織である。

　何度か定期報告を受けているが、生きていることはほぼ間ま違ちがいないとのことだ。

「まあ、神力アースメギン使いすぎて、調子崩してるだけだろ。そろそろまたひょっこりお前の夢に顔を出すって」

　自分に言い聞かせるように、勇斗は軽い調子を装って言う。

　それがわかったのだろう、美月もやや空元気っぽくはあったが笑ってくれた。

「うん、そうだね。無事でいてほしいなぁ」







「ああ、そういえば、一昨日おととい、そのようなことを申されておりましたね」

　執務の合間の休きゆう憩けい中、昨夜の美月との顛てん末まつをフェリシアに語って聞かせると、彼かの女じよは思い出だしたように頷いた。

　まだ多少照れるところはあるが、普通に話せている。

　我ながらずぶといな、と思う勇斗である。

「わたくしも、お姉様があまりにもお優やさしいので、訊きいたのですよ。すると同じようなお答えを」

　ユグドラシルでは、甲か斐い性しようのある男は、何人も妻を娶めとっていいとされている。それが当然のことだ、と受け入れられてもいる。

　この地で生まれ育ったフェリシアとは、この辺りの価値観では勇斗と天と地ほどの隔たりがある。

　だがそれでもやはり、あそこまで嫉妬しないというのはさすがに奇異に映ったらしい。

「お兄様のご推察が、当たっているのやもしれませんね。リーファ様の生まれ変わり、という」

「ああ。あんまりそういうの信じてなかったんだけど、ここまでくるとな」

　他人の空似というには、二人の容姿は酷こく似じしすぎている。幼おさな馴な染じみの勇斗でさえ、その髪と瞳の色以外で、見た目では判別がつかないほどに。

　共に双そう眸ぼうにルーンを宿すことも、不思議な共通項だ。本来、ルーンは万まん人にんに一人、双そう紋もんともなると、ユグドラシルでも三人に満たぬと言われていた稀き少しようなものだ。

　そして、夢での逢おう瀬せ。これは現代日本とユグドラシル間で交信を可能にする『対ついの鏡』をほうふつとさせる。

　これはもう二人の間には、『何か』があるとしか思えなかった。

「でもそうだとすると、とても素敵ですね！」

「は？　素敵？」

　意味がわからず、勇斗は思わず問い返す。

　フェリシアは虚こ空くうを見つめ、夢見る乙女おとめのような表情で瞳をキラキラさせながら続ける。

「初はつ恋こいの方のそばに生まれ変わり、その恋を見事に成じよう就じゆさせたのですよ！　なんと壮大な愛なのでしょう！」

「あ～……なんかそう言われると、逆に実感湧わかねえな」

　勇斗にとって、美月はやはり身近な幼馴染である。

　そこに劇的なドラマなどはなく、いつもそばにいるのが当たり前であり、そんなロマンティックなものとはどうにも縁遠く感じてしまう。

「でも、お姉様のお兄様への愛は、それぐらい深いですよ」

「そう、なのかなぁ？」

　ポリポリと頬ほおをかき、自信なさげに勇斗は疑問系で応こたえる。

　最近、どうにもそのあたりが不安で仕方がない。

「一昨日、さんざん語り合ったわたくしが言うのです。間違いありません！」

「いや、俺おれは物心つく前からなんだが」

「ふふっ、当人同士ではわからぬもの、とよく言うでしょう？」

「ヨルゲンと同じようなことを言いやがる」

　はぁっとため息をつく。

　とは言え、傍はたから見ると、美月が勇斗のことを心から想っているように見えるのは確からしい。

　あまり不安を覚えることではないのかもしれない。

　勇斗も多た忙ぼうの身である。

　そのことばかり気にかけてもいられない。

　仕事に追われている内に、あっという間に月日は過ぎ――

　心の整理もつかないまま、結けつ婚こん式しきの朝を迎えた。







「親父殿。そろそろ……」

「ああ」

　ヨルゲンの呼びかけに、勇斗は大狼ガルムの毛皮をなめして作った外がい套とうを翻し、振ふり返かえる。

　その胸には、二つの刀を交差させた、《鋼》の紋章が金糸で刺し繍しゆうされている。

　両りよう腕うでに黒光りする鉄の籠こ手てを身につけ、頭上には黄金の冠を掲げる姿は、ユグドラシルでも三指に入るであろう大氏族の宗主に相応ふさわしい威風堂々としたものだ。

「本当にご立派になられて……。先々代もヴァルハラでさぞ喜んでおられましょう」

　感極まったように言って、ヨルゲンはぐしぐしと腕うでで目元を拭う。

《狼》の先々代ファールバウティは、勇斗にとって唯ゆい一いつの盃さかずきの親である。

　まだ勇斗がユグドラシルに来たばかり、『無駄飯喰らいスコル』と呼ばれていた頃ころ、時に叱り、時に応援し、時に助言をし、導いてくれた大恩人だ。

「だと、いいな」

　勇斗は虚空を見上げ、故人を偲ぶようにしんみりと呟つぶやく。

　ファールバウティは、勇斗を守るために凶刃に倒たおれた。

　あの時、自分がもっと思慮を持って行動していたら、今、この式典に参列してくれていたかもしれない。

　そう思うと、胸が少し痛む。

「外は雲ひとつない晴天でございます。天の神々も、今日という日を祝福してくださっておられるようですな」

「そうか。それはなによりだ」

　今日のために、大勢の人間が寝る間も惜しんで頑がん張ばってくれたのだ。

　雨など降ふって、それを台無しになどしてほしくなかった。

　それに、これから歩む道のりには、暗雲がいくつも立ち込めていることがわかっている。

　この人生の新たな門出の日ぐらい、未来は明るいと思わせて欲しかった。

「《鋼》大宗主スオウユウト様、御出座！」

　ヨルゲンが高らかに声を張り上げる。

　宮きゆう殿でんから聖塔フリズスキヤールヴまで続く道を、兵士たちが二列にずらりと並び、槍やりを交こう互ごに重ねて塞いでいた。

　ガシャンガシャンガシャン！

　勇斗が宮殿の入り口より姿を現すと、兵士たちは槍を引き、地面に垂直に立て、瞬またたく間まに道が拓ひらけていく。

　いささかも動じることなく、勇斗は毅き然ぜんとした表情で前を見み据すえ、歩き出す。

　勇斗が通り抜けると、後方でガシャンと硬こう質しつな音が響ひびく。

　槍でまた道を閉じたのだ。

　今日、この道を通ることが許されているのは、勇斗ともう一人だけだから。

　やがて聖塔フリズスキヤールヴに辿たどり着くと、そこでも階段の両りよう脇わきにズラリと兵士たちが並ぶ。

　階段を一段一段、踏ふみ締めるようにして、昇っていく。

　頂上に建つ神殿ホルグルの中に入ると、現代で言うところの小さな体育館くらいの神殿ホルグルに、一〇〇名ほどの人間が座っていた。

「ははっ、こりゃ壮観だ」

　誰だれにも聞こえないような声で、勇斗は独りごちる。

　すぐ右手前にいるのは、《狼》の序列四位のダーヴィド、その隣となりにいるのが、先日、オロフ組組長を襲名したスヴィズルである。

　祭壇へと続く通路を挟はさんで、左手前にいるのは、《角つの》の若頭補佐ほさハウグスポリ。

　その隣には《角》の元若頭かしらにして、現舎しや弟てい頭がしらを務めるラスムス。

　各氏族の重じゆう鎮ちんと言える面々であり、他の列席者も似たようなものだ。まったくもって豪華な面々と言うしかなかった。

　しかも彼らレベルでさえ、祭壇から遠い席に座るのがやっとというのだから、我ながらとんでもないと思う。

　さらに歩を進めて、祭壇の前まで行くと、今日の祭祀を務めるフェリシアが待っていた。

　いつもの露出多めの服装ではなく、ゆったりとしたローブに身を包んでいる。髪かみや首周り、手首には金銀のきらびやかな装そう飾しよく品が輝く。

「よお、そういう格好も似合うな」

　こっそりとフェリシアにだけ聞こえるような声で、勇斗は軽口を叩たたく。

「ありがとうございます。でも、今日はそういうお言葉はお姉様のためにとっておいてくださいませ」

「まあ、そうだな」

　言って、笑えみを交かわし合った瞬しゆん間かんである。

　わあああっと外から歓声が響いてくる。

　本日の花嫁である美月が人々の前に姿を現したのだろう。

　実のところ、今日は準備に朝からバタバタしていて、美月とは早朝以来顔を合わせていない。

　どれぐらい化けたのか。

　観衆のどよめきを聞く限り、なかなか期待できそうである。

　おおおっと神殿ホルグル内からも、息を呑む声が漏もれ聞こえてきた。

　どうやら花嫁が到着したらしい。

　勇斗もゆっくりと振り返り、思わず目を瞬またたかせた。

「お、おお……」

　そこにいたのは、彼の知らない幼馴染だった。

　物心つく前からの付き合いである。

　美月のことは、よく知っているつもりだった。

　欲目を引いても、けっこう美人なほうとは思っていた。

　だが、これほど綺麗だったとはついぞ知らなかった。

　心の中にわだかまっていたものが、一いつ瞬しゆんにして粉々に吹き飛ぶ。

　勇斗が惚けたように見守る中、美月はしずしずと歩いてきて、その隣に並ぶ。

「勇くん、勇くん」

「えっ？」

「なにボケッとしてんの。前向かないと」

「あ、ああ、そうだった」

　慌てて勇斗は祭壇へと向き直る。

「なに？　緊きん張ちようしてんの？」

　真っ白な絹の頭巾から覗のぞく横顔は、見たこともないぐらい綺麗だったが、その声には嫌いやというほど聞き覚えがあった。

　ここにいるのは自分の幼馴染なのだと、遅まきながら実感する。

「お前のあまりの化けっぷりに、な」

「ふふっ、あたし、綺麗？」

「ああ」

　幼馴染のきやすさゆえか、美月相手にはいまいち素す直なおになれない勇斗なのだが、今回ばかりは頷かざるをえなかった。

「御列席の皆みな様さまに申し上げます。ご静粛に！」

　フェリシアの鈴のなるような凛りんとした声が響くと、途と端たん、神殿ホルグル内を静寂が支配する。

　パチパチと祭壇を飾る松明たいまつの火が爆はぜる音が、気になるほどである。

「《鋼はがね》が大神アングルボダよ」

　祭壇にひざまずき、フェリシアが祝詞のりとを上げ始める。

　松明の光を浴びて、御神鏡がほのかに赤く輝いている。

　この鏡から、全すべてが始まったのだ。

　ずっと帰りたいと思っていたはずなのに、まさかこの地で美月と結婚式をあげることにまでなろうとは。

　胸が詰まる想おもいがした。

「大宗主スオウユウトに祝福を」

　再び振り返ったフェリシアが、勇斗の胸元に手を翳し、目ま蓋ぶたを閉じ、祝詞を唱える。

　ついで美月の胸元にも手を翳し、

「シモヤミツキにも祝福を」

　先程とは若じやつ干かん違ちがう祝詞をあげる。

　それを終えると、フェリシアは皆に二人を披露するかのごとく、両腕を広げる。

「アングルボダの御名の下もと……スオウユウトとシモヤミツキの結けつ婚こんを認める！」

　パチパチパチパチ！

　フェリシアの宣言とともに、列席者たちから一いつ斉せいに拍手が巻き起こった。

　待ち構えていたかのように、アルベルティーナとクリスティーナ、エフィーリアの三人が花びらを握にぎっては放ほうり、舞い散らせる。

「おめでとうございます！」

「大宗主様！　ばんざーい！」

「ミツキ様、ばんざーい！」

　そこかしこからお祝いの言葉が飛び交う。

　そんな祝福ムードの中、

「美月、手」

「え？」

　振り返る美月に、勇斗はごそごそとズボンのポケットから指輪を取り出して見せる。

　ルビーをあしらった、今日この日のために美月に内緒でイングリットに作ってもらった逸品だ。

　ユグドラシルには結婚相手に指輪を贈る習慣はないのだが、そこは勇斗も男として、少しでも彼女の夢を叶えてやりたかったのだ。

「……はい」

　察したらしく、そっと美月が左手を勇斗へと差し出してくる。

　その薬指に、勇斗はゆっくりと指輪をはめてあげた。

「勇くん、ありがとう。大好き！」

　美月の瞳からぽろぽろと涙なみだがこぼれ落ちる。しかし、これ以上ないほどに嬉うれしそうな笑顔だった。

　勇斗も心にジーンと幸せがこみ上げてくる。

　まさに、その時だった。

「も、申し上げます！」

　息せき切った物々しい声が、場の雰ふん囲い気きをものの見事にぶち壊こわした。

「めでたき式の最中じゃぞっ!?　後にせい！」

　ざわざわと列席者たちがどよめく中、ヨルゲンが怒いかりも露あらわに闖ちん入にゆう者しやを叱りつける。

　この式典は、彼かれの仕切りである。

　それをこんな形で、面メン子ツが立たない。

「待て！　構わん、言え。何事だ!?」

　厳しい声で叫び、勇斗は飛び込んできた兵士に詰問する。

　その顔はすでに結婚式の花婿のそれではなく、歴戦の将のものである。兵士の様子からとんでもなく緊急な事態が発生したことを察したのだ。

「テ、神帝テイウダンス陛下が……」

「っ!?　リーファ様がどうした!?」

　勇斗は鋭するどく問いただす。

　妙な胸騒ぎがする。

　もしや亡くなったのかと、最悪の可能性が頭をよぎる。

　結果から先に言えば、その予想は大外れもいいところであった。

　だが、兵士が次に述べた言葉は、《鋼》にとって、それ以上に最悪といっていいものだった。

「《鋼》を朝敵とし、討伐令を発せられました!!」

「「「「「っ!?」」」」」

　神殿ホルグル内を衝撃が疾はしる。

　それはすなわち、ユグドラシルの全氏族が《鋼》の敵となることを意味していた。







「くっくっくっ、事ここに至っても、正面突とつ破ぱか。どこまでも気持ちがいい男よなぁ」

　ワガネア砦とりでから打って出てきた《雷いかずち》軍の先頭を遠眼鏡で確かく認にんしつつ、《炎ほのお》の宗主パトリアークは楽しげに笑う。

《炎》軍は三万。八〇〇〇の《雷》軍の実に四倍近い。

　そんなところに真正面から突撃など無謀と言うしかない。

　これが勇敢な自分に酔った末の行動であったならば、彼は評価しなかった。

　だが、彼にはわかっていた。

　あの虎とらの小僧は、本気で真正面から自分たちを屠るつもりである、と。

「ふふっ、わしが相手でなければ、それも叶ったであろうな」

　生まれいでてより、そろそろ六〇年になる。

　ひたすら戦いずくめの人生であった。

　戦場に立つこと優に百を超える。

　もはや戦いくさの機微も呼吸も知り尽つくしている。

　確かにあの《雷》の小僧は天下に比ひ肩けんする者なき猛将だが、それでもなんとでも出来るという確固たる自信が、《炎》の宗主にはあった。

「適当にいなして、弱らせ、捕まえてみるのも一興じゃが、そうしたところで我わが部下になるとは限らぬ、か」

　そんな不確実なことのために、さすがに数千の将兵の命を天秤にかけるわけにはいかなかった。

　戦場での迷いは、死に直結する。

　未練を振り切るように、《炎》の宗主は闘志を漲みなぎらせて敵を見据える。

「是非に及およばず。ならばせめて、華はな々ばなしく散るが良い」

　すでに虎退治の準備は整っていた。

　この兵器を用いれば、相手がどれだけ強靭で卓越した武人であろうと関係ない。

　七十余の戦でただの一度も傷を負ったことがなかったという不死身の鬼おに美み濃のも、「赴くところ敵なし」と謳うたわれた赤備えも、この兵器の前には抗すること敵かなわず命を落とした。

　あの比類なき武勇を誇ほこる赤髪の豪ごう傑けつとて、それは例外ではないだろう。

　すうっと《炎》の宗主は大きく息を吸い込み、

「目標！　先頭を駆かける赤髪！　それ以外は無視して構わん。撃てーっ！」

　耳をつんざくようなけたたましい轟音が、辺り一帯にやまびことともに響き渡った。







「っ!?」

　背筋を駆け抜ける寒気に、ステインソールははっと身を強張らせる。

　次の瞬間、彼の常人離れした動体視力は、自らに物もの凄すごい速度で飛来する無数の黒い何かを捉とらえる。

　飛来したのは小石か、それよりもさらに小さな、丸い何かだ。だが、彼の直感が最大級の危機だとがなりたてていた。

　とにかく速い。矢など目ではない速度だ。ステインソールでなければ、反応さえできなかったであろう。

　いちいち撃ち落としていてはとても間に合わない。ステインソールは咄とつ嗟さに鉄てつ槌ついをグルグルと高速回転させる。

　キンキンキンキンキン！

　襲おそいかかる何かを軒のき並なみ弾いていくも、さすがにそれらは速すぎ、小さすぎ、そして数が多すぎた。

「ぐっ！」

「ヒヒヒーンッ！」

　回転の隙すき間まをくぐり抜けた何かが、ステインソールの左肩と、右みぎ脇わき腹ばら、そして右太ももを貫通していく。

　乗っていた愛馬も、全身に無数の風穴を開けられ、断末魔の呻きとともにその場に崩れ落ちる。

「って～～っ！　なんだ、いったい!?」

　地面を無様に転がりつつも、ステインソールは立ち上がる。

　瞬間、くらっと目め眩まいにふらつく。

　灼やけるような激痛とともに、傷痕からは鮮血があふれ出していた。

　即そく座ざに治療しなければ、いかなステインソールとて命にかかわる重傷だった。

「こ、この俺が、こうもあっさりと、だと……っ!?」

　事態がまったく呑み込めない。

　戦場での自分は無敵だったはずだ。

　だが、状況はステインソールに考える時間さえ与あたえてはくれなかった。

　ゾワッ！

　ステインソールの全身が総毛立つ。

　見れば、《炎》軍の前方では、黒い棒を構えた兵士たちが、その切っ先を自分へと向けているところだった。

　それが何なのかまではわからなかったが、とにかくこれまでの人生で最大級に今が危地にあることだけはわかった。

　慌あわててこの場から離れようとするも、右足が負傷で思うように動かない。

「撃てーっ!!」

　ダーン！　ダーン！

　ダダダダダダダダダダーンッ!!

　再び号令とともに、黒い何かが撃ちだされる。

「くああああっ!!」

　左肩に疾る激痛を無視して、ステインソールは鉄槌を回してそれらを弾く。

　弾く。

　弾く。

　防ぼう御ぎよをすり抜けてきたものは、驚異的な動体視力と獣けものじみた反射神経でかわす。

　まさにそれは火事場の馬ば鹿か力とも言うべき奇跡的な神かみ業わざであったが、

「ぐあっ！」

　衆寡敵せず。ついに一発が、彼の右みぎ腕うでを捉える。

　鉄槌を取り落としこそしなかったものの、さすがに振るう勢いが鈍る。

「第三陣じん！　撃てーっ！」

　ダーン！　ダーン！

　ダダダダダダダダダダーンッ!!

　そこに続けざま容よう赦しやなく、雷かみなりのような炸裂音が轟く。

　もはや防ぐことも敵わず、降り注ぐ黒い雨が次々とステインソールの全身を撃ち抜ぬいていった。







EPILOGUE







「う、うわあああ！　ス、ステインソール様がやられた!?」

「うそだ！　あのひとがやられるなんて！」

「な、なんなんだあの武器は!?　妖術か!?」

「か、勝てるわけがねえ」

「逃にげろ、逃げろー!!」

　全身血まみれで前のめりにくずおれる虎心王ドールグスラシルの姿に、《雷》の兵士たちから悲鳴じみた声が上がる。

　元々、ステインソールの超人的な戦せん闘とう力への信仰を士気の拠り所にしていた《雷》軍である。

　絶対的強者のあっけない死は、瞬く間に《雷》の兵士たちにかつてない恐慌状態を巻き起こした。

　蜘蛛くもの子を散らすように、我先にと逃げ出していく。

「親を見捨ててとは、薄情なものよ……ん？」

　逃げ惑う《雷》軍の中、最前線たるステインソールのところまで駆け寄より、倒れた彼を抱き上げる者がいた。

　フッと小さく《炎》の宗主パトリアークは笑みをこぼす。

「忠義の士もおったか。だがあいにく、その者をくれてやるわけにはゆかぬな。種子島を持て」

「はっ」

　すっと小姓の一人が、黒光りする鉄の棒を《炎》の宗主の前へと持ってくる。

「用意せよ」

「はっ」

　小姓が松明を近づけ、鉄の棒から伸びる縄なわに火を点ける。

　ついで棒の中に黒い粉と弾たまを入れ、また別の棒で押おし固めていく。

　その後もいくつかの行程を踏み、スッと主あるじへと差し出す。

「準備、整いましてございます」

「うむ、虎も一人では寂しかろう」

　言うや、《炎》の宗主は鉄の棒を地面に水平に構え、棒に付いていた取っ手を引く。

　瞬間、ダーン！　と炸裂音が響き渡わたる。

　火縄銃――

　日本では種子島とも呼ばれた、初期の火器の一つである。

　一五世紀頃、中世ヨーロッパで発明されたとされ、ユグドラシルの文明水準からすると、三〇〇〇年は先を行く、本来この地では存在し得ないはずの兵器だった。

　その威力は、厚い鋼板を用いた鎧よろいさえ直撃すれば貫通するほどである。

　見事命中したらしく、そのたった一発で、ステインソールを抱き上げた者がその場にくずおれた。

「天晴れ！　武士もののふとはかくあるべし」

　男は逃げるではなく、抱きかかえたステインソールをかばうようにこちらに背を向けた。

　自らより主を優先する。

　その心意気を、《炎》の宗主は称賛したのだ。

「素晴らしき勇者たちに、弔いの言葉ぐらい送ってやらねばな。ラン、ついてまいれ」

「はっ」

　火縄銃を小姓に預け、《炎》の宗主は若頭かしらとともに荒こう野やを闊歩する。

　やがて倒れ伏すステインソールの前へとたどり着き、《炎》の宗主はそっと手を合わせる。

「ステインソールとか言ったな。貴様の戦いぶり、実に見事なものであった。胸を張ってヴァルハラとやらへ向かうがいい」

「……てめえも道連れだ」

　地獄の底より響くような声とともに、がしっと足を掴つかまれる。

　そのままステインソールがぐぐぐっと身体からだを起こそうとしてくる。

　あれほどの鉛なまり弾だまを全身に浴び生きていることも驚おどろきなら、こうして動けることにはただただ驚嘆するしかない。

「大殿!?　おのれ貴様、この化け物が！」

「よい。離れておれ」

　咄嗟に腰こしの剣けんに手をかけるランを、《炎》の宗主は手で制する。

　このステインソールの不死身っぷりにも、目を瞠みはるのみでいささかも動揺するそぶりを見せていない。

　むしろ高らかに笑ってみせたものである。

「くはははっ！　まぁだ生きておるとはなぁ。なんともしぶとい。貴様ほどの豪傑、この世に二人とおるまい。過去にも、未来にも、な」

　絶賛の言葉とともに、《炎》の宗主はすらりと腰の刀を抜き放つ。

《鋼》より贈おくられた、名工イングリット渾身の一振りである。

　それを大上段に構え、

「他の者に殺させるにはあまりに惜おしい。よってこのわし第六天魔王、織お田だ弾正忠だんじようのちゆう平朝臣たいらのあそん信のぶ長なが自ら介錯して進ぜよう」

　名乗るとともに、逆手に持ち替え、心の臓目掛けて振り下ろす。

　すでに満身創痍のステインソールにそれをかわす力などもうどこにも残っていなかった。

　吸い込まれるように、《炎》の宗主――信長の刃やいばがステインソールの身体を貫く。

「がっ！　こんな……ごふっ、ところで……スオウユウト……俺はまた……お前と……」







[image: ]







　それが、虎心王ドールグスラシルと呼ばれた男の最期の言葉であった。

　信長はしゃがみこむと、一本一本丁てい寧ねいにステインソールの指をはがし、すっと手を伸ばし、彼の目蓋を閉じる。

　そして再び手を合わせ、静かに黙祷を捧ささげる。

「丁重に葬ってやれ」

　どれほどそうしていたか、若頭かしらのランにそう告げると、信長はステインソールを貫いていた刀を抜き放ち、血を振り払うや、はるか地平の先へと目を向ける。

　その視線の先にあるものは――

「くっくっくっ、スオウユウト、か。これほどの男が死を間際にしても執着するとは……会うのが楽しみであるな」








to be continued









あとがき







　祝！　一〇巻突破!!

　これも一重に応援してくださっている読者様のおかげです。

　心より御礼申し上げます。

　作品も今後、ますます加速していくので、今後共よろしくお願いいたします。

　というわけで、こんにちは。お久しぶりです。鷹山誠一です。

　……やばい、もう書くことがありません（汗）

　新年あけましておめでとうございます？

　でもこれ、三月刊だしなぁ。

　だいたい田舎にいるとあとがきに書けるような、特別面白いことなんてそうそう起きないわけですよ。

　ああ！　そういえば一つだけありました。

　なんか今住んでいる長崎県では、先日、観測史上最大クラスで雪が降ったそうです。

　と言っても、たかだか一五センチ程度です。

　こちとら一メートルの積雪もそう珍しくない地域の育ちです。

　むしろなんて少ないんだろう、一日で融けたし全然大したことねえじゃん、ぐらいの感覚だったわけです。

　が！

　娘の通う小学校の子どもたちは、生まれて初めてレベルということで、それはそれは大はしゃぎだったそうです。

　他にも臨時休校になった学校もあったんだとか。

　水道管が破裂する事故が多発してるから注意してください、なんて町内放送まで流れる始末。

　スーパーでは買いだめに走った客が溢れ、twitterにはすっからかんになった棚の写真が次々と上がってきます。

　皆さんほんと、慣れない雪に大変だったのだろうと思います。

　ただ、うん、でもね？

　どうしても思ってしまうんですよ。

　一五センチで？　と。

　いやぁ、同じ日本でも雪に対する地域差ってここまであるんだなぁ、と身をもって実感した次第です。

　娘ともども、ぽか～んと周りのテンションに完全に置いてきぼり状態でした。

　よし、なんとかページも埋まったので謝辞に移りたいと思います。

　担当Ｕ様。原稿いろいろ遅延気味で本当に申し訳ございません。

　ゆきさん先生、可愛く綺麗なイラストの数々、ありがとうございます。

　この本を出すにあたり、お世話になった関係者各位にも感謝を。

　なにより、この本を手にとって下さった読者様に最大級の感謝を。

　それでは一一巻でまたお会いできることを願って。








鷹山誠一
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